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「ごめん。実は……結婚することになったんだ……彼女が妊娠しちゃって。円香まどかのことは好きだけど……あの、本当にごめん」

　そう言って奈な木ぎ円香に向かって頭を下げたのは〝元〟婚約者である三み嶋しま慶けい太ただった。

　慶太が、円香の頭ほどはありそうな筋肉質の腕を前に回して、落ち着かない様子で両手を擦り合わせているのは、寒さからではないだろう。

　フレンチレストランを予約してあるという彼と待ち合わせしたのは、大きなクリスマスツリーの下。周りはカップルだらけというこの場所では、多くの人がツリーを背景に写真を撮っている。

　円香は手に持った鞄の持ち手の部分を力任せに握った。

「妊娠って……」

　学校教材を納品する企業で働く慶太とは、仕事でよく顔を合わせていた。とは言っても、直接話したことはなかったし、名前も知らなかったのだが。

　ある時、別部署に異動になったタイミングで挨拶に来ていた慶太に声をかけられた。ずっと気になっていた、もしよかったらプライベートで会えないかと問われ、最初は友人として付きあい始めた。

　何度か食事に行った時は、まだ彼に恋愛感情はなかったけれど、穏やかで落ち着いた性格なのがわかり、デートをすることにも拒否感はなく、告白を受け入れた。

　それから半年──会えない時は電話をしていたし、デートも少なくはなかった。

　ほかの女性の影なんて疑ったことは一度もない。つい先日プロポーズされた時、早すぎるとは思わなかった。

　二十九歳という年齢を気にしていたわけではないが、彼が最後に付きあう人になるだろうと考えていたから。

（ドレスもいいけど白無垢も似合いそうだね、とか、レストランウェディングもいいかも、なんて話してたのは、なんだったの……？）

　互いの両親への挨拶すらまだで、式の予定も決まっていなかったのは不幸中の幸いだろうか。だが、話をするだけならタダだから、と二人で挙式について調べながら笑い合ったのは、つい一昨日のことだ。

　周囲の楽しそうな笑い声が心底恨めしくなる。クリスマスツリーの前でなど、待ち合わせしなければよかった。

（妊娠って、そんなにすぐするものじゃないわよね……もっと前から、関係があったってこと？）

　もしかしたら、円香こそが浮気相手だったのかもしれない。

　ただただ呆然としながら、円香は、真っ青な顔で謝り続ける慶太を見つめる。

　円香のことは好きだけれど、彼はそう言った。好きならば、どうしてほかの人を妊娠させるようなことになるのか。

　本当は昨日、仕事が終わった後に会う約束をしていたのだが、慶太の仕事が忙しくキャンセルになった。その代わりが今日だった。「お詫びに美味しいフレンチ予約しとくから」と連絡が入って、楽しみにしていたのに。

　こんなはずではなかった。

　今日はクリスマスの予定を立てようと思っていた。今年のクリスマス当日は日曜日。

　二人ともイベントごとには疎いから、前々から計画を立てるということはしていない。近場のイルミネーションの綺麗なところでも調べて行ってみようか、などと話していただけだ。

「どうして……？」

「円香だって、浮気してただろ？　俺だって本命は円香で、彼女とは結婚前のちょっとした遊びのつもりだった……でも、妊娠したって、責任取れって昨日言われて」

「浮気なんて、してない」

「いつもなにかと理由をつけて、外泊を断るじゃないか。いつも十時前には帰ろうとする。付きあって半年も経つのに、俺は円香の部屋にすら行ったことがない。それに……円香の口からよく聞く幼馴染みって男だよな？　そいつは家に入れてるんじゃないのか？　円香は家族みたいなものだって言うけど、そいつだって他人じゃないか！」

　円香には小学校からの幼馴染みがいる。同じ歳でいつもそばにいたから、部屋の行き来は当たり前であったが、互いに恋人がいる時はぱったりと会わなくなる。

　慶太と付きあっている間に顔を合わせたのは一度くらいだし、もちろん部屋には入れていない。そもそも彼は忙しく、円香から連絡をしない限り会うことはないのだ。ただ、互いに近しい家族のような存在だから、たまに近況報告はしているが。

「直なお樹きはそんなんじゃないし、三嶋くんと付きあってから、部屋に来たことはないよ」

「俺と付きあう前はそういう関係だったってことか」

　慶太は嘲笑するようにそう言った。円香がどれだけそういう関係ではないと言ったところで、きっと彼は信じないのだろう。

「はぐらかそうとしてるけど、私を裏切ったのはそっちでしょ。ほかの女の子を妊娠させたんだから」

　ギクリと慶太が肩を強張らせる。どうしてごまかせると思っているのか甚だ疑問だが、まさか円香に責められるとは考えなかったのか、その顔には動揺が窺える。

　こういう時に黙っていても事態は好転しない。円香の経験に基づいた推測だ。

　女性にしては背が高い方で全体的に華奢な印象の円香は、周囲におとなしく見られがちだ。実際、学生時代は目立つタイプではなかった。

　怒るところなど想像がつかない、などともよく言われるが、仕事柄子どもたち相手に毎日怒っているし、声を張り上げることもある。

　今までは慶太とケンカになったこともないし、言い返してくるタイプには見えなかったのだろう。

「それは……悪いと思ってるけど」

　けど、なんだ。まだ円香が悪いとでも言いたいのだろうか。

　いったいいつから裏切られていたのかと疑問が湧くが、思い返してみても慶太にそんな素振りは感じられなかった。

　おそらく、円香も冷静ではなかったのだろう。

　よくよく考えてみれば、結局、自分たちの終着点は別れしかない。

　慶太を責めて詰ったところで、現状が変わるわけでもない。自分が彼に対してどう答えを出すか、それだけだ。

（悔しい……けど、仕方ないじゃない）

　円香に対して罪悪感など持たれるのは迷惑だし、逆に円香のせいで浮気をしたと思われるのも御免だ。これは、慶太が選んだ行動の結果だ。

「赤ちゃん、大事にしないと許さないから。これからは浮気なんて絶対しちゃダメよ。じゃあ、お幸せに」

　綺麗さっぱり円香のことは忘れてくれればいい。

（ちょっとお人好しすぎ？　ドラマみたいに叩くくらいすればよかったかな）

　慶太から目を逸らし空を見上げると、クリスマスツリーの煌びやかな光が目に染みる。

　涙が滲んで、声が震えそうになった。

　感情的に泣いて、彼を詰ることができればよかったが、こんな時でも人の目のある場所だからと理性が働くのは、円香が教職についているからだろうか。

「帰るのか……？」

「帰る以外にどうすればいいの？」

「あの、また会えない……よな？」

「はっ？」

　思わず円香は顔をひきつらせて、これでもかというほど不機嫌さを露わにして眉を寄せる。

（会えるわけないじゃない。なに言ってるの？）

　慶太にはこれから子どもが生まれる。父親になるのではないのか。

　自分がこの男と結婚しなくてよかったと安堵すると同時に、浮気相手が心配になった。これから子どもを産み育てるのに、この人がパートナーで大丈夫なのだろうかと。

　そして、数分前まで好きだった人が、自分が思っていたよりもだいぶ〝ろくでなし〟であったことも、それに気がつかなかった自分にも腹が立った。

　円香はクリスマスツリーを一瞥すると、無言のまま慶太に背を向けた。

（悲しくないっ、悔しくない……）

　コートの前をギュッと合わせる。寒さが身に沁みる。心がズタズタに切り裂かれるような痛みで、耐えていた涙がボロボロとこぼれ落ちた。

　来た道を引き返しながら、円香はパンと音が立つほどに強く両頬を叩いた。

　白い肌は真っ赤に染まり、目の周りに施した化粧は涙のせいで剥がれ落ちているだろう。

　だが、道ゆく人はそんな円香に気づいた様子はなく、カップルも家族連れも、皆思い思いに楽しそうに歩いている。







　一年ほど前から暮らし始めた鉄筋コンクリートの十階建てのマンション。円香の部屋は六階にある。一番奥にある南向きの角部屋から二番目だ。

　もういい歳だし、そろそろ一人暮らしを考えていると直樹に話したら、隣の部屋が空いてるから来いと言われた。現在、角部屋に住む直樹の隣の部屋を借りている。

　入り口はオートロックでセキュリティーは完璧だし、建物も新しく住み心地がよかった。それに駅からそこそこ近い２ＬＤＫが七万円で借りられるのだから驚きだ。

　都心までは電車で十分。このあたりの家賃相場からしたら、相当安い。もしかして事故物件……と考えないこともなかったが、彼が円香に問題のある部屋を紹介するはずもない。昔から直樹は『お父さんか』というほどに心配性なのだ。

　そんな彼の部屋はまだ明かりがついていない。仕事から帰っていないのだろう。

「ただいま……」

　誰もいない部屋だ。「おかえり」とは返ってこない。当たり前のそれが、今日はどうしようもなく辛かった。

　シャワーを浴びて化粧を落とすと、自分の顔が鏡に映る。

　泣いたせいで頬は赤く染まり、目は腫れていた。

（ひどい顔……）

　目は小さく、鼻も低い、童顔で年相応に見られることはまずない。

　真っ直ぐに下ろされた髪は指通りがよく滑らかではあるが、よりいっそう物静かに見えてしまう。かといって、大人っぽく髪を巻いたり、染めたりするヘアスタイルは似合わないのだから、何年もストレート一択だ。




（クリスマス直前に振られるって……衝撃大きすぎる……）

　誰でもこの年齢になれば、一度は結婚を意識したことはあるだろう。

　べつに急かされているわけでもないのに、周りがチラホラ結婚し始めて、子どもの話を聞くと焦りが出てしまう。悪意なく「結婚はまだなの？」と聞いてくる年上の女性だっている。

（浮気してただろ……なんて）

　デートで夜の十時に帰るのが悪いのだろうか。それとも部屋に入れないのが悪いのか。

　円香は、過去に付きあった男性誰とも、いわゆる身体の関係を持ったことがない。

　大事に処女を守ってきたわけではないが、円香には、正直誰かと〝一線を超えたい〟という心境がわからないのだ。そもそも触れあいたいという気持ちになったことがない。

　潔癖というわけではなく、男性に求められる時点で、円香が相手をまだ好きになっていないことが多いというのがその理由だ。

　不器用なのかもしれないが、一目惚れなど都市伝説だと思っているくらいだ。

　過去に付きあった男性とは、好きという気持ちになるまで至らずに別れてしまうことが多かった。

　中には、何度か会っただけでホテルへ行こうなどと言いだした男性もいて、もちろんその場でお別れをした。

　慶太との半年の付きあいの中で、好きと思えるようになったのはここ最近のこと。結婚したいと言われて、ようやく彼と二人で過ごす将来が見えてきた。

　だからこそ、ショックは大きい。

　それに浮気を疑うなんて、直樹に対しても失礼だ。

　付きあいの長さでいったら、慶太の比ではない。直樹は円香に対して一ミリたりとも恋愛感情など抱いていないと、円香はとうの昔に知っている。

（直樹は、昔のことがあるから……いまだに私を心配してるだけなのよね）

　決して慶太を裏切ってなどいない。それでも、幼馴染みが男だというだけで人は浮気を疑うものなのだろうか。

　直接的に誘われるようなことはなかったが、旅行に行こう、などと遠回しに慶太にその手のことを匂わされたことはある。それがなにを意味しているのかわからないほど子どもではない。相応の知識だけはあった。

　だが、その時はまだ無理だった。

　どうしても慶太とそうなるイメージが湧かなかった。

　だが、先日慶太にプロポーズされた時、初めて、この人と家族になる、家族を作るんだと思えた。円香にとってセックスは快感を得るためのものではなく、子を得るための手段だったのかもしれない。

（振られちゃったよ……直樹）

　お前には頼りになる幼馴染みがいるだろ──直樹の言葉が思い浮かぶ。

　頼り甲斐のある幼馴染みには、会うたびに愚痴ばかり聞かせている気がする。おそらく今回もそうなるだろう。今年は結婚報告ができるかと思っていたのに。

（プロポーズされて、嬉しかったのにな……）

　円香との別れを名残惜しむような慶太の表情が忘れられない。気持ちはまだ円香にある、ということか。妊娠させた女性に対しては本気じゃないようなことを言っていた。

　好きでもない女性と身体を重ねられる気持ちが、円香には理解できない。

（ほんと、バカみたい……）

　まさしく急転直下。

　ベッドに寝転がって、ひたすら天井を見つめていたら、いつのまにか深夜だった。

　明日も仕事だ。眠らなければと考えれば考えるほど、眠りは訪れてはくれない。

　真っ暗な部屋で天井を見つめていると、涙が溢れてくる。

　隣に住む隣人に聞こえるとは思っていないが、周囲をはばからず子どものように声を上げて泣くことができない。

　ただ、やるせなさに涙が頬を伝い枕を濡らしていった。







一







　翌日の朝。

　円香は眠い目を擦りながら、ホットコーヒーで食パンを胃に流し込んだ。黒と白のストライプのカットソーとベージュのパンツに着替えて、髪を後ろで結んだ。

　いつもより念入りに化粧を施して、上からグレーのチェスターコートを羽織り、なんとか時間通りに家を出る。

　昨夜泣きすぎて、目が痛い。化粧で目の周りの赤みは薄くなったけれど、腫れぼったさはどうにもならなかった。

　いつもと同じ電車に揺られていると、振られたことも、結婚がなくなったことも嘘ではないかとすら思ってしまう。

　こんなに悲しいことがあったのに、円香の日常は変わらない。

　円香だけではなく、多くの社会人がそうだろう。たとえ振られたって、飼っていたペットが亡くなったって、仕事を辞めるわけにはいかないし、生活がある。

　ただ、しばらくは結婚情報雑誌など目にしたくもない。

　五駅先で降りて、混雑する駅中を通り住宅街を抜けた。

　駅から仕事場まではバスが出ているが、バスの混雑っぷりは憂鬱さが増長するほどひどいもので、歩くのが嫌いではない円香は少し早めに家を出て、いつも歩いて職場に向かっている。

　時刻はまだ朝の七時台だ。

　途中でゴミ捨てのため外に出ている主婦や、犬の散歩に出かけている老夫婦とすれ違った。

　大きな道路にでると車の数も増えてきて、知った顔ぶれが道を歩いている。

「おはようございます。平ひら沢さわ先生」

　後ろから声をかけると、振り返った男性が人好きのする柔和な笑みを浮かべて足を止めた。

「ああ、おはようございます。奈木先生」

　円香は私立の小学校で教員として働いている。

　平沢は三十台前半の男性で、今年の四月に別の私立から転職で赴任してきた教員だ。まだ担任は持っていないが、体育を担当していて、まるで体操のお兄さんのように親しみやすい人柄だからか子どもたちからの人気が高かった。

「ちょっと目が赤いですね。寝不足ですか？」

　平沢はよく人の変化に気がつく。悪気はなく心配しての言葉だとわかっているから、円香は道すがら考えてきた言い訳をそのまま口に出した。

「目が痒くて擦りすぎちゃって……花粉ですかね」

「あぁ、一年中なんらかの花粉は飛んでるって言いますもんねぇ。ひどいようなら病院に行った方がいいんじゃないですか？」

「そうですね。ありがとうございます」

　円香が笑みを浮かべると、平沢は照れたように頭を掻いた。

　学校に着いて、平沢とは男女別の更衣室前で別れる。円香はロッカーに鞄を置いて、ヒールのないサンダルに履き替えた。

　女性教諭に人気なのはなんといってもナースシューズだ。履きやすい、歩きやすい、走りやすい、この三点揃った靴がなければ教員はやっていられない。

　ヒールで授業なんて、授業参観の保護者たちの前でだけ。

　小学校の教諭は〝勉強を教える〟のが本来の仕事だが、ほとんど肉体労働に近い。立ちっぱなしでいる時間が長く、授業と授業の休み時間が短いため、座ることができるのは、子どもたちが選択授業で教室にいない間と下校後の十六時過ぎだ。

　体育の授業では校庭の砂埃を全身に浴びるし、街探検では重い荷物を背負って三キロ以上歩くこともある。

　大変な仕事だが、子どもたちは可愛いし、卒業を見送り中学部に上がるのを毎年見ていると、この仕事をしていてよかったと思う。

（自分の子どもと会えるのはいつになることやら……）

　あまりに自虐的すぎて苦笑が漏れる。まだ二十九歳、もう二十九歳。自分ではまだまだ若いと思っていても、独身者は後輩ばかり。

　昨日から今日にかけてのため息の数は、百回を超えるのではないだろうか。

（お酒でも飲んで、忘れるしかないか……あぁ、そうだ、直樹に連絡してみようかな）

　幸い今日は金曜日。仕事終わりにでも幼馴染みでも誘って、憂さ晴らしも兼ねて飲もう、と自分の中で予定を立てた。

　恋人と別れたから、気の置けない幼馴染みとも二人だけで飲める、などと強引にテンションを上げようとしても、すぐに昨日のことを思い出し、円香はまたため息を漏らす。







　その日、円香が家に帰り着いたのは十九時過ぎのことだ。

　残念ながら隣に住む幼馴染みは今日も忙しいらしく、まだ連絡がつかない。

　円香は部屋着に着替えて、買ってきたビールのプルトップを開けた。そのまま半分ほど飲み干して、ブルリと身を震わせる。

（キンッとする……寒い……っ）

　電気代を気にせず、暖房をガンガンかければ美味しく飲めそうだが、それより日本酒の方が身体を温められそうだ。

　円香はキッチンに立つと、熱燗を作るべく鍋に湯を沸かす。つまみは買ってきた唐揚げと枝豆だ。

（直樹は、相変わらず忙しそうね……あーあ、今日は一人でいたくなかったのになぁ）

　円香は酒に強い方ではないが、毎晩飲みたいと思ってしまうくらいは好きだ。家には日本酒の一升瓶が置いてある。

　しかし、いつだったか直樹に酒癖がよくないと指摘され、それ以来、一人、もしくは彼以外の人とは飲まないようにしていた。「俺以外の男の前では絶対に飲むな」と直樹が言うほどだから相当なのだろう。

　相手が直樹だったからまだいいものの、仕事関係者だったらと考えただけでも恐ろしい。外では飲まないようにしようと心に決めた。

　酒癖がよくないと言われても、いったいなにをしてしまったのか、円香にはまったく記憶がない。記憶がないのが問題だと言われればそれまでだが、自分のしでかしたことを教えてと言ったら、直樹は眉を顰め不機嫌になった。

　そんな彼の表情を見ると、それほどの失態を犯してしまったのかと青くなるばかりだ。それでも幼馴染みの面倒を見てくれる彼に感謝し、一年に片手で数えられる回数だが、晩酌に付きあってもらっている。

　ペースに気をつけていたが、今日、酒の進みが早いのは致し方ないだろう。酔っ払ってるな、と気づいた時には何杯目かわからなくなっていた。

　もう帰って二時間は経つが、スマートフォンを見ても、直樹からの連絡はまだない。

（なにやってるのよ……あ、仕事か……そりゃそうだ……忙しいよね）

　大学を卒業してから、直樹は一人暮らしを始め、円香は実家と離れてしまい、なかなか会うことは叶わなかった。

　小さい頃から一緒にいた相手と離れるのは寂しく、隣に暮らしてからなら時間が取れるかと思いきや、彼はほとんど家にいないという有様だ。

（神かみ城しろ先生といえば……小中高生どころか、大学生も憧れる存在だし）

　直樹は進学塾で講師として働いている。

　講師としてだけではなく、教育番組や、朝の情報番組などでもコメンテーターとしてテレビ出演することもあり、実は顔の知られた有名人だ。

　最近はテレビの仕事を控えているのか目にすることはなかったが、忙しいのは以前と変わらないのか滅多に会えなかった。

　顔を合わせることはなくても、テレビの中で直樹の姿を見つけると、頑張ってるんだなと勝手に元気をもらっていたのだが。

　徳利の中はすでに空で、円香は一升瓶から直接ぐい呑に日本酒を注いだ。寒いと思っていたが、身体はすでにポカポカと温かい。アルコール度数が高いからだろう。一口飲むたびに、指先にまで熱が浸透していくような感覚がする。

　おそらく明日は二日酔いだろうけど、どうせならまた記憶をなくしてしまいたかった。

　結婚のことも、恋人のことも、振られたことも忘れたい。浮気されて、彼女が妊娠したなんてことももちろん記憶にありません、となればいい。

　朝起きたら、慶太の存在そのものを忘れられたら……。しかしそんなこと、叶うはずもないが。

　円香は、酒器の中で透明に揺れる酒を一気に飲み干した。ぼんやりと酩酊していく。忘れたいのに、思い浮かべるのは別れた彼のことばかり。

（エッチしなかったから、浮気されたの？）

　そこまで処女を大事にしてきたつもりはない。セックス自体に興味はなかったが、この人、と思える人がいれば、円香としては拒絶するつもりもなかった。

　先週プロポーズを受けて、慶太となら、やっとそう思えたところだったのに。

（エッチしたらよかったのかな……）

　円香は堅すぎるのだろうか。

　たとえば身体からの関係で付きあいを始めたら……そう考えて、自分には無理そうだと首を振る。そもそもよく知らない人とセックスなんて、できるはずもない。

　高校時代に告白された相手とは、数年かけて友人のまま。相手に彼女ができて終わった。セックスどころか、彼とは手すら繋がなかったように思う。

「あっつ……次はビールにしようかな」

　冷蔵庫から缶ビールを取りだして、グッと一気に飲み干すと、許容量を超えたアルコールに頭が揺れた。

　テーブルに置いたスマートフォンが振動音を立てなければ、そのまま伏せて眠っていたかもしれない。テーブルに頭を横たえながら電話を取ると、声の主は聞きなれた人のものだった。

『悪い、スマホしまってて気がつかなかった』

　いつものごとく素っ気ない口調だが、直樹の声には円香を心配するような気配が混じっていた。

「はぁ、直樹かぁ。そりゃそうだよね。私の心配するのなんて、直樹ぐらいだし。なに期待してんだろ……私、バカなんじゃないの。も、やだ……っ」

　もしかしたら慶太かもと、期待してしまった自分が嫌で嫌で仕方がない。

　ひどく裏切られても尚、まだ彼からの電話を待ってしまっている。

　振られたなんてやはり嘘だったと、思いたかった。

『酔ってるな、お前。なにかあったのか？　遅くなったけど、今からでいいなら付きあうけど』

　酔った円香の言葉にも動じずに、直樹は淡々と話を続けた。不機嫌そうな声色だが、彼が心底心配している時はこういう声なのだと円香は知っている。

「今直樹に会ったら、愚痴ばっかだよ、きっと」

『お前がそこまで飲んだくれてるのは大抵ストレスマックスの時だろ。一人にしておくほうが心配だ』

「でも、寝ちゃいそう」

『眠いなら寝ろよ』

「う～やっぱり聞いて。一人でいたくない」

『わかった。今行くから玄関の鍵、開けといて』

「うん」

　電話を切って、玄関に鍵を開けにいくのと、ちょうど廊下から音が聞こえてきたのは同時だった。外からドアが開けられて、直樹が顔を出した。

「目が据わってるぞ、お前。相当飲んだな。まぁいいや、とりあえず寒い」

　ドアの隙間から入ってくる冷気に、円香は身を震わせた。直樹も寒かったのか、円香を押し除けて部屋に入ってくる。

　一八〇を超える長身だからか、彼が来ると２ＬＤＫの部屋がものすごく狭く感じる。

　直樹は、テレビで観る時にはきっちりとワックスで固めている黒髪を無造作に崩していた。髪もわずかに濡れているから、風呂から出たばかりだったのかもしれない。スウェットに黒のジップアップパーカーという出立で、すでに寝るところだったと窺える。

「ごめん。寝るところだったら来てくれなくてよかったのに……放っておいてくれても」

「明日は休みだから問題ない」

　見慣れた彼の外見をかっこいいだとかはあまり思わないが、女性から騒がれる美しい顔をしているとは思う。くどくない程度に彫りが深く、すべてのパーツが完璧な配置で並んでいて、目立つ容姿だ。

　そう筋肉質というわけではないが、がっしりとした体格をしていて長身のため、それだけで圧倒的な存在感がある。

　テレビの中の彼は、ブランドスーツを着こなし派手な色のネクタイを締めていたが、円香は彼が中学の頃よく着ていたＴシャツにチノパンといった格好の方が強く記憶に残っていた。

　それに、教育番組などで笑みを浮かべながら丁寧な口調で話す直樹は、別人みたいだ。表情を変えず素っ気ない話し方をしている方が、よほど彼らしい。

　直樹とは家が近かったため、小学校から毎朝一緒に学校へ行っていた。

　付かず離れず、という言葉が一番しっくりくるだろうか。

　私立のエスカレーター式の学校で、高校まではずっと一緒。直樹は外部の大学を受験し離れたものの、付きあいは細く長く途切れることなく続いている。

　部屋に入った直樹は、自分の分のぐい呑を食器棚から取ってくると、手酌で日本酒を注いだ。日本酒をグッと煽って飲み干した直樹の口から、疲れたような息が漏れた。

「ごめんね、こんな時間に」

「いいって言っただろ。どうせ隣なんだし」

　話を聞いてほしくてつい呼びだしてしまったが、忙しかったのではないだろうか。円香が家に帰る時間、隣の部屋に明かりが灯っていることはまずない。

　円香からの連絡を寝る間際にしか見ることができないくらい、慌ただしい生活をしているのだ。申し訳ないと思いながらも、直樹のいつもと変わらない優しさがありがたい。

「ご飯食べた？　冷蔵庫の中に昨日の残りがあるよ」

「ああ、サンキュ。お前は座ってろ、自分でやるから」

　円香が立ち上がろうとするのを手で制して、直樹が冷蔵庫を開けた。勝手知ったる手付きで煮物を電子レンジで温め、戻ってきた彼はテーブルの唐揚げもつまみ始める。

　円香がぐい呑に手を伸ばそうとすると、キッチンから持ってきたのか水の入ったグラスを口に押し当てられた。

「お前はこっち。いくらなんでも飲み過ぎだ」

「うぅ……まだ飲み足りないけど……まぁ、いいや」

　背中を腕で支えられて、グラスを口に押し当てられる。

　酒を飲みすぎてだいぶ喉が渇いていたのか、冷たい水が美味しかった。水が喉元を通った感覚が、朦朧とした頭をいくばくかハッキリさせてくれた。

　勢い余ってグラスを傾けてしまったのか、唇の端から水がこぼれて顎を濡らす。

　急に直樹の顔が近づいてきて「なに？」と首を傾げると、指で口元を拭われた。

「ちょっと、子どもじゃないんだから」

「子どもの方がマシだ。この酔っぱらい」

「酔わなきゃやってらんなかったの」

「酔いが覚めるまでおとなしくしとけ。食いにくい」

　ラグの上に座っている身体がグラグラと揺れる。後ろに倒れそうになると、腰に筋肉質で硬い腕が回り、身体を支えられた。

　自分ではとても力が入れられなくて、直樹にもたれかかるような体勢になってしまう。

「覚えておけよ」

「なにを？」

　円香の問いには答えずに、頭をぐしゃぐしゃに撫でられた。

「言ったところで、どうせ明日には記憶にないからな、お前」

　直樹の言葉の意味が理解できない。まぁ、どうでもいいかと、テーブルに伏せて寝ようとすると、今度は冷たいグラスが頬に押し当てられた。

「つめたっ」

　ビクリと肩を揺らして、伏せかけた身体を起こす。

　せっかく、もう少しで眠れるところだったのに。

「寝るなよ」

「あっ、ねぇ……明日二十四日、クリスマイヴだよ、どうするって相談したかったんだ」

　円香は閉じそうになるまぶたを擦りながら口を開く。

　毎年、クリスマスイヴだけは直樹と過ごしていた。

　小学生の頃、二十四日は毎年家族でクリスマス会を開く習慣があって、その延長で止め時をなくした結果であるのだが、そう頻繁に会わなくなってからは、近況報告会として恒例行事と化している。

　どちらかに恋人がいたとしても、イヴだけは空けていた。そうでもしないと、本当に忙しいこの幼馴染みとは滅多に会えなくなってしまうのだ。

「ああ、そうだな。べつにいつも通りでいいだろ。つか、もう今日だし」

「ケーキとシャンパン買わなきゃ」

「これだけ飲んで、明日シャンパンも飲むのかよ。どうせ二日酔いでお前動けないと思うぞ？」

「じゃあ、シャンパンは諦める」

「ケーキは食うのか……そういえばお前、彼氏いたよな？　今さらだけど、この時間に俺が部屋にいるのはまずくないか？」

「だから聞いてって言ったじゃない。別れたの……っていうか、振られた」

　ジワリと涙が滲んでくる。直樹はなにを言うこともなく、円香の髪を撫でた。

　迷惑をかけて申し訳ないと思うのに、今日ばかりは直樹がそばにいてくれることが嬉しい。辛いことがあると、ただ黙って話を聞いてくれる。そんな幼馴染みの存在は貴重だ。

　せっかくクリスマスイヴの話で気を逸らそうと思っていたのに。

　忘れていた悲しみが押し寄せてきて、ツンと鼻の奥が熱くなり、目に浮かんだ涙が頬を伝う。

　直樹がそばにいると気が緩んでしまう。

　涙が次から次へと溢れてきて、ぐしゃぐしゃになった顔を向けると、直樹は背中から腕を回して身体を引き寄せてくる。

「なんで……っ、うまくいかないんだろう」

「男を見る目がないからだろ」

　呆れた口調で言われても、その見る目がどうしたら身につくのか、円香にはまったくわからない。

「だって、結婚しようって言ってくれたのに……ほかの女性を妊娠させたって言われたら、私が身を引くしかないじゃない」

「結婚、するつもりだったのか」

「うん。先週、プロポーズされた」

　円香を裏切った上で、浮気相手の女性を妊娠させていたなんて思いもしなかったのだ。

「そんな男と結婚しなくてよかったって思えよ」

「そう思ったよ！　でも……好きな気持ちが急になくなるわけじゃないでしょ」

「そうだろうな。浮気されたからって、そんな簡単に忘れられたら苦労しないな」

　ますます泣きたくなる。結婚してから浮気相手に子どもができたと判明するより、傷は浅い。そう思ったところで、悲しみや悔しさがなくなるわけじゃない。

「男の人ってみんなそうなの？　ねぇ、直樹も？　恋人何人かいたよね？　二股掛けたことある？」

　やれない女性よりも、やれる女性を選ぶのだろうか。

　身体の関係がなかったら、恋人とは言えないものなのか。直樹も付きあった女性に対してはそうだったら、なんか嫌だ。

（私、昔は……直樹に片思いしてたからなぁ……）

　チリチリと焼きつくように胸が痛む。もうとっくに忘れたはずの恋心を思い出してしまうのは、円香がどん底まで落ち込んでいるからだろう。

「あるわけないだろ。そんな男と一緒にすんな」

　悩む間もなく返された直樹の言葉に肩の力が抜ける。自分が一番よく知る尊敬する幼馴染みが、二股などかけるわけがないと言う。

　直樹のような実直な人だって、きっといるはずだ。

（べつに、すぐ結婚できなくてもいいか……）

　まるで慶太との出会いが最後であるかのように思っていたが、結婚は三十代だって四十代だっていい。この辛さも時間が経てばきっと忘れられる。

「そういえば、直樹は、今好きな人いないの？」

　年に数回しか会わなくとも、何人か付きあった人がいるのは知っている。

　いつも聞いてもらうばかりだから、たまには直樹からも頼られたい。そう思って話を向けるが、いつも彼の口は重い。

「どうだろうな。でも、俺はお前よりよっぽど報われねぇよ」

「もしかして、片思いとか？」

「最近は、好きなんだかどうかわからなくなってきたけどな」

「直樹を振る女の子なんて絶対いないでしょ。さっさと告白すればいいのに」

「だから好きかどうかわからないって言ってんだろ。それに、相手は俺のことなんとも思ってないしな」

　直樹はそれだけ言うと、この会話は終わりだとばかりにぐい呑を傾けた。なんだか、いつもこんな調子でのらりくらりと躱されてしまう。

「ふぅん」

　好きかどうかわからない、なんてことがあるのだろうか。自分の気持ちなのに。

　直樹は自分の恋愛についてまったくと言っていいほど語らない。恋人の有無を聞き出すのも苦労するくらいだ。昔、後輩の塾講師と付きあっていた、くらいしか聞いたことがない。

　円香はなんでも直樹には話してきたから不公平な気もするが、直樹に「男はそんなもんだ」と言われたら納得するしかない。

　円香の前ではあまりに淡々としていて、恋人に対しても同じなのかと心配になるほどだ。恋人にだけは甘い態度で接していると言われても、すでに身内になっている直樹のそういった場面は想像がつかないが。

　見た目で騒がれることが多いし、慣れた相手には素っ気ないけれど、直樹は面倒見がよくて優しい人だ。心配ばかりかけている円香がいうのもなんだが、直樹には幸せになってほしい。

（昔、直樹に助けてもらったから、今度は私が助けてあげられたらいいけど）

　誰にも言えなくて、苦しくて、辛かった時、直樹だけはそばにいてくれた。彼は円香にとって大事な幼馴染みだ。

　だから、もし困っていることがあれば力になりたいし、円香を必要としてほしい。







　中学二年の春。

　初めはなんとなく違和感を覚えた程度だ。

　もともと友達は多くないし、席に一人で座っていることも珍しくはないのだが、どことなく周囲の視線が冷たく感じた。

　数日経ち、いよいよその違和感が決定的になってきた。

　移動教室の時、いつも一緒に行っていた友達が先に行ってしまっていたり、体育で二人ずつ組を作るようにと言われて、いつもいるグループの子に目を逸らされたり。

（私、なにかした……？）

　示し合わせたわけではなくとも、中学に上がると外部入学組と内部入学組で自然と分かれる。円香は内部入学組の輪の中にいた。といっても、たとえば円香がいなかったとして気づいてもらえるかどうかの自信はないが。

　それなりにみんなとは仲良くしていたはずだった。

　体操着から制服に着替え終わり、円香が更衣室を出ようとすると、ちょうど後ろにいた外部入学組の派手な外見をした女子が聞こえるか聞こえないか、という声で呟いた。

「幼馴染みだからって、近過ぎじゃん。身の程を弁えろよ」

「え……？」

　自分に言われたのか、べつの人との会話なのかはとっさに判断はつかなかった。だが、彼女の言葉を噛み砕くと、おそらく円香に当てつけた言葉だろうと察せられる。

（幼馴染みって……直樹のこと？）

　小学校時代の直樹は、一人で本を読んでいるような子どもだった。頭が良くて成績は常にトップ。スポーツもできたが騒がれている印象はなかった。むしろ、無口で近寄りがたい面があり、クラスの女子からは遠巻きにされていたように記憶している。

　円香は昔から勉強が苦手だ。成績はあまり良くはなく、困った親が直樹の親に頼んでくれたため、小学校の頃から勉強をよく教えてもらっている。登下校も一緒だから、自然と話すことは多かった。

　直樹の身長は、中学二年に上がり急激に伸びた。子どもっぽさが抜けて、声も低くなり、円香から見ても別人──まるで大人の男の人みたいだった。

（そんなにカッコいいかな……？）

　外見が変わっても、円香にとって直樹は幼馴染みで、なにかが変わるわけではなかった。小さい頃からよく知っている分、見た目が変わったとしても、騒ぎ立てるほどではない。

　だが、周囲は違った。内部の子は直樹の変貌にそこまで騒がなかったが、半数以上いる中学からの外部入学の女子たちは派手なタイプで、クラスのアイドルであるかのように直樹に熱い視線を向けていた。

　そして、外部入学の女子たちが円香に話しかけてくるようになった。

　だが、円香に好意的な視線を向けながらも、その目の奥は笑っていなかった。彼女たちは、直樹との繋がりが欲しいのだ。遊びに誘われ「神城くんも誘って」と頼まれた。

　それを断ると、恋に浮かれた女子たちは、どうやら円香を敵として認定したようだ。強い者に倣え、という雰囲気は内部入学の子たちにも広がり、円香は次第に孤立していった。

　面と向かってなにかを言われることはないが、通り過ぎ様に「ブス」と言われたり「学校に来るな」と言われるのは毎日だ。

　仲良くしていた子たちも手のひらを返したように、円香から離れていった。

　誰かの視線を感じるたびに、またなにか言われているのかもと、休み時間に顔を上げることができなくなった。

　朝起きるのが苦痛になり、夜眠るのが怖くなった。

　一人になると涙が堪えきれなくなって、毎日枕に顔を埋めて、声を殺して泣いた。

　学校でそんな目に遭っていることを、親には知られたくなくて、重い身体を引きずるようにして学校に行った。

　辛かったし、悔しかったし、悲しかった。「私がなにをしたの」と叫びたかった。

　それを〝イジメ〟と呼ぶのかは円香にはわからない。無視をされているわけではない。用があって話さなければならない時は、皆、普通の顔をして話す。物を隠されたり、壊されたりすることもない。表向きはなにもなかった。

「ねぇ、奈木さん。ちょっと話があるんだけど」

　ある日、小学校の時仲が良かった女子生徒が近づいてきた。

　正義感の強そうな彼女は、案じるような顔をして円香を人気のない廊下に呼びだした。

「なに？」

「あのね、クラスのグループメッセージで、こういうの回ってる。知っておいた方がいいかなって思って。ひどいよね」

　円香が見たのは、彼女のスマートフォンのグループメッセージだ。クラスメイトのほとんどがグループになっているようだが、円香は知らなかったし、誘われてもいない。

（なに、これ……）

　得体の知れない恐怖に足が竦みそうになる。

　グループメッセージは、特定の誰かへの悪意のあるメッセージばかりだった。それをわざわざ、その誰か──円香に彼女は知らせてくれたのである。

「『神城くんには似合わない』とか『近づくな、ブス』とか、みんなひどいこと言ってる。特に神城くんに告白して振られた人たちは、奈木さんが近くにいるからだって恨んでるみたい。家も近所だし、幼馴染みだって私は知ってるけどさ、ちょっと神城くんと距離置いた方がいいかもしれないよ？」

　円香はグッと唇を噛み締める。

　その『みんな』の中にあなたは入っていないの？　と喉まで出かかった。

「うん……ありがとう」

　どういたしまして、と言って彼女は足取り軽く去っていった。言いたいことが言えて満足したのだろう。助けてやった、とでも思っているのかもしれない。

　円香に知らせて、いったいどうしろというのか。どうして「知っておいた方がいい」のか理解できない。知らなくて済むなら知りたくはなかった。

　内臓が全部絞り取られるような苦しさに襲われる。口元を押さえて、トイレに駆け込んで吐いた。とてもクラスには戻れなくて保健室に駆け込むと、円香の顔色の悪さを心配した保健医がベッドで休ませてくれた。

　真っ白いカーテンに覆われて、保健医が担任に伝えるため部屋を出ると、堰を切ったように涙が溢れでた。

「うぅ……っ、いや……もう、いやっ」

　悪意の塊に触れて、心が壊れてしまいそうだった。

　頑張ることに疲れてしまった。

　その日の放課後。

　クラスメイトが帰った教室で、円香はぼんやりと窓の外を見ていた。

「円香？　まだいたのか？」

　生徒会の用事があったのだろう。

　薄暗い教室に入ってきた直樹は、円香が座る席までやってきて「どうかしたか？」と顔を覗き込んでくる。

「直樹……私、もう、学校来たくない」

　それだけ言うのがやっとだった。

　泣きはらした目をしている円香に、保健医も「なにかあったのか」と心配そうに聞いてくれたけれど、結局相談することはできなかった。

　直樹もまた、円香が最近元気がないと気づいていたのだろう。黙って先を促してくる。一度は止まっていた涙がふたたび溢れて、頬を濡らす。

　誰かに話すのは怖かった。

　殴られたり、物を隠されたりしてるわけではない。「そんなことで？」と言われたら、心が折れてしまいそうだった。我慢していたけれど、少しずつ円香の心は磨耗していったのだ。

「なにがあった？」

　円香は言えないと首を振った。直樹のそばにいることで悪く言われるなんて、言えるはずもない。だが、直樹はすでに女子たちの行いを知っていたようだ。

「俺がいる。円香の一番の理解者になる。友達にも。それじゃ、足りないか？　お前の悪口言うような女子と友達になりたい？」

「……っ」

　知っていたのだ。それも当然か。きっと彼女たちは、親切そうな顔をして円香のあることないことを直樹に吹き込んだに違いない。

「大丈夫。ちゃんと守るから」

　直樹の腕が円香の肩に回り、身体を引き寄せられる。

　去年までは同じ高さだった目線がもう合わない。円香の目の前には、直樹のブレザーのネクタイがあった。

「な、おき……？」

　抱きしめられていると気づいた時には、彼の身体は離れていた。

　心臓がバクバクと壊れてしまいそうなほど大きな音を立てる。幼馴染みとしか思っていなかった直樹が、急に男の人になってしまったような気がした。

　どうしようもなく落ち着かなくて、背中や顔がジットリと汗ばんでくる。驚きすぎて涙も止まったくらいだ。

　なんでも話せる幼馴染みの男の子だったはずなのに、今までどうやって彼に接していたかわからなくなった。

　直樹の前でこれほど緊張するなんておかしい。見上げると、自分とは明らかに違う喉仏が目に入る。肩幅も、自分の父親くらいにはある。

（直樹は、男の人、なんだ……）

　そんな当たり前のことに、やっと今気がついた。円香を心配して守ろうとしてくれる、兄のような存在だとずっと思っていた。

（直樹がいてくれるなら、ほかの友達なんていらない。直樹だけがいい）

　円香は、自分の中に初めて芽生えた独占欲に困惑した。

　自分がクラスの女子たちに嫌悪される理由にやっと思い至った。

　どうして彼女たちが円香を邪魔だと思っていたのか。『ただの幼馴染み』が恋人でもないのに、我が物顔で隣にいたら腹立たしいだろう。

　他人を蔑み自分が優位に立とうとする姿勢は許容できないが、努力もせず直樹の隣に立つ権利を手にする円香を、狡いと思うのは当然なのかもしれない。

（私、直樹が好きなんだ……）

　直樹は、守りたいと言った。

　もしかしたら、直樹も同じように円香を想ってくれているのではないだろうか。

「円香、俺がいるから」

　涙に濡れたままの顔を上げると、円香以上に泣きそうな顔をした直樹が、悔しそうに顔を歪めていた。

「ごめんな、俺のせいで」

「なんでっ？　直樹のせいじゃない！」

　それは違うと、円香は首を振った。直樹が自分を責める必要などない。どうすればよかったかなんて円香にもわからないが、そんなことで直樹が傷つく方が嫌だ。

　狡いかもしれないが、今は彼の優しさに甘えてしまいたい。円香はもう一人でいることに限界を感じていた。

　友達なんていなくていい。直樹がそばにいてくれるなら、まだ、もう少しは頑張れそうだ。

「俺を頼ればいい」

　学校になんて行きたくない。誰も彼もが自分を悪く言っているようで疑心暗鬼に陥ってしまうから。けれど円香が学校を休めば、きっと優しい彼は傷つく。

「うん、ごめん」

「頼むから、謝るな」

　憮然とした表情でそう言われて、円香は泣き笑いのような顔で頷いた。

　毎朝、家を出るのは憂鬱だったけれど、直樹は本当に言葉通り悪意から円香を守ってくれた。

　休み時間も放課後も、円香が一人にならないようにしてくれた。

　好きな気持ちは、日を追うごとに膨れ上がっていった。自分たちの関係はなにも変わらなかったが、直樹といられるならそれでいい。

　直樹は、勉強が苦手な円香のために、試験前は図書館で勉強を教えてくれた。

　いつからか、ついていけなくなった中学の数学も、直樹が教えてくれれば教師よりもよほど丁寧でわかりやすかった。数学の教師が直樹だったら、そもそも勉強嫌いにならなかったかもしれない、そう思うほどに。

　必死に問題に向かっている間は嫌なことを忘れられた。

　わからない問題が解けた時の爽快さが癖になり、円香はフラストレーションを勉強にぶつけた。

　だが、周囲に見せつけるように二人がそばにいるようになったことが、一部の女子たちの感情をより逆撫したらしく、面と向かって悪し様に言われることも増えた。

　直樹と円香が付きあいだしたという噂もあったらしいが、実際高等部に上がっても、自分たちの関係はなに一つ変わらなかった。

　ある日。クラスの派手な女子生徒と直樹が、二人で空いている教室に入っていくのが見えた。告白だろうとわかっていたし、覗くつもりもなかったのに、直樹が彼女に対してなんと応えるのか気になって仕方がない。

　彼女は読者モデルをやっていて、自分に自信のあるタイプだった。今まで直樹は告白をすべて断っているようだったが、もしかしたら美人には弱いかもしれない、そんな不安が頭を過る。

「神城くんが好きなの」

　扉一枚隔てた廊下で、円香は耳を澄ませた。小さくはあったが、なんとか声は聞き取れた。

「ありがとう。でも、誰とも付きあうつもりはないから」

「どうして？　奈木さんは、ただの幼馴染みなんでしょ？」

「そうだけど」

「じゃあなんでいつも二人でいるのっ？」

　不満を露わに彼女が言った。顔は見えなかったが、彼女の言葉の中には焦りが見える。円香は安堵の息をついた。

　やはり、直樹も同じ気持ちでいてくれたのだろうか。

　だから、誰から告白されても断っているのだろうか。

　どうしようもなく胸が高鳴る。期待してしまうのは仕方のないことだ。

「円香は関係ない」

「本当はあの子が好きなんじゃないの？　だから、誰からの告白もＯＫしないの？　神城くんには相応しくないよ。全然似合わないっ！」

　似合わない、と誰もがそう思っているのはわかっていた。

　直樹は、周囲が見惚れるほどの容姿をしているし、常に学年トップの成績を収め、生徒会長として教師陣からの信頼も厚い。

　対して円香は、彼の幼馴染みという位置にいる以外なんの取り柄もない。成績だけは上がっているが、それだってもとを正せば直樹のおかげだ。

　たしかに、直樹の隣には彼女のような美人が似合うかもしれない。せめて円香がもっと美人だったならば、それこそ『神城くんには似合わない』『ただの幼馴染みのくせに』などと言われていなかっただろう。

　けれど、直樹の一番近い場所にいるのは円香だ。小さい頃から知っているし、彼だって憎からず思ってくれているはず。

　だが、彼の言葉で、それはただの思い上がりであったと知る。

「もういい加減にしてくれよ！」

「だってみんなそう言ってるもん！」

「だから、円香のことは好きでもなんでもない！　そう言ってるだろっ！」

　彼が感情を乱すのは珍しい。

　それほど、円香と付きあっていると思われるのが嫌だったのだろうか。

　足元が崩れて、真っ逆さまに落ちていくような感覚にめまいがする。

（ああ、そっか。罪悪感だ）

　直樹がそばにいてくれるのは、自分のせいで円香が悪く言われているという罪悪感があるからだ。

　幼馴染みとして大切には思ってくれているのだろう。けれど、勘違いしてはいけない。それは決して恋愛感情からくるものではない。

（なにを……期待してたんだろ……）

　身体の中で膨れ上がった感情が、一気に冷めていく。

　勝手に盛り上がって期待した。自分を守ってくれる、彼の隣に立つ自分に優越感さえ抱いていた。それが恥ずかしくて、とても平静ではいられなかった。

　円香はその場から逃げだすように走って帰り、自宅の布団に包まって声を潜めて泣いた。

「う……っ、ふ、えっ」

　恋心に気づくのに何年もかかった。それなのに、失うのは一瞬だ。

　告白すらしていない。円香が直樹に対して恋心を抱いていることも知らない。

　でも、それでいい。

　この思慕を知られなければ、円香はずっと直樹の幼馴染みでいられる。家族のような近さでそばにいられる。

　彼に抱きしめられる望みは二度と叶わなくとも、この先ずっとそばにいられるのなら構わない。いずれは忘れられるだろう。

　翌日からも、表面上は変わらないように接した。

　直樹は忙しく、そうそう円香に構ってばかりもいられないから、ちょうどよかった。必要以上に直樹のそばにいるのをやめて、少し距離を置いたのだ。

　直樹はおかしな顔をしていたが、「付きあってるなんて噂になるのは嫌だから」と言うと、納得してくれた。

　すると、二人が別れたらしい、などと噂になるのだからおかしいものだ。

　付きあってさえいないのに。

　円香を標的にしていた彼女たちは、すっかり飽きたのか、いつのまにかなにも言わなくなった。まるでなにもなかったことのように、円香に笑いかけてくる。直樹もそれを知って幾ばくか安心したらしい。以前ほどにはそばにいないようになった。

　しばらくして、同学年の男子に告白された。

　ずっと直樹と付きあっていると思っていたから、好きだと言えなかった。よかったら付きあってほしいと。

　好きになれるかはわからないと答えた。それでよかったら、友達になってほしいとも。

　円香に彼氏ができたと、瞬く間に噂になった。

　本当は彼氏ではなかったし、結局、高校在学中に付きあうまでもいかなかったのだが、彼は優しく、高校に入ってから初めてできる友達でもあったのだ。

　直樹は噂の真偽を確かめようともせず、円香に彼氏ができたと知っても、顔色一つ変えなかった。

　そんな直樹を見て、先走って告白などしなくてよかったと心底思ったのだ。







　円香は、すぐ横に座る直樹を見つめる。

　疼くような胸の痛みは年々小さくなり、三十近くなった今では、正しい幼馴染みの位置にいる。

　円香が辛い時、心を救ってくれたのは間違いなく直樹だ。

　失恋はしたけれど、今となっては、いい思い出だ。

　彼は、円香にとって大事な幼馴染みだ。いつも助けられてばかりだったから、もし、直樹が困っているのなら力になりたい。

（それが、今なんじゃないの……？）

　直樹に好きな人がいるなんて、辛い片思いをしているなんて思わなかった。

　円香になにができるかと言われたら、それこそ話を聞いてあげるくらいしかできないけれど。

　仕事の愚痴や、恋人とのあれこれ。いつも円香ばかりが話を聞いてもらっている。たまには、直樹にも吐きださせてあげた方がいいかもしれない。

　今日は互いに慰めて、褒めあえばいい。

　円香は、直樹のいいところなら一時間あっても足りないくらい語り尽くせる自信がある。女目線で、彼女にどう接したらいいか助言もできるかもしれない。

　うん、と一つ頷くと、円香は決意を胸に口を開いた。

「じゃあ、私が報われない直樹くんのこと慰めてあげるから。直樹も……私のこと、慰めて」

　円香が思いつくままに言葉を発すると、驚愕に満ちた目が向けられる。

　直樹の喉仏が上下に動いた。

　一息置いて、真意を計りかねるといった様子で、彼の口からゆっくりと言葉が紡がれた。

「円香。ちゃんと意味……わかって言ってるか？」

「わかってるよ？　なんで？」

　首を傾げて目を瞬かせる。どうして彼が眉根を寄せているかが理解できない。

　せっかく慰めてあげようと思ったのに、と拗ねた面持ちで尋ねると、チッと短く舌打ちが聞こえた。彼が苛立つのは珍しい。

「へぇ……意味わかってんならいいよ。慰めてやる」

　低く淡々とした声が聞こえた。

　眉を寄せた直樹は、円香を睨むように真っ直ぐに見つめてくる。

「直樹……？」

　急に手を引かれて、ふらつく身体を抱き寄せられる。そういえば、円香が学校に行きたくないと泣いた時に、直樹は円香を抱きしめてきた。彼にとっては慰めるとはこういう意味なのかもしれない。

　躊躇したのは一瞬だった。円香も直樹の背中に腕を回して、ポンポンと軽く背中を叩く。

　迷うように浮いていた直樹の手が腰に回り、グッと腕に力が込められると、ますます密着度が増した。円香の胸が彼の硬い胸板にあたり、無性に落ち着かなくなる。

（なんか……ドキドキするんですけど……）

　自分たちの間に今までにない空気が広がっている気がする。なにかがおかしい、と頭を捻るが、酩酊状態ではうまく考えが及ばない。

　直樹が、円香の手を掴んで立ち上がった。手を引かれたが、頭がふらついて直樹に支えられていなければ歩くことも叶わない。

「どこ、行くの？」

「慰めてほしいんだろ？」

　憮然とした態度で言われて、円香は軽く頷く。だが、円香だけ慰めてほしいわけではなく、そんな報われない恋をしている直樹のことも慰めてあげたいのだ。どう言えば、伝わるだろう。

　酒の回った頭ではうまく言葉を紡げなかったが、なんとか直樹に伝わるように必死に言葉を連ねると、直樹は喜色を浮かべて繋いだ手を強く握ってきた。

　リビングから繋がるドアを開けてすぐの部屋。そこが自分の寝室であることは百も承知だ。だが、なぜ寝室に連れていかれるかが理解できなかった。

「寝室……？」

　もしかして、円香が酔っ払いすぎて心配だから、もう寝ろということだろうか。結局、話を聞いてあげることもできていないじゃないか。円香は、唇を尖らせて直樹を睨む。

「来いよ、円香」

　ベッドの上に腰かけた直樹に、手を強く引っ張られる。

「きゃ……っ」

　直樹がベッドの上で仰向けになる。円香は、勢い余って直樹の身体の上に覆いかぶさるように倒れ込んだ。

　真下から腕が伸ばされて、腰を掴まれる。先ほどから、やはりなにかがおかしいと思うのに、それがなんなのかさっぱりわからないのだ。

「積極的だな」

「ま、待って……私……っ、んぅっ」

　距離がとてつもなく近いと気づいた時には、頭を押さえられ唇が柔らかいもので塞がれていた。

　それがなにかすぐには理解できず、円香は目を瞬かせる。目の前にあるのは見知った顔で、真っ黒な瞳には困惑した表情の円香が映っていた。

（キス、されてる……え、なんで、どういうこと……っ？）

　直樹の肉厚の唇が開き、円香の下唇を食む。チュッと水音が響いて、頭の中が煮え滾ったかのように熱くなる。真下から円香を覗き込んでくる直樹の目は、欲望に揺らめいていた。

　なにか大変な誤解があるようだ。だが、口を開きたくとも、唇が塞がれていてはどうにもならない。

　それに、過去あれほどに好きだった相手からの口づけは、簡単に円香の理性を崩していく。

　触れあいたい、という恋人たちの感覚はいまだに理解できないのに、どうしてか円香は直樹の口づけを心地よく感じてしまっている。

　もう昔の恋は忘れたはずだ。今は、ただの幼馴染みだ。

　それなのに、ダメだと頭ではわかっていても、拒めない。拒みたくない。そんな衝動を感じるのは初めてだった。

「ん、や……ぁ」

　直樹から離れようと腕を伸ばしても、後頭部に差し入れられた手に引き寄せられ、ますます深い口づけに囚われる。

　薄く目を開けて見ると、すぐ近くにある直樹の瞳は熱を孕んでいた。キスの合間に吐きだされる息は荒く、それでいて甘い。

　振られたばかりだというのに、直樹からの口づけに心を躍らせている自分が信じられない。

　それは、浮気をした慶太を責めておきながら、円香も同じことをしているような後ろめたさだ。それでも、このまま流されたいと思う自分がいる。

　彼がどうして円香にこんなことをしてくるのかはわからない。直樹からしたら、ちょっとその気になった、くらいの感覚なのかもしれない。

　それなのに、もし直樹が抱いてくれたら──と期待してしまった。初めてが直樹だったら、なんて。そんな風に考えてしまう自分が不可解で怖い。

「はぁっ……ふっ、んんっ……はっ」

　息苦しさから口を開けると、ねっとりと熱い舌が口腔内に入り込み、頭がぼうっとしてしまう。

　歯列をなぞられて、頬裏を舐められる。口腔内を余すところなく蹂躙されて、鼻にかかった高い声が唇の隙間から漏れた。

「んん、ふっ……あっ」

　自分の声だとは到底思えない。カッと燃え立つように身体が熱くなる。恥ずかしいのだと訴えるように涙に濡れた目を向けると、なぜか直樹は満足そうに笑った。

「キスするの、下手だな」

　唾液で濡れた直樹の唇が視界に入る。

　頬を赤らめながら直樹の顔を見下ろすと、体勢が入れ替えられて円香の身体がベッドに沈められた。

「脱がすぞ」

　彼の言葉でなんとか理解できたのは、キスだけでは終わらないということ。

　それ以外にはなにも考えられなかった。

　あっという間に、ストライプのカットソーと、ベージュのパンツが取り払われる。

　足からストッキングが抜かれて、直樹の手が太ももに触れる。恥ずかしさからか、下半身に熱が集まっていくような感覚が湧き起こる。

「ん……っ」

　思わず漏らした声は、驚くほどに掠れていた。

　足に置かれたままの手に、膝やふくらはぎ、太ももの前側を撫でられる。

「や、ん……くすぐったい」

　円香は腰をくねらせて身悶えた。

　足にそっと触れられただけで、どうしてこんなに身体が熱くなってしまうのだろう。

　やはり、酒を飲みすぎたのかもしれない。頭がぼんやりとして、現実か夢かも判断が難しいほどだ。

　すると、両足がグッと左右に開かれて、あまりの驚愕に円香は思わず足をバタつかせた。

「やっ……だ、恥ずかしいから……」

「ダメ。見せろよ」

　ショーツは穿いているとはいえ、誰にも見せたことのない部分を直樹に晒しているなんてありえない。それに、足の間に熱い視線が注がれると、中心がキュッと疼くような感覚がして落ち着かなくなる。

　直樹の黒く艶のある真っ直ぐな髪が開いた足の内側に触れて、肌が粟立ち、全身が総毛立つ。

「はぁ……っ」

　艶めかしい吐息まで漏れてしまい、口元を手で覆った。恥ずかしくて声など出したくないのに、耳を塞ぎたくなるような甘い声ばかりが勝手に出てしまう。

　しかも、先程からずっと、もどかしいような、切ないような感覚があらぬところから広がり、足の間に濡れた感触までしてくる。

「もしかして、ここ、濡れてる？」

「ひ……あっ」

　彼の指先がショーツで隠された恥部に触れて、背中が波打った。腰から湧き上がる疼きがひどくなって、どうにかしてほしいと懇願するように直樹を見つめてしまう。

　膝を無意識に開くと、直樹の顔が下肢に近づいてくる。

「な、に？」

　荒くなった直樹の吐息が太ももにかかり、チュッと音を立てて口づけられる。ぬるりと太ももの内側を舐められて、円香は堪らずに腰をくねらせた。

「下着にシミができてる。エロいな」

「あっ、ん……っん」

　舌先が膝裏から太ももの内側を辿り、足の付け根までもを舐められる。淫靡な唇の動きに、全身が燃え立つように熱くなっていく。

　ショーツのクロッチを横へとずらされ、濡れた陰唇の上を指が滑る。中心からトロリとなにかが溢れでてきて、直樹の指を濡らしたのがわかった。

「あぁっ……ん」

　浅い場所を指で擦り上げられると、溢れた愛液がぷちゅぷちゅと卑猥な音を立てる。

　ビクンと腰が跳ねて、頭の芯が痺れるほどの重苦しい快感が迫る。堪らずに足でシーツをかきながら腰をくねらせると、そんな円香の痴態を眺めていた直樹が短く舌打ちをした。

「ほかの男の前でも、いつもこんな風に乱れてるのか」

　朦朧とする意識の中、吐き捨てるような低い声が聞こえ、濡れた膣口に二本の指が勢いよく突き挿れられた。円香はあまりの衝撃に息を呑む。

　ジンジンと熱く焼けるような感覚が全身に走る。先ほどまでの甘い快感は失せて、痛いほどの圧迫感に変わった。

　入り口付近は多少濡れてはいたものの、誰も受け入れたことのない狭い媚肉は、拒絶の意思を示した。

　狭く閉じた膣壁を太い指で押し拡げられる感覚に全身が強張る。軽く揺らされるだけで引き攣ったような痛みが走り、円香は思わず直樹の手を掴んでいた。

「……っ！　った、い……」

　肩で息をしながら涙に滲んだ目を向けると、直樹が愕然とした様子で口を開いた。

「なぁ……お前、まさか……初めてか？　恋人、いただろ……」

　いくら幼馴染みでもセクシャルな話をおいそれとできるわけもないから、自身が処女であることなど明かしたことはないが、どうして直樹がそれほどに驚くのか理解できなかった。

　結婚を考えて、彼ならいいかもしれないと思ったのは慶太だけだったし、そもそも円香は付きあうに至るまでに時間がかかる。今まで付きあった人数だってそれほど多くはない。

「そういうことしてもいいって思える人、いなかったから。浮気した彼とは、結婚の話も出てたし、この人ならって思ったんだけど」

　拗ねた面持ちで円香が言うと、先ほどまでの熱をすっかり霧散させた直樹が信じられないといった様子で言葉を続けた。

「ほかには、一人も？」

　結婚していれば慶太に処女を捧げていたはずだったが、それも今さらだ。円香が頷くと、直樹は自身を落ち着かせるように髪をかき上げて、深く息を吐いた。

「あぁ～マジか……ははっ。慰めたいって、まさか言葉通りか」

　なぜか突然上機嫌になった直樹は、ベッドにゴロンと寝転がり、腹を抱えて笑いだす。失礼すぎるだろう。

「この歳で処女なのってそんなにおかしい？　私だってこんなつもりじゃなかったよ。でも、してもいいって人がいなかったんだから仕方ないじゃない」

　円香は身体を起こして、いまだに笑い続ける直樹を睨みつけた。

「おかしくないよ……お前は、おかしくない。ただ、お前の昔の恋人と、浮気した男に感謝してただけだ」

　感謝とは。

　円香が首を傾げると、直樹は先ほどまでの不機嫌さがまるで嘘のように笑う。

「意味わかんない」

「で、今までセックスしてもいいって男はいなかったんだろ？　それなのに、お前は俺に抱かれていいのか？」

　ぐいっと腰を引き寄せられて、直樹の上に跨るような体勢になる。

　彼の顔の横に手をつくと、ツッと背中を撫でられて艶めかしい声が漏れそうになってしまった。

　どうなのだろう。直樹に抱かれていいのだろうか。

　どうして拒絶しなかったのか。どうして触れたい、触れてほしいと思ったのか。いまだに酒の残る頭では考えるのも難しい。それどころか直樹の低い声が子守歌のように聞こえる。目を瞑りかけて開くを繰り返しながら、円香はぼんやりと思った。

　一つだけ言えるのは、嫌ではなかったということ。

　キスも、誰に見せたことのない部分に触れられるのも、円香はいとも簡単に受け入れてしまえていた。

「直樹なら、いいのかな」

　自分に問いかけるように口に出す。

「そうか。言質は取ったからな。今日からお前は俺の恋人だ。忘れるなよ」

　なんでもないことのように言われて混乱する。

　直樹の恋人になるだなんて。もしかしたらこれは夢なのかもしれない。

　円香を好きだったことはないと、あの日間違いなく彼は言った。今までだって、直樹がこんな風に円香に触れてきたことなど一度だってなかったのだ。

　きっと明日の朝になれば、いつもと変わらない日常が待っているのだろう。

　ならば、夢でくらい、直樹と恋人になってみてもいいかもしれない。

「ふふっ……いいね。直樹となら楽しそう」

　円香がそう言うと、これ以上ないほど綺麗な顔で微笑んだ直樹の顔が近づいてくる。円香もまた笑みを返して、直樹の背中に腕を回した。
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「頭、いた……っ」

　円香は痛む額を押さえながら、重い瞼を無理やり開けた。

　ひどく喉が渇き、声は掠れていた。

　身体を起こすと、二日酔いの頭の痛みに得体の知れない全身の怠さがあり、円香は一度起こした頭をふたたび枕に沈ませた。

「あれ……？」

　昨夜は直樹と飲んでいたはずだ。その後どうしたのか。いつものことながらまったく思い出せず、二日酔いの不快さに考えることを放棄したい気分だ。

　気持ち悪さがないのは不幸中の幸いだが、暴れでもしたのか、なぜか腰や背中まで痛み、動ける気がしなかった。

（今日、休みでよかった……）

　ため息を吐きながら凝りを解すように重い頭を動かした結果、視界に入った人物の姿に驚き、円香は痛みすら忘れて飛び起きてしまう。

「えっ、なんで？」

　どうして横に直樹が寝ているのか。飲みすぎて、彼も帰るのが面倒になってしまったのだろうか。

（でも……隣なのに）

　混乱する頭でなんとか必死に考えていたその時、かけていた布団がはらりと落ちて、円香は己の格好に言葉にならない悲鳴を上げた。

「……っ！」

　いつもとシーツの感触が違うとは思っていたが、肌に直接触れていたのだから当然だ。円香は一糸纏わぬ姿だった。下着すら身につけていない。

　酒癖が悪いとは言われていたが、まさか嫌がる直樹を押し倒して……と考えて、有り得ないと首を振る。

　直樹が黙って押し倒されるはずもないし、失恋していくら寂しいからって、円香が幼馴染みである直樹をベッドに誘うようなことをするはずもない。

（でも……この状況は……）

　昨夜、いったいなにが起こったのか。

　円香は、あまりの混乱に瞬き一つできなくなる。

　その時、眠っていると思っていた直樹のまぶたが震えて、ゆっくりと目が開かれる。

「おはよう……挙動不審だな」

「お、はよ……」

　この状況であっても、直樹に動揺は見られない。ということは、記憶がないのは円香だけだ。もしかして、酒を飲みすぎて吐いたのだろうか。意識のない円香を着替えさせることは、さすがに直樹にもできずベッドに放り込んだ。直樹も隣に寝た。

　理由としてはかなり苦しいが、あり得ないこともないだろう。

「私、またなにか迷惑かけた？」

　円香の問いに、直樹は口元を緩めた。

　この顔は、円香が聞きたいことをすべて知っている、という顔だ。長年の付きあいだからわかる。

　だが、はなから答えを教える気はないようだ。「簡単に答えにたどり着いたら、おもしろくないだろ？」昔、勉強中にそう言われたことをこんな時に思い出してしまうなんて。

「もしかして、私、吐いたの？」

　恐る恐る聞けば、違うと直樹の首が横に振られた。

「吐いてない。俺が部屋に来てからは酒飲ませてないし。意識もしっかりしてたぞ」

　それに、いくら吐いて汚れたって下着までは脱がさないだろ──そんなことを言われたら、答えは一つしかないではないか。隣に寝ている直樹もまた、ボクサーパンツ以外身につけていないのだから。

（そりゃ、昔は好きだったけど……っ。直樹は、私のことそういう目で見てないし）

　どれだけ考えたところでさっぱりわからない。

　自分の気持ちが、というよりも直樹の気持ちが。あり得ないとは思っているが、円香が直樹に抱かれたとしても、驚くことに忌避感はまったくなかった。ただただ驚いているだけで。

　むしろ、裸の彼に胸が高鳴ってしまって、どこを見ればいいかと視線を彷徨わせる。失恋による胸の痛みは、この衝撃のせいかすっかり治っていた。

（いや、でも……こんな処女の失い方って！）

　ないとは思っていたが、やはり酒の勢いで直樹に迫ったのかもしれない。二人で話していて、昔の気持ちが急に蘇ってきてしまったのかも。

　徐々に頭が冴えてきて、昨夜の会話の断片が思い起こされる。直樹に好きな人がいるとかいないとか。直樹が報われない恋をしているとか。

　たしか、直樹に〝慰めてあげる〟なんて言ったのではなかったか？

　意味わかってるかと聞かれて、頷きはしなかったか？

　言葉だけ聞けば、間違いなくベッドへの誘い文句だろう。だから直樹は意味わかってるか、と聞いたのではないか。

（や……そういうつもりじゃなかったけど……っ）

　一つを思い出すと芋づる式に、昨夜のことが映像となって頭の中に流れ込む。キスしたことや、秘めた場所に触れられたこと。

（嘘……私、直樹と──っ？）

　できれば、すべて夢であってほしい。

　自分の様々な痴態の記憶がうっすらと蘇ってきて、あまりのいたたまれなさに円香は枕に顔を埋めるしかない。

「思い出したのか？」

　直樹は、珍しいと言わんばかりの口調だ。

「なんとなくは……」

「早速だけど、今日どうする？」

「今日って？」

　いつもと変わらない直樹の態度に、困惑は深まるばかりだ。平気なのだろうか。恋愛感情のない幼馴染みを抱いて、直樹はまったくなにも感じないのだろうか。

　もっと動揺してほしいというわけではないのだが、直樹がどういうつもりなのかよくわからない。

「恋人になって初めてのクリスマスイブだろ」

「恋人……」

　愕然とする円香に、直樹は呆れ顔で「思い出してないじゃないか」という顔をした。どうやら、円香にはまだ思い出せない記憶があるらしい。

（もう禁酒しよ、直樹が飲むなって言うわけだわ、これ）

　酒に飲まれて記憶をなくす自分が悪いのだとわかっている。「俺以外の男の前では絶対飲むな」と言われた理由も骨身に染みた。ただ、急展開すぎて、ついていけない。

　直樹は察してくれたのか、宥めるように円香に一つ一つ説明してくれた。まるで、出来の悪い生徒に言い聞かせているみたいに。

「お前は、恋人になっても、セックスしたいって思える相手がいなかったんだよな？」

「いや、う……あの、うん……そうね」

「でも、昨夜お前は……俺になら抱かれてもいいと言った」

「そうなんだ……うん」

　言ったような、言ってないような。

　夢を見ていたような感覚で、直樹とならいいかと答えた記憶はある。

「俺と恋人になったら楽しそうだと言った」

「うん」

　夢の中でなら、そう言った記憶がある。

「俺はそれを了承しただろ？」

　なんらかの契約の取り決めのような口調でそう言われても、納得できるはずもない。

　それに、彼には片思いの相手がいるのではなかったか。好きな相手に好きになってもらえず報われない、そのようなことを言っていた。

「直樹と、恋人になるの……？」

「ああ、俺は絶対、浮気なんてしない。円香だけを大事にするよ」

　直樹はそう言って相好を崩す。

　自分だけを大事にする、なんて言われて、落ちない女性がいるだろうか。

　直樹の外見に見惚れたことなど一度もなかったのに、今は蕩けるような彼の笑みに円香の心臓の音は跳ね上がっている。

　どうして、直樹が円香と付きあうことにしたのかはわからない。けれど、手に入らないと思っていた幸運を、円香は手放すことができなかった。

　気づけば、円香ははにかみながら「よろしくお願いします」と口にしていた。
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　話があるという直樹に連れられて、円香は隣の部屋に来ている。

　結局直樹と付きあうことが決まった後、円香の二日酔いはなかなか治らず、交代でシャワーを浴びて円香の部屋で二度寝をした。ちゃっかり直樹もベッドに入り一緒にだ。

　ふたたび目を覚ました時は、すでに十時を過ぎていて、ようやくノロノロとパジャマから洋服へと着替えた。

「そういえば私、直樹の部屋初めて入るね」

「そうだな」

　このマンションに越してきて一年になるが、直樹が円香の部屋に来ることはあっても、その逆はなかった。慶太と付きあっていたからというのも理由にはある。だが、そもそも直樹の仕事が忙しすぎて滅多に顔を合わせられなかったのだ。

　だから興味津々で誘われるままについて来た。

　玄関を開けてすぐ、円香の部屋とは間取りがだいぶ違うことに気がついた。

　直線の廊下からリビングに出られる円香の部屋と違って、玄関からはコの字型の廊下があり、円香の部屋よりもだいぶ広い。

（あれ、一人暮らしだよね……？）

　彼のあとについて行くと、玄関から三つ先にあるはめ込みガラスの木製のドアが開けられた。

「なにここ……すごい……」

　天井のシーリングライトが自動で点灯し、いちいち感動してしまう。同じマンションなのに、角部屋だとここまで違うとは。

　それに直樹が以前住んでいた家は、オートロックだったけれど一般的な２ＬＤＫだった。格段にグレードアップしているようだが、塾講師ってそんなに儲かるのかと下世話なことを考えてしまった。

「座ってろ」

　直樹は六人がけのＬ字型ソファーを指差して、自分はキッチンへと行ってしまった。手伝おうかと思ったが、すぐに戻ってきた直樹に手渡されたのはペットボトルの水で、思わず笑ってしまう。

　ソファーに座るのかと思いきや、直樹はソファーを背にしてラグに腰掛ける。円香は遠慮なくソファーに座った。

「部屋はこの通り余ってる」

「だろうね。掃除が大変そう」

　なんの脈略もなく言われて、部屋の数の自慢が始まるのかと、物珍しげに円香が目を瞬かせると「そういうことじゃない」と直樹が続けた。

「話があるって言っただろ。俺と一緒に暮らさないか？」

「え、えぇっ？　なんで直樹と一緒に暮らすことになるの？」

　たしかにこの広さならば二人暮らしには十分だろう。だが、問題はそこではない。

　酔っ払って迷惑をかけるような幼馴染みの面倒をこれ以上見ようだなんて、直樹の気が知れないし、円香も恋人になってすぐ一緒に暮らすだなんて考えられない。

　それに、もし、直樹が片思いの相手と上手くいったら。

　そうしたら円香は邪魔でしかない。考えると、胸が痛んだ。振られたわけじゃないのなら、上手くいく可能性だってゼロではない。

「どうして隣同士に住んでるのに、一緒に暮らさない選択肢があるんだ？　昨日みたいに、飲みすぎたお前の心配しなくて済むだろ」

　あぁ、心配だからか──と思わず納得してしまう。そう、昔からこの幼馴染みはとにかく心配性だ。

　中学高校時代に円香にあったことを、いまだに気にしている可能性も否めない。何度、直樹のせいじゃないと言っても、自分を責めていたくらいだ。

　それに、過去にも酒を飲みすぎて迷惑かけた自覚があるだけに、円香には反論の余地はない。だが、直樹に無理をさせるのは円香の本意ではないのだ。

「いつもはそこまで飲まないよ。そんな心配しなくても」

「わかってるよ。それは置いといて。お前は、俺と一緒に暮らしたくない？」

「そういうわけじゃないけど……引っ越すのって早めに大家さんに言わないといけないし、手続きとかもあるでしょ」

　直樹と同じ部屋に住むだなんて考えもしなかった。

（だって、もし、その彼女と上手くいったら、どうするの？）

　やっぱりやめよう、と直樹に言われるのが怖い。慶太に振られたことよりよほど、彼の幼馴染みでさえいられなくなるのが怖くて堪らなかった。

　その彼女に立ち直れないくらいコテンパンに振られてしまえばいい。身勝手にもそんな風に思ってしまう自分がいる。

「彼女に告白もせずに円香を選んだら後悔しないか」と聞こうとしてやめた。もし、それで直樹が彼女のもとに行ってしまったら、そう考えると口には出来なかった。

（私は、本当にずるいなぁ）

「荷物はしばらくそのままでいい。二人でゆっくり片付けよう」

「そのままでって？」

　隣だから、円香の荷物を運び出すのはそう手間ではないかもしれないが、いらない家具を処分したり、不動産会社に連絡し鍵を返したり、電気やガスなどの手続きだって必要だ。そのままにしておけるはずがない。

「隣のオーナーは俺だから。問題ない」

「オーナー？」

「不動産会社に仲介してもらってるけど、ちゃんと契約書にも書いてあるぞ。見てないのか？」

「見てない……」

　大家の名前などいちいち確認しなかった。自動引き落としにしてもらっている賃料は、いつも不動産会社の名前で引き落とされている。

（家賃、七万って……もしかして）

　安すぎるとは思ったのだ。おそらく、隣に住むのが円香だから破格の安さにしてくれたのだろう。直樹に相談する前ネットで調べたが、この辺りの家賃は駅から遠くて１Ｋでも同額はする。

　なんだか驚きを通り越して謀られたような気さえしてくる。

　もしかしたら、円香の面倒を見るなら近くにいた方が便利だと考えたのかもしれないが、知らないうちに迷惑をかけていることがまだほかにもありそうだ。

　戸惑いと申し訳なさでため息が漏れた。

「そんな顔すんなよ。隣に呼んだこと迷惑だったか？」

「違う……でも、私が一人暮らししたいって言ったからでしょ？」

　直樹を頼らず自分でなんとかするべきだったのかもしれない。こんなつもりではなかった。

「もともと二部屋買ってたんだ。将来的に中を繋げてもいいかと思って。それに、女性の一人暮らしはちゃんと部屋を選ばないと危ない。円香が家を出たいって言ってた時期は、不動産会社の繁忙期で、おそらく条件に合ういい部屋は残ってなかったぞ」

　たしかに二階以上でオートロック、風呂トイレ別、などめぼしい物件はあるにはあったが、家賃もそれなりに高かった。駅から離れると家賃も下がるが、それなら実家でもいいかと諦めかけていた時に直樹から連絡があったのだ。

「円香が嫌じゃないなら一緒に暮らそう。いいな？」

「……うん。わかった」

「手続きはこっちでしておくから、家はそのままでいい」

「あ、でも、ちょっと待って。私、この部屋の家賃いくら払えばいいの？」

　七万円ではとても済まないだろう。半額負担するにしても十万円は超えるのではないだろうか。光熱費もかかるし、円香の給料で賄えるかが不安だ。

「円香から金取るわけないだろ。もし気になるって言うなら、今までと同じでいい」

「それだと助かるけど……本当にいいの？　塾の講師って言ったって、住宅ローンとか大変じゃない？」

　隣と合わせて、二部屋分の借金を背負っている直樹に無理はさせられない。テレビなどで収入が増えたのかもしれないが、ここ最近は出ている様子はないし、塾講師の給料だけでは厳しいだろう。

「お前はそんな心配しなくていい」

「だって、最近ニュースとか出てないでしょ？　教育番組とかも」

「ああ、経営の方に集中しようと思ってな。たまに講師もするけど、いつまでも俺が講師の座にいると若手が育たないだろ？」

「経営？」

　初耳だった。

　たしか、学生の頃にアルバイトしていた進学塾にそのまま就職したのだと思っていたが、一社員が経営に携われるものなのだろうか。

「言ってなかったか？　何年か前までテレビ出まくってたことで現社長から役員にならないかってオファーがあったんだよ。当初は広告塔としての役割を買われていたんだろうけど、経営学ぶのも楽しいし、元々勉強好きだしな」

　円香も直樹に勉強の楽しさを教えてもらった口だから、それは理解できる。

　直樹は、勉強嫌いだった円香を、教師にまでしたのだから。

「そうなんだ」

「これからよろしくな。奥さん」

「奥さんじゃないでしょ！」

「それはそのうちな」

　そのうち──そんな未来があると思っていいのだろうか。

「もう、からかわないでよ……っ」

　あまりに恥ずかしくて赤く染まった頬を両手で隠した。いたずらを思いついた少年のような顔をして笑っている直樹を睨みつける。

「はいはい、悪かったな」

　クシャクシャと髪を撫でられる。

　どれだけ有名になろうが、忙しくなろうが、直樹は昔と変わらない、優しさはそのままだ。いつだって円香が困っていたら助けてくれた。

　その延長のような気がしてならない。

　ぼんやりと思い出せるのは、昨夜見た、直樹の切なげな顔だ。

　──最近は、好きなんだかどうかわからなくなってきたけどな。

　──向こうは俺のことなんとも思ってない。

　好きな人とは恋人になれないから、円香と付きあうのだろうか。

　いや、彼は誰かを代わりにするような男ではない。事実、昨夜まで円香との間に、一切艶めいたことはなにもなかったのだ。

（じゃあ、どうして……？）

　婚約者に振られて、飲みすぎて男を誘うような幼馴染みを放っておけなかったから？

　優しくされて嬉しいのに、釈然としない。

　ほかに好きな人がいるのに、心配だから恋人になって、一緒に暮らすなんて。

　円香とセックスしてしまったから？

　責任感の強い彼は、処女である円香を抱いてしまったことを申し訳なく思っているだけではないだろうか。

　また勘違いしてしまうのが怖い。

　優しくされると、昔のように、幼馴染み以上の気持ちを抱いてくれているからだと思ってしまいそうだ。

　直樹は、円香を好きなわけじゃない。

　それでも、直樹が恋人になるなんて夢のようなのだから、それでいいじゃないか。

　自分にそう言い聞かせようとしても、心の奥の方で、彼の気持ちまで欲しがってしまう自分がいる。いつか、いつか好きになってくれたらと。

「じゃあ、決まりでいいな。ちょっと休んだら、お前の部屋に行って必要な物持ってこよう。家具は気に入ってるのがあるなら運ぶよう手配しておく。クローゼットは空いてるし。あとなにが必要だ？」

　ラグに座っていた直樹が、ソファーに座り直す。

　自分との距離が、太ももが触れるほど近くていちいちドキドキしてしまう。昨夜、身体を重ねたとはいえ、まだこの距離には慣れない。

「そんなに荷物はないんだけど。あ、机と本棚は運んでくれると嬉しい。翌日の授業の準備しないといけないし。今日はとりあえず洋服とか化粧品とか、それぐらいかな……」

「そうだな。じゃあ、そっちの奥の部屋を使ってくれ。机と本棚も来週中にはこっちに移せるよう手配しておく。それまではダイニングテーブルでいいか？」

「うん。でも、部屋……いいの？」

「当たり前だろ。俺も書斎があるし。あ、一応ベッドも運ぶけど、お前が寝るのは俺の寝室な？」

「し、寝室って」

　冗談を言っているわけではないことはすぐにわかった。射抜くように見つめられて、思わず顔を俯かせる。

　今朝から、直樹と目が合うたびにやたらと顔が熱くなって落ち着かなくなる。

　昔の恋心が鮮やかに蘇ってきたかのようだ。

　直樹と一緒にいて緊張することなどずっとなかったのに、見つめられると、恥ずかしいような嬉しいようなそんな感情が芽生えて、直樹の目に自分がどう映っているか気になって仕方がない。なにか話さなければと思うのに、言葉が出てこなかった。

「円香、こっち見て」

　顎を指先で持ち上げられて、上を向かされる。

　直樹の真っ黒な瞳に吸い寄せられるように、うっとりと見つめてしまう。目が合うと、直樹の腕が腰に回されて、胸元が触れてしまいそうなほど近くなる。

「なぁ……キス、していい？　荷物はあとにして、今は、円香のこと、抱きたい」

　唐突に尋ねられて、頬が熱くなっていく。きっと今、円香の顔は耳まで真っ赤に染まっているだろう。

「だっ、抱きたい……ですか……」

「ですかってなんだよ」

「だ、だって」

　困惑してしまうのだ。

　円香には、そういう雰囲気の時どうすればいいのかなんてわからない。昨日と違って今日は素面だし、今まで幼馴染みとしてしか接してこなかったのに、急に恋人然とされて頭がパニックになる。

「俺たち、付きあうんだよな？」

「そう、だよね。そうなると……そういうこと、これからもするんだよね……」

　直樹の恋人になる。言葉にすると簡単だが、経験値の低い円香はどうしたって尻込みしてしまう。直樹は気持ちのない相手を何度も抱けるのだろうか。円香としたいと思ってくれるのだろうか。

　円香には無理だ。キスもセックスもお互いに好きな人としかしたくない。直樹は違うのだと考えると、それが悲しくて悔しい。

　昨夜の一度きりで終わる話ではなかったのだ。それを円香はわかっていなかった。

　直樹が望めば、これから何度もセックスをする機会があるということを。

　円香にだって恋人がいたし、キスをしたことはある。けれど、相手との触れあいにこれほどに感情が昂ることはなかった。

「嫌なら、お前の気持ちが落ち着くまで待つよ。好きな男に振られたばかりだしな」

　直樹が軽く嘆息し、眉尻を下げて諦めたように言った。嫌なわけではない。円香は、立ち上がろうとする直樹の袖を掴んで引き留める。

「嫌、じゃないから。昨日してるし……直樹なら、いい」

　こんな会話をする自体、気恥ずかしくて堪らない。

　いっそのこと、無理やりにでもしてくれたらいいのに。

「円香がそう言うなら、遠慮はしない」

　答えに詰まり、小さく頷くことしかできなかった。

　直樹の息が顔にかかり目を瞑ると、チュッと軽く触れるだけのキスが贈られた。円香が身体の力を抜いたのがわかったのか、確認するように唇を食まれる。

「ん……っ」

　下唇を甘噛みされて、彼の吐息が顔にかかる。閉じた唇から鼻にかかる甘い声が出てしまい、羞恥でどうにかなりそうだ。

「そういう声、出されると……余裕なくなる」

　劣情のこもった声で言われて、ますます感情が昂っていく。

　うっとりと涙に濡れた瞳を向けると、直樹の口から熱っぽい吐息が聞こえた。

「直樹なら……いいって、言った」

　円香は、直樹に触れられたいと思っている。

　実は昨夜のことはうろ覚えだ。会話はわりと思い出すことができたが、どこをどのように触られたなどは、なんとなくしかわからない。

　ただ、気持ちよかった……ことだけはハッキリと覚えていた。初めてを思い出せないのは悲しいが、もう一度、どんな風に直樹の手が円香に触れたのか、知りたかった。

「今さらやめて、とか言っても聞かないからな」

　目の前の、扇情的な直樹の姿に惹きつけられる。直樹の首に腕を回すと、ますます口づけは深まっていく。

「ん……っ」

　熱を持った舌が唇の隙間から挿れられて、ねっとりと口腔内を舐られる。頬裏や顎裏を舌が這うと、ジンと甘やかな痺れが腰に走る。

　気持ちよくて、頭がぼんやりしてしまう。不可思議な感覚に全身が支配されそうだ。

「円香……」

　名前を呼ぶ声が興奮で熱っぽく掠れている。耳元で囁かれて、寒くもないのにゾクゾクと全身が震える。

　髪に手を差し入れられて、より強い力で顔が引き寄せられる。全身から力が抜けて直樹の身体の上に倒れこむと、大きな手のひらに背中を撫でられた。

「あっ……ん」

「感じやすいよな、お前」

　背中をツッと爪を立てて引っ掻かれると、ビクビクとおかしいほどに腰が跳ね上がる。

「んん……ふっ、はぁっ」

　舌と舌が絡まり唾液が注がれる。余すところなく口の中を舐められて、密着した身体が熱くなっていく。

　ソファーに身体を倒されて、直樹が上から覆いかぶさってきた。

　重なった唇が離されることはなく、ジュッと強く舌を吸われると、甘やかな痺れが下肢からせり上がってくる。

「はぁっ……ん、ん」

　着ていた白いブラウスのボタンが上から外されて、豊かな胸が露わになった。

　ブラジャーのホックが取られ、ふるりと揺れる乳房に直樹の唇が触れた。熱を持った舌が肌の上を這い、ゾクゾクとした痺れに全身が包まれる。

「それ……くすぐった……っ」

「くすぐったいだけじゃないだろ？」

　乳房を大きな手のひらで包み込まれると、不思議とホッとするような気持ちよさがある。上下に揺らすように揉みしだかれ、胸から強い快感が広がってくる。信じられないことに中心が濡れた感覚までしてきて、円香は両足を擦り合わせた。

「あぁっ、やっ……ん」

　手のひらで先端が擦られると、徐々に頂が硬く尖り始める。柔らかかった桃色の乳首が赤く色づいた薔薇色に変わっていく。

　直樹の顔が胸元に近づいてきて、興奮したように荒く吐きだされる息が肌にかかりくすぐったい。貪るように乳輪ごと口の中に含まれ舐め回される。

「ひっ、んんっ……あぁっ、はぁっ……やっ、ん」

　口を衝いてでるのは、はしたない喘ぎ声ばかりだ。胸を弄られているなんて恥ずかしくて堪らないのに、触れている相手が直樹だと思うとやめてほしいとは感じなかった。

　クチュクチュと耳を覆いたくなるほどの音を立てて舐めしゃぶられると、下肢から疼くような感覚がせり上がってきて、濡れた感触がひどくなる。

「乳首、勃ってきた」

「やぁっ、ん」

　いやらしいことを言われているのに、身体はますます昂ってしまう。ジンと痛むほどに足の間が切なくなって、ソファーの上で背中が波打ち、腰が無意識に浮き上がる。

「あっ……吸っちゃ……やっ」

　チュッとキツく肌を吸われて、普段は服で隠されている白い肌に赤い花弁が散った。鎖骨や首筋にも熱い吐息がかかり、ピリッとした痛みとともにいくつもの痕が残される。

（俺のだって……言われてるみたい）

　汗ばんだ指で硬くなった先端を引っ張られると、ビリビリと電気が走ったような快感が駆け抜けた。

「あぁっ……はぁっ、ダメ……んっ」

「これ、気持ちいい？」

　胸を弄られて捏ね回されると、乳嘴は真っ赤に腫れあがる。身体の奥深くから疼くような熱が広がり始め、下肢がどうにも落ち着かない。

　直樹の舌に乳首をぬるぬると舐められる。片方を指で捏ねられ、もう片方を口腔内に含まれて、頭が真っ白になってしまうほど気持ちがよくて堪らない。

「あっ、んんっ……それ、あぁっ」

　まるでキャンディーを舐めるように、クチュクチュと直樹の口の中で転がされる。

　グッショリと濡れたショーツの感触が気持ち悪い。どうにかしてほしくて、膝を立てたり伸ばしたりしながら、はしたなくも直樹の足に擦りつけてしまう。

「もう触ってほしい？　昨夜も、キスだけで濡らしてたしな」

「やぁっ……言わない、で……」

　自分のはしたなさが消え入りたいほど恥ずかしい。なのに、スカートが捲り上がるのも気にせず、あらぬ部分を見せつけるように腰を捩るのが止められない。

　中心が燃えあがるように熱くなって、もう我慢ができなかった。

「あぁん、あっ、ん、んっ……お願いっ、も」

　いったい自分はなにを懇願しているのだろう。

　どうしてほしいのかもよくわかってはいない。

　けれど、直樹は円香の〝お願い〟を正確に理解したように、胸を弄っていた手のひらを下肢へと移動させた。

　ショーツの上から尻を撫でられて、下腹部の奥に感じる痺れはより深いひどくなっていく。

「はぁっ、ん……ん、あっ」

　クチッと微かに耳をつく濡れた音が円香をおかしくさせた。もう甘く喘ぐことしかできない。

　直樹の手のひらが太ももの内側を這う。焦らすように足ばかりに触れられて、堪えきれずに腰をくねらせると、胸の頂を弄ったままクスリと声を立てて笑われる。

　彼の熱い息遣いが胸元にかかるだけで、おかしなほど感じてしまう。

「あぁん、はぁっ……な、おきっ、んっ」

　太ももの柔らかな膨らみを揉みしだかれ、ショーツのラインをなぞるように触れられる。ツッと秘裂を指で撫でられるだけで、新たな愛液が漏れでてしまう。

「円香……気持ちいい？」

　濡れたショーツの上を指で擦られると、もどかしくてもっと強い快感が欲しくなる。腰を捩り、直樹の指に押しつけるように浮き上がらせる。

「んんっ……あっ、変に、なっちゃ」

　濡れそぼった谷間に触られるだけで、頭がおかしくなりそうだ。

　すると、今度はショーツの隙間から指が挿れられて、直接濡れた膣口をなぞられる。

「ひぁぁっ、ん、ん、そこ……っ、いっ」

　陰唇を開くように撫でられると、身体の中心がキュンと疼くような感覚が走る。浅瀬を人差し指で弄られるたびに膣壁が蠢いて、直樹の指を離すまいと締めつける。

「ほら、もうぐっしょりだ」

「あぁっ」

　濡れた指を手のひらに擦りつけられる。たしかに汗ばんだように直樹の指は湿っていて、触れられたことで下肢がますますもどかしげに揺れてしまうのを自覚した。

　ショーツが足から引き抜かれて、淫らに濡れた入り口が直樹の前に晒される。酔っている時ならまだしも、ジッと穴が空くほど見つめられるなんて。

　円香は、言葉にならないほどの羞恥に身を捩るが、両足を押さえつけられているせいで動くことは叶わない。

「やっ……やだ……」

　直樹の顔が恥部に近づいて、フッと吐息がかかる。それだけのことで、淫らに濡れる膣からは新たな蜜がトロリと溢れだしてしまう。

「舐めるよ」

　彼は見ていろとでも言うように、円香の腰の下にクッションを敷いた。

「えっ……や、嘘……っ、あぁぁっ」

　赤い舌先が直樹の唇から見えたかと思うと、そのまま陰唇ごとむしゃぶりつくように咥えられてしまう。

　ジュッと、耳を塞ぎたいほどのはしたない音が響く。

　熱を持った舌が激しく上下に動き、愛液の噴きだす入り口を舐められると、足先まで痺れるような凄絶な快感が広がった。

　あまりの卑猥さに目を瞑ってしまいたいのに、どうしてか直樹の唇の動き一つにまで視線を逸らさず見入ってしまう。

「はぁ、ん、あっ……も、それ、ダメぇっ」

　下肢に広がる疼きはますますひどくなり、触れられていない奥がきゅうっと収縮する。こんなことは初めてだった。

　指でそこを撫でられるのとはまったく違う。頭が真っ白になってしまいそうなほどの心地よさが全身を駆け抜ける。

　これ以上されたら、おかしくなってしまう。

「昨日、ここ、指でしただろ……？　痛くないように、慣らさないと」

　直樹の舌が柔襞の中でぬるぬると上下に動く。唾液を注ぐように舌が奥へと進んでいくと、キツく締まった隘路が徐々に解されていくのがわかる。

「ひっあ……う、そ……」

　覚えていない。

　こんなの知らない。昨夜、こんな風に快感に溺れた記憶はなかった。

　ただ、直樹に触れられて、目眩がするほどの陶酔に包まれたような、そんな記憶はある。

「ふぁ……あっ、あぁんっ」

　舌が抜かれて、労るように優しく蜜口に指が差し挿れられた。彼は指の第二関節までで一度動きを止めると、円香の様子を窺ってくる。

「痛くないか？」

　フルフルと首を振ると、直樹はなぜかホッとしたような顔をした。そして指がゆっくりと奥へと進んでいき、また引き抜かれる。

　その指が愛液にまみれて光る様が、なんとも言い難いほどにはしたなく、円香は羞恥に頬を染める。

「あぁっ、あっ、動かしちゃ……っ」

　ゆっくりと指を抜き差しされる。

　指の腹で濡れ襞を擦り上げられるのがあまりに気持ちいい。恥ずかしいのに、指の動きに合わせて腰を捩ってしまう。やがてジュプジュプと愛液が泡立つような音が響き、指が抜かれるたびにもっと奥の方が切なくなってくる。

　どうしてこんなにも全身が熱くなってしまうのか、このもどかしさはいったいなんなのか、円香にはわからない。

（昨日も……こんなこと、したの……っ？）

　角度を変えながら指の腹で蜜襞を擦り上げられると、奥に感じる疼きがひどくなり、指を奥へ奥へと引き込もうとしているように中が蠢いた。四肢がガクガクと震えて、快感を得ることしか考えられなくなりそうだ。

「なんかっ……奥が、変なの……っ」

　蜜口を拡げるようにかき混ぜられて、焦燥感ばかりが募っていく。

　ギュッと下肢に力を入れると、指の動きがまざまざと感じられてさらに追い立てられる。しかし、それもすぐにもどかしさに変わってしまう。

　中心からは引っ切りなしに熱い疼きがせり上がってきて、頭の中が真っ白になっていく。

　自分が甘く身悶える姿が恥ずかしくて堪らないのに、自分の声にさえ感じてしまいそうになる。

「あっ、ん……もっと……して。奥、いっぱい……」

「もっと？　速くしていいか？」

「んんっ……いいからぁ……早く」

　円香が息を荒く言うと、同じように呼吸を速めていた直樹が喉を嚥下させて、奥を激しく突くように指を抜き差しし始めた。

　愛液を攪拌する淫猥な音と、感じ入って逼迫した嬌声が部屋に響く。

　指の先が奥まった濡れ襞を擦り上げ、心地よさが背中から頭の先まで駆け抜けた。

「あぁぁっ、はっ、ん……そ、れ……いっ……気持ちいい……」

　指を奥へ突き挿れられるたびに、チュプチュプと卑猥な水音が立つ。恥ずかしさも忘れて、円香は腰を揺らしながら、直樹がもたらしてくれる快感に身を預けた。

「こっちも、な……」

　恥毛をかき分けながら、直樹の舌がヒクついた花弁をめくり上げ、隠れていた小さな芽を舐る。

「あぁぁっ！」

　今までの甘やかな快感が嘘みたいだ。腰が蕩けてなくなってしまいそうなほど凄絶な痺れに、円香の全身がのたうつ。

「ひぁぁっん、やっ、それ……おかしくなる……っ」

　あまりの衝撃に腰がビクンビクンと跳ね上がる。

（怖い……っ、どうにかなっちゃいそう）

　熱を持った舌が動くたびに、おどろおどろしい快感が脳天を痺れさせて、意識が遠のきそうだ。同時に指の動きも激しさを増し、四肢が溶けるような感覚に円香は腰を浮き上がらせた。

　よがり、乱れるのを我慢できない。淫らに喘ぐ自分の姿は卑猥でいやらしくて恥ずかしいのに、こんなはしたない行為が心地よくて堪らない。

　直樹にされているのだと思うと、ますます感情が昂って、嬉しいのか恥ずかしいのかわからなくなる。

　イヤイヤと首を振りながら、なにかが腰から湧き上がってくるような感覚に耐える。

「もう……ダメっ、変になるからっ」

　いつのまにか増やされた指で濡れ襞をかき混ぜられ、勃ち上がって存在を主張する小さな芽を舌で愛撫されると、激しい渦の中に呑み込まれそうだ。

「あぁぁっ、はぁ、ん、も、あぁっ……ダメ、ダメぇっ」

　ジリジリと背中から迫り上がってくるような快感に、円香はなりふり構わずに喘いでしまう。

　膣襞が二本の指で拡げられて、円香の反応を確かめるようにグルリと回された。奥をズンズンと突かれると、指の間から噴きだした愛液が尻に流れ落ちる。

　舌の動きが激しさを増し円香を追い詰めていく。

「円香、イケるか？」

　知識として知っているそれがどういうことなのか、身を以て体感する。

　ああ、もうダメだ。おかしくなってしまう。

　円香は身体をギュッと強張らせて、髪を振り乱した。

「あぁぁっ……！」

　限界は頂点に達した。

　つま先がピンと張り、腰がビクビクと震える。無意識に襞を擦っている指を締めつけてしまい、指が引き抜かれると同時にとろりと愛液が流れだす。

　呼吸が苦しく、心臓が激しく音を立てる。肌が粟立ち、今、触れられたらどうにかなってしまいそうだ。

　円香は陶然としながら、このまま寝入ってしまいたいほど気怠い余韻に浸っていた。

「あっ……はぁ……はっ……」

　全身が微かに震えて力が入らない。直樹の手のひらがびっしょりと円香の吐きだした愛液で濡れているのが見える。消え入りたいほど恥ずかしいのに、直樹がなんとも嬉しそうにその指を眺めているから、なにも言えなくなってしまう。

「挿れても、いいか？」

　掠れきった直樹の声に、ようやく頭がはっきりとしてくる。円香が頷くと、直樹はベッドの引き出しからなにかを取りだした。

　劣情のこもった瞳で見つめてくる直樹は、頬を赤く染めていた。ハッと短く吐息を漏らすと、ズボンを寛げ自らの熱り勃った怒張を露わにして、避妊具のパッケージを破る。

　ドクドクと脈打つ欲望は、赤黒くそそり勃ち先端から蜜を溢していた。男性の昂りなど今まで目にしたことはない。

　こんな猛々しいものが本当に自分の中に入ったなんて信じられない。

　初めて見たその扇情的な姿から目が離せなかっただけなのだが、避妊具をつけているところをジッと見られるのは気恥ずかしかったらしく、直樹に額を軽く指で弾かれた。

「そんなにジロジロ見るな」

「ご、ごめん」

「挿れるぞ、もう」

　グッと灼熱の塊を押し当てられて、全身が強張る。ヌルリと硬い先端が呑み込まれて、凄まじい圧迫感とともに身体を真っ二つに裂かれるような痛みが走った。

「いっ……た……」

　隘路が焼けつくような感覚に涙が溢れでる。

　身体が強張り、繋がった部分に力を入れてしまう。うまく息ができないでいると、直樹も辛いのか苦しそうな呼吸を繰り返していた。

「ゆっくり、するから……っ。力、抜いて」

　そう言われても、痛みでどうやって力を抜いたらいいのかわからない。

　硬く丸みを帯びた亀頭が、愛液のぬめりをまとわせて、内側を拡げつつ奥へと進んでいく。円香は、細くしなやかな喉を仰け反らせながら、悲鳴じみた声を上げることしかできない。

「ひぁっ……あぁっ……」

「もう少し……だから……っ」

　直樹は、円香の呼吸が落ち着いたタイミングで、一気に腰を突き進めた。

「あぁぁ～っ！」

「……っ、全部、入った」

　先ほどまでの甘やかな愛撫とはまったく違う。舌や指とは長さも太さも。指では届かない子宮口近くまで、灼熱の塊に埋め尽くされているような感覚がする。

　熱いのか痛いのかもわからない。軽く身体を揺らされるだけで、ジンと響くような熱が生まれる。

（ほんとに……してるんだ……）

　自分の体内でドクドクと脈動する熱が直樹のものなのだと、円香は一種の感動すら覚えた。

「ゆっくり、息を吐いて」

「はぁ、ん……」

　円香は、言われるがままに呼吸を繰り返す。太い雁首が引き抜かれ、また最奥まで埋められる。先端の尖りで、柔肌を削り取られるような感覚が走る。

「あっ、ん、ん……痛い……っ」

「ごめん……」

　苦しそうに直樹の眉が寄せられて、耳元で荒い呼吸が聞こえる。

　円香の身体を案じてくれているのか、先端がギリギリまで引き抜かれ、ゆっくりとした動きで愛液を絡ませながら、また埋められていく。それを何度も繰り返していくうちに、滲みだした新たな愛液のぬめりで、痛みしか感じなかったその場所から別の感覚が生まれた。

「はぁ……あぁ、あっ」

「痛く、なくなってきたか？」

「わ、わかんなっ……んあっ」

　次第に動きがスムーズになり、雄々しい肉茎にズブズブと蜜壺をかき混ぜられる。淫らな音が結合部から響きだすと、擦過傷のようなヒリついた痛みが薄れて、声に甘さが混じる。

「んっ……あぁっ……はぁん」

「円香……っ、く……はぁ……」

　直樹の声は熱に浮かされて艶めかしい。ゆっくりとした動きが辛いのか、眉は寄せられ、顔からは汗が滴り落ちている。今まで見たこともない扇情的な彼の表情に、円香はただただ魅了されていた。

「あぁ、はぁっ……あっ」

　熱い喜悦がせり上がってきて、亀頭の先端でゴリゴリと膣壁が擦られるたびに、円香の口から漏れる吐息も甘く変わっていく。

　肌が戦慄くような気持ちよさが中心から広がり、溢れる愛液がジュプジュプと音を立てる。滑りのよくなった膣襞が肉茎に絡みつき、まるで喜んでいるかのように収縮する。

「……っ、もう少し、動いてもいいか？」

「へ、いき……っ、だから」

　直樹の背中に腕を回すと、柔襞を抉りとるように腰が押し進められた。

（こんな、深く……っ、入るの……？）

　最奥まで到達したのか、円香の足の間に直樹の身体がピタリとくっついている。

　張り詰めた屹立が引き抜かれると、蜜襞ごと持っていかれてしまいそうな感覚がして、無意識に強く締めつけてしまう。

「……っ」

　直樹が焦ったように息を詰めて、動きを止めた。

　安堵した円香が四肢から力を抜くと、今度は勢いよく突き上げられて、感極まったかのような嬌声が上がる。

「あぁぁっ」

　抜き差しのスピードが速まり、角度を変えながら容赦なく穿たれる。開いた膝が震えて、自分では支えていられない。

　収まっていたはずの絶頂の波がふたたび下肢から生まれる。気持ちよくて堪らなくなって、あられもない声を上げながら淫らに感じるしかない。

「あぁっ、ん、あっ、はぁぁっ」

　これ以上深くは入らないと思っていたのに、先端を子宮口近くまでグリグリと捻じ込まれて、円香は凄絶な快感に身体を波打たせる。

　四肢が蕩けてしまいそうなほどの深く感じ入り、もう気持ちがいいことしか考えられなくなる。頭がクラクラして、本能のままに脈動する肉茎をしゃぶり尽くす。

「あぁん、あっ……はぁん、もっ……これ、気持ち、い」

　途切れ途切れの嬌声がひっきりなしに上がる。

　直樹は、円香の反応を見て弱い場所ばかりを狙って突いているのだろう。足を抱えられて、大きく開かれると、密着度が増して彼のものをより深く呑み込んでしまう。

「もっと、していいか？」

　なにを言われているかもわからないままに、コクコクと頷く。すると、直樹は自らの快感を追うように、最奥を激しく突き上げてくる。結合部から愛液が飛び散るほどに荒々しい動きで、蜜襞をかき回される。

　腰を打ちつけられるたびに、ヌチュヌチュと愛液をかき混ぜられる卑猥な音が部屋に響いた。

「いっ、あぁぁっ、ん、あっ、はげしっ……なお、きっ」

　ズンズンと腰を打ちつけられて、身体が揺さぶられる。壊れてしまいそうなほど隘路が目一杯拡げられて、硬く尖った亀頭に柔襞を擦り上げられる。

　思わず足に力を入れて陰道を締めてしまうと、脈打つ欲望が一際大きく膨れ上がった。

「や、ば……っ」

　耐えるように息を詰まらせた直樹が、いったん腰の動きを止めて、深く息を吐きだした。

「ん、あ……なに……」

　短い呼吸を繰り返していた円香もホッと息をつく。

　身体から力を抜いたタイミングで、ふたたび容赦なく最奥を穿たれて、全身が総毛立つような快楽の波に呑み込まれてしまう。

「もう……っ、出そう」

　円香は無意識に開いた足を腰に絡めて、迫りくる絶頂を待った。

「また、変に……なっちゃっ……あぁぁっ！」

　達する瞬間、ギュッと強く抱き締められる。耳元で熱っぽく吐きだされる呼吸が聞こえると、全身が波打つように震えて、目眩がするほどの陶酔感に満たされた。

「……っ、はぁ……」

　肌を密着させた直樹が胴震いし、あれほどまでに激しかった腰の動きが緩やかになった。彼のものが中で弾け、避妊具越しに温かな飛沫が注がれる。

　吐精は長く続き、動きを止めた彼の額からは汗が滴り落ちてくる。

　陰茎が引き抜かれる感覚に、甘やかな声が漏れそうになる。繋がっていた部分はなにやらヒリヒリと痛み、身体は異常なほどに怠い。

　もし昨夜、彼を受け入れていたとしたら、朝起きて同じような痛みがあったはずだ。足は筋肉痛で怠かったけれど、恥部にこんな痛みは感じなかった。

　と、いうことは。

「直樹……」

「ん？」

「昨日、本当にしたの？」

　ソファーの上で身体を起こした直樹があまりに男らしく魅惑的で、ついうっとりと見入ってしまうが、それどころではない。

　大事なことだ。

　昨夜、円香は彼に抱かれたと思った。彼もそれを匂わすようなことを言っていたではないか。それなのに。

「ああ、痛かったのか」

　なんでもないことのように直樹はそう言った。

　それでは質問の答えになっていないと睨んでも、彼はどこ吹く風だ。

　直樹は、覆いかぶさっていた身体を起こし、円香の足の間をマジマジと見つめてきた。気持ちよさで頭がいっぱいになっている時ならいざ知らず、すっかり劣情めいた空気はない。痛みで動くのを躊躇っていなければ、思わぬ恥辱に暴れだしたいほどだった。

「や……っ、なにしてんの！」

　思わず膣口に触れようとした直樹の手を太ももで挟んでしまい、クスリと喉奥で笑われる。

「もう一回したい？　傷はないみたいだから、誘ってくれるなら嬉しいけど」

　そう言いながらももう一度する気はなかったのか、直樹はソファーから降りてテーブルの上に置いてあったティッシュで後始末を始めた。

　濡れた足の間まで拭われて、その生々しさに頭が沸騰してしまいそうになったが、いわゆる処女血がティッシュについていて、やはりと項垂れる。

「そっ、そうじゃなくてっ……私、初めてだった」

「そうだな。初めてだろ」

　直樹の答えは、当たり前だろと言わんばかりである。

　意味がわからない。

「したって言った」

「したとは言ってないぞ」

　飄々とそんなことを告げられて、二の句が継げなくなってしまう。

　身体を抱えられてひょいと膝の上に乗せられる。真向かいにある直樹の顔は、べつに茶化しているでもなく、真面目そのものだった。

「酔っ払ってるお前を、俺が無理やり抱くと思うか？　昨日はたしかに途中までしたけど、お前、限界だったのか寝ちゃったんだよ」

　酔った勢いでしてしまったわけではなかった。それだけでもホッとする。

　では、円香を抱いた責任を取って、恋人になるなどと言ったわけではなかったのか。

　じゃあ、どうして？

「ねぇ、本当に私と、恋人になってよかったの？」

　コツンと彼の肩口に額を擦りつける。

　直樹の気持ちはわからない。

　だが、大事にする、浮気はしない、そう言われて嬉しかった。

　期待してもいいだろうか。

　今はべつの誰かを好きでもいい。いつか円香を好きになってくれたら、と。

「当たり前だろ」

「そっか」

　円香が直樹の背中に腕を回すと、強く抱きしめ返される。

　直樹がそう言うのなら信じたい。ずっとこの腕の中にいたい、そう思った。
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　日用品や仕事道具だけを直樹の部屋に運び終えた後、自宅近くのレストランで遅い昼食を摂り、クリスマスケーキを買いに出かけた。

「ねぇ、ケーキなら近場でいいんじゃないの？」

　毎年、円香が買うケーキはコンビニかスーパーのものだ。

　面倒くさいとか、手作りは無理とか、そういうことではない。クリスマス時期のスイーツ店は戦場だし、そもそも直樹はさほど甘いものに興味はなく、円香もそこまで好きなわけでもないからだ。

　一応、イベントごととして用意しているだけで、むしろメインはシャンパンとつまみ、それに直樹との近況報告会だ。そのため、ケーキも酒もつまみも買える店が妥当なのである。

　それなのに、どうしてか直樹の車で連れてこられたのは、高級ブティックなどが並ぶ銀座界隈。クリスマスイヴということもあり、道を歩く人はカップルや夫婦が多い。

「恋人として過ごす初めてのクリスマスイヴだろ」

「そ、そっか」

　どうしよう、なんだか胸が弾んで顔がにやけてしまいそうだ。直樹が恋人として円香を扱ってくれることが嬉しくて堪らない。

「でも、この辺りの店で予約しないで買えるかな？」

　車を停めて晴海通りを歩く直樹は、どこか目的地があるのか足取りに迷いはない。

「いや、ケーキじゃなくて、クリスマスプレゼント」

「プレゼント？　え、そんなのいらないよ！　私も用意してないし！」

　そうか、恋人同士になったらクリスマスにそれなりのプレゼントを贈るのか、と自分が思ってもいなかった事実に愕然とする。

（だって……クリスマスに彼氏いたことなかったから……っ）

　と、言い訳のように考えて、ふと直樹の横顔を見つめた。当たり前のようにプレゼントを贈ろうとする彼は、こういったことに慣れていそうだ。

　今までも彼女にクリスマスプレゼントを贈っていたのだろうか。直樹の過去の相手のことなど考えても仕方がないのに、モヤモヤしてしまう。

「俺が贈りたいだけだ」

「自分の誕生日にプレゼント贈ってどうするの」

　直樹の誕生日は今日、クリスマスイヴだ。

　以前は毎年、直樹の家のクリスマスと誕生日の合同パーティーに呼ばれていたことを思い出す。中学生まではそうして直樹の家族と一緒にクリスマスイヴを過ごしてたのだ。

　しばらくすると、もう誕生日を祝うような歳じゃないと直樹が言ったらしく、旅行好きな直樹の両親はクリスマスに泊まりがけで出かけるようになった。それからは、イヴは二人でケーキを買って食べるのが決まりになった。

　約束はしていなかったけれど、幼い頃から直樹の誕生日は祝ってきたため、円香は毎年当たり前のように家を訪ねていた。

　彼が一人暮らししてからもそれは変わらなかった。共に二十歳になったお祝いにと、二人で酒を飲んだこともよく覚えている。奮発して五千円近くするシャンパンを買った。

　初めての酒に舞い上がって飲み過ぎてしまい、次の日何も覚えてなかったのは痛い思い出だ。難しい顔をした直樹に「お前は俺以外の男の前では絶対に飲むな」などと言われたのだ。

「十二月二十四日が誕生日なんて、忘れたくても、忘れられないよね」

「毎年お祝いしてくれてるよな。小学生の頃から変わらず。俺がテレビの仕事してからは、お前がケーキ持ってマンションの前で待ってた」

「仕事でお祝いできない年は、郵便受けの中にプレゼント入れてね」

　毎年一緒にお祝いしたいと思っていても、円香が働き始めてからは互いの都合が合わない時もあった。とくに直樹がテレビの収録で忙しくなり始めた頃は、あまり顔を合わせることもなかった。

　けれど、どうしてもおめでとうと言いたくて、郵便受けの中にメッセージ付きの菓子を入れておいたのだ。

　今思えば、恋人でもないのにいき過ぎた行動だ。「直樹は幼馴染みでしかない」と自分に言い聞かせながら、彼の誕生日を独占していたのだ。

　それで恋心があると気がつかなかった自分はあまりに鈍い。

「お菓子な。家に帰るのが楽しみだったよ」

　今年は、形に残るものをプレゼントしてみようか。

　高価な物は無理だけれど、身につけてもらえるものを二人で選びに行ってもいいかもしれない。

「今年欲しいものは決まってるんだ」

　円香の心の声が聞こえたかのように直樹が言った。

「そうなの？」

　ふと横を見ると、歩く自分たちの姿が、通りにあるショップのウィンドウに映っていた。身長だけは釣り合いが取れているものの、立ち姿だけで目を惹く直樹の隣にいる自分は、どこか地味に見えた。

「円香？　どうした？」

「う、ううん！　なんでもない！」

　通り過ぎる人の目が直樹を捉えるたびに、似合わないと思われているのではないかとつい俯きがちになる。

　昔の心の傷をこんな時に思い出さなくてもいいだろうに。

「お前な。そんな下向いて歩いてると転ぶぞ」

　さりげなく手を取られて、カッと頬が熱くなる。

「あ、あの……手」

「ああ、だって、恋人だろ？」

　繋いだ手に指を絡ませて強く握られる。

（手を繋ぐのなんか、初めてじゃないのに……）

　慶太とだって手を繋いで歩いたことはある。その時は、これほどに緊張しなかった。繋いだ手が熱を持っていて汗ばんできそうだ。恥ずかしくて直樹の目が見られない。

「あ、あの。欲しいものってなに？」

　円香は動揺を振り払うように慌てて口にした。

「ペアリング。付きあい始めのカップルにはベタだろ？　来年のお前の誕生日には婚約指輪でも贈ろうか」

「婚約指輪って」

　冗談混じりに言われても困る。

　本当にそれを贈りたい人がいるのではないか、と勘繰りながらもどうしたって期待してしまう。

「指輪は虫除けにもなるしな。お前、ボケっとしてるから、よそ見しないように」

「よそ見なんてしません」

　直樹でもあるまいし、とつい拗ねた面持ちで唇を尖らせた。

　中学の頃の気持ちが再燃しただけではなく、円香は今の直樹を好きになっている。何年越しかのこの恋はとてつもなく重いものだ。

　名前も知らない誰かよりも、きっとずっと、円香の方が直樹に対しての想いは強い。好きな人なんて早く忘れればいい。彼を奪わないでと祈るような気持ちでいる。

「ならいいけど」

　ジュエリーショップは一階がシーズンコレクションや比較的低価格なブランドを扱っていて、二階がブライダルジュエリーとなっていた。

　直樹はなにを思ったのか円香の手を引いて、階段へと向かう。

「ちょっと二階も見に行ってみよう」

「えぇっ？」

　もともとブランド物に詳しくない円香は知らなかったが、ここは芸能人が婚約指輪を購入しに訪れることもある有名な宝石店らしい。

　その分二階は値段もお高めで、ゼロの数にめまいがしてくる。いくらウィンドウショッピングとはいえ、手に取るのも失礼な気がして気後れしてしまう。

「ちょ……見るなら下行こうよ」

　声を潜めて言うが、隣で真剣な表情をして指輪を選ぶ直樹は、ちらりと円香を見てため息混じりに口を開いた。

「一生に一度の物だろ？　どんな物でもお前は喜んでくれるだろうし、思い出は残るかもしれないけど、俺はお前に似合う物を選んで贈りたい」

　そんなことを言われて、円香の顔は引きつるばかりだ。どうやら直樹は、完全に結婚前のカップルになりきっているらしい。

　店員は、いい客を得たとばかりに円香を見つめながら微笑んだ。

「いらっしゃいませ。婚約指輪でしたらこちらが人気でございます。気に入ったものがございましたら、遠慮なくお申しつけください」

「あ……はい」

　ふふふ、と乾いた笑いを漏らすしかない。

「お前、指細いからあんまりダイヤが大きいと浮くよな。もうちょっとリングが細身で、ダイヤが並んでついてるようなのないですか？」

「ああ、それでしたら……こちらなどはいかがですか？　センターストーンは一カラットでリング全体にダイヤがあしらわれております。そのため、ちょっとお値段は張ってしまうのですが、お客様のほっそりとした指にはとてもお似合いかと。しかも、こちら横から見ていただくとセンターストーンの部分がハート型になっていて、婚約指輪として大変人気がありますよ」

　白い手袋をはめた店員が指輪を手に持ち、目線の高さにかざすと、たしかに横から見たフォルムがハート型に見える。値段まで視界に入ってしまい、ブンブンと首を横に振った。

（いやいや、三百万って！　気軽につけられる値段じゃないでしょ！）

「ちょっと嵌めてみてもいいですか？」

　直樹が円香の左手を取りながら、店員に聞いた。

「もちろんでございます。どうぞ」

「え、え……ちょっと」

　桁二つ下の値段のものはないですか──と心の中で叫ぶ。

　直樹に左手を取られて、指輪が嵌められる。蛍光灯の光に反射したダイヤはキラキラと光り申し分なく綺麗だ。

（可愛いけど……綺麗だけど……っ、早く外したい）

　万が一どこかにぶつけたらと思うと、手を動かせない。

「ああ、これいいな。似合ってる。お前は？　気に入らない？」

「可愛いと思うけど……値段が無理！　手がプルプルする……っ」

　本気で涙目で訴える円香に呆れたような視線を向けた直樹は、さっさと円香の指から指輪を外して店員へと返した。

「お前な……まぁいいや」

　直樹は店員に「もう少し考えます」と言うと、円香を連れて一階へと下りていく。一階は客層もまったく違っていて、円香と同じ年頃の女性客やカップルが多かった。

　それに、一階に置いてあるアクセサリーは円香でも手が届く値段でホッとする。ああでもない、こうでもないと言いながら、二人で指輪を選ぶのは楽しかった。

　互いに指輪を贈りあって、そのまま着けていきます、と右手の薬指に着けた。円香は直樹の指輪の分の金を支払って、彼は円香の指輪を買ってくれた。形に残るプレゼントを贈れたことに、自分がどうしようもなく浮かれているのは最早隠しようもない。

「じゃあ、ケーキとシャンパン買って帰るか」

「うん」

　はいと手を差し出されて、自分の手を重ねた。

　手のひらから、互いの熱が伝わる。

　円香の鼓動は速い音を奏でている。言葉なく歩きながら繋いだ手のひらが汗ばんだ。

「円香の誕生日は、十一月だよな」

「誕生日覚えててくれたんだ」

「お前の誕生日、忘れたくても忘れられないだろ」

　フッと笑みを浮かべて直樹が笑った。

　たしかに、覚えやすい誕生日だとは思うけれど。

「まぁ、十一月十一日だから。一月一日の次に覚えやすいかも」

「べつにそれだけじゃなくて、忘れないよ。円香の誕生日は。祝ったことはなかったけど」

　直樹が覚えてくれていたとは思わなかった。

　いくら幼馴染みとはいえ、恋人でもない女性の誕生日を祝うことはないだろう。

　円香は当たり前のように会いにいっていたけれど。普通はしない。

（私……そうまでして、会いたかったんだ）

　クリスマスイヴだから、直樹の誕生日だからと会うための口実を探していた。

　小さい頃から祝っていたからなんて、恋人がいるのに、わざわざクリスマスイヴを空けておく理由にはならない。

　十二月二十四日だけは自分を優先してくれることに、優越感を覚えていたのかもしれない。

（直樹をちゃんと忘れられなかったから、誰と付きあってもダメだったのかもね）

　潔癖でもないのに、頑なに誰とも肌を重ねなかった。けれど、直樹に抱かれることにはなんの抵抗も感じなかった。むしろ、嬉しかった。

（振られて話を聞いてなんて、直樹を呼びだして……あからさまじゃない、私）

　慶太が言っていたことが間違いではなかったと、今さらながらに反省する。もしかしたら浮気を疑うのも当たり前であったのかもしれない。

　──円香だって、浮気してただろ？

　──円香の口からよく聞く幼馴染みって男だよな？　そいつは家に入れてるんじゃないのか？　円香は家族みたいなものだって言うけど、そいつだって他人じゃないか！

　恋人を部屋に入れないのに、幼馴染みは当たり前のように部屋に入っているかもしれない、そう考えれば恋人としては平然としてなどいられないと理解できる。

　円香と話しあうでもなく、浮気という手段をとった慶太のことを許せはしないが、原因を作ったのは円香だろう。

「円香？　どうした？」

　黙ったままの円香を心配したのか、直樹が顔を覗き込んでくる。

　繋がれた手以外は今までとなんら変わらない。けれど、二人の間に流れる空気は以前よりもたしかな甘さを孕んでいる。

「ううん、誕生日覚えてくれてるとは思わなくて、ビックリしただけ」

「来年は一緒に祝おうな」

「ほんとに？　今までみたいに忘れない？」

「だから忘れてないって……」

　直樹の横顔はどこか拗ねているようでもある。

　小学生の頃から知っているのに、この二日で直樹の新しい面ばかりを見ている気がした。

　車に乗り込んで、自分の右手と彼の右手が視界に入るたびに、落ち着かない気分にさせられる。嬉しくて、どこか恥ずかしい。

　直樹と、こんな風になる未来を想像だにしていなかったから。

　赤くなった頬が熱くて、車の窓を開けた。冷たい風が熱を持った頬を冷ましてくれる。

「明日の予定は？」

「特にないよ、直樹は？」

「俺も。せっかくのクリスマスだけど、今日と明日は家でいいか？　それとも、どこか行きたいところあるか？」

「ううん、ないよ。なんで？」

　毎年ケーキとシャンパンでまったり過ごしていたのだ。恋人同士になったからといっても、それを変える必要はないだろう。どうしてそんなことを聞くのかと、不思議に思って円香が首を傾げると、信号待ちで止まった隙に直樹の顔が近づいてきた。

　顎に触れた手にそっと顔を持ち上げられて、頬が紅潮していく。

「無理させたくないけど、したい……帰ったら、いい？」

　唇が触れる直前に聞こえた声は、すでに掠れていた。自分を欲してくれることが嬉しい。たとえ今は愛情がなくとも、抱きたいと思ってくれることが嬉しい。

　もしかしたら、いつか、直樹の気持ちが自分に向いてくれる日が来るかもしれない。だから、たとえ彼にほかに好きな人がいても、この恋を終わらせたくはなかった。

「私も、したい」

　円香がそう返すと、それきりマンションに着くまで言葉はなかった。







「あっ……はぁっ……ま、って」

　玄関のドアに背中があたる。鍵を開けて部屋に入ってすぐ、貪るような口づけが贈られた。

「散々待った。お前もしたいって言っただろ？」

　食らいつくような勢いで唇が奪われ、すぐさまスカートの下から手が入り込んでくる。

　こんな場所でと思うのに、身体は苦しいほどに直樹を欲してしまっている。

「俺の……これ、わかるだろ？」

　ショーツの上から昂った腰を押しつけられて、グリグリと秘部を捏ねられる。

　直樹の背中に縋りつくように手を回していなければ、立っていることもできない。

「ひぁっ……はぁ、ん……そこ、ダメ」

「ダメ？　そんなに気持ちよさそうな声、出してるのに？」

　硬い先端で擦られるだけで、ショーツの中で存在を主張し始めた小さな芽がはしたなく勃ち上がってしまう。それに、数時間前に受け入れたばかりのソコが、キュンと甘く疼いて腰を痺れさせる。

「でも……ここじゃ……っ、外、聞こえちゃ」

「そうだな。円香の声、聞かせたくない」

　ようやく靴を脱いで部屋に上がると、手を引かれて連れていかれたのは寝室ではなく、洗面所だった。一度洗面所から出ていった彼は、一分も経たずに戻ってきた。その手には避妊具がある。どこでなにをするかがわかり、円香は頬を真っ赤に染めた。

「汗かいたから一緒に風呂入ろう」

「一人ずつじゃ……ダメ？」

「ダメ。我慢できない」

　バスルームですると暗に言われて、頭が沸騰したかのように熱くなる。今日処女を失ったばかりなのだ。まだ、直樹の前で堂々と裸を晒せるほど行為に慣れていない。

　それでも、今までその手のことに枯れきっていたのが嘘のように、彼に抱かれたいと思ってしまう。

　うだうだと考えていると、あっという間にシャツとスカートを脱がされた。ブラジャーもショーツも手際よく取り払われて、逃げ道は完全に塞がれた。

　円香を脱がすと、直樹も自らの服に手をかける。つい昂ったものが視界に入ってしまい、いたたまれなさに目を逸らした。

「お湯溜めような。ゆっくり入りたいし」

　頭上からシャワーが降り注ぎ、円香の身体が濡らされる。足をキツく閉じて胸元を隠していると、そっと手を外され代わりに背後から直樹の手で覆われる。大きな手のひらにすっぽりと収まった乳房を上下に揺らされただけで、擦られた先端が勃ち上がってくる。

「ん、あっ……」

　堪えきれずに、艶めかしい声が浴室内に響いた。

「なぁ……お前が感じてるとこ、鏡で見てろよ」

　洗い場には全身が映る鏡がある。背後から抱き締められている円香の姿も、胸を揺らす直樹の手も視界に入る。羞恥に耐えない行為に目を逸らしたいと思うのに、欲情した彼の姿を目に焼きつけたいとも思ってしまう。

　両方の胸を上下にすくうように揉みしだかれ、手のひらで敏感な乳嘴が擦られる。シャワーの熱さもあり、円香の頬は赤く染まっていく。

　熱に浮かされたじんわりと潤む円香の瞳が、鏡の中にハッキリと映しだされた。

「あぁぁっ……やっ、あっ……」

「乳首弄ると、すぐ腰揺れてくる」

　乳房を揺らされながら、赤い実を指で抓むように引っ張られて、閉じていた太ももの間からはしたない蜜が溢れてくる。

　シャワーの湯とは違うそのぬめりに、円香は腰を捩って身悶えた。

「身体、洗ってやるよ。そういや小一の頃、一緒に風呂入ったよな。あの頃は、お前と風呂場でこんなことするなんて、思ってなかったけど」

　直樹はボディーソープを手に取ると、自らの身体をサッと洗う。そして泡立った手で円香の首から胸元までもを撫でつけてきた。

「んんっ、はぁっ、や、あ」

「洗ってるだけなのに、エッチだな。ココ、勃ってきてる」

　硬さの増した乳首を泡立った手で抓み上げられると、もう声を抑えることもできない。

「はぁっん、そこ……っ、つねっちゃ、やぁ！」

　円香を責め立てる直樹の欲望も、もうはち切れんばかりに存在を主張している。

　背後から尻に押し当てられて、双丘で擦り上げるように屹立が動かされる。ボディーソープのぬめりで、ぬるぬると動く陰茎がより硬さを増していく。自分の喘ぎ声に混じって、直樹の荒い息遣いが後ろから聞こえた。

「あぁん、はぁ、んん……やぁっ」

「円香っ、腰……揺らすなよ。入りそ……っ」

　濡れた蜜壺をめちゃくちゃにかき回してほしい。先端が膣口に触れるたびに、期待で新たな蜜が次から次へと溢れだす。

　中心が熱く疼いて、切なくて、我慢ができない。

　彼を誘うように足を開いて、自らの陰部に押し当ててしまう。

　早くこれで中を擦り上げてほしい。濡れ襞を刮げながら、最奥を突いてほしい。頭の中には、そんな淫らな想像ばかりが浮かぶ。

「もっ……欲しいの、お願い……」

　淫らに腰をくねらせながら、鏡越しに快感に濡れた目を向けて乞う。

「あとで、いっぱい挿れてやるから。ほら、これで擦るだけで……ヌルヌルしてくる」

「あっ、あぁっ……挿れて、んんっ……」

　蜜の溢れた花弁の上を滾った陰茎で何度も擦られる。もどかしくて堪らない。一気に突き上げてほしくなって、ゾクゾクとした疼きが背中から頭の先までせり上がってくる。

　谷間を行き来するたびに愛液で滑る感触がして、円香は感じ切った顔で喘ぐ己を見ていられずに、鏡から目を逸らした。

「気持ちいい？　たくさん、出てきたな」

　ほら、と足の間から垂れた愛液を指ですくわれて目の前に翳された。粘り気のある蜜が直樹の指を濡らしている様に、身体が煮えたぎるように熱くなる。

「俺のこと欲しがってる顔……見ろよ。ほら、やらしいな」

　顎が持ち上げられて、前を向かされる。鏡の中には頬を真っ赤に染めて、蕩けきった表情で直樹の手に溺れる女の顔があった。

「は、ずかし、からぁっ」

「こんなに腰くねらせて、今日が初めてだったとは思えないな。ほかの男に見られなくてよかったよ」

　それほどまでに自分の痴態はひどいものなのだろうか。初めてなのに、こんなにも感じてしまうのはおかしいのだろうか。

　後ろから太ももが持ち上げられると、ヒクヒクと震え蜜を垂らす膣口が鏡に映しだされる。

「やぁっ……こんな、の」

「俺の指を呑み込むところ、見てろよ」

　わざと見せつけるようにゆっくりと、濡れた蜜壺に指を差し挿れられる。一番長い指が根元まで呑み込まれていく淫靡な様から目が離せない。

　爪の先まで見えるくらいに引き抜かれて、また埋められる。ズルズルと呑み込まれるたびに蠢く蜜襞が、指を奥へ奥へと誘い込もうとする。

「あぁっ……あっ、んん、いっ……」

　柔襞を擦り上げる指の動きが堪らなく心地いい。

　根元まで埋められた指をリズミカルな動きで抜き差しされる。そのたびに愛液がかき混ぜられ、風呂場にヌチュヌチュと濡れた音が響いた。浴室内に響く卑猥な音に、思わず耳を塞ぎたくなってしまう。

「音……立てちゃ……やっ」

「指を動かすだけでエッチな音が聞こえる。俺ので、擦られたい？」

「んんっ……直樹のが、いいっ」

　腰を揺らしながら懇願すると、ピリッと避妊具を破いた音が聞こえて、開いた足の間に猛々しく盛り上がった怒張が押し当てられる。

　疼いた隘路が痛いほどに収縮し、ヒクついた入口が開いていく。

　ヌチュッと硬い先端が飲み込まれていく様は、あまりにも卑猥で鏡に映る下肢から目が離せない。

「ほら、入っていくところ……しっかり見てろ」

「あっ、あぁぁっ、な、かっ……キュッって、する……」

　右足を持ち上げられているせいで、身体を支えているのは左足一本だ。ガクガクと足が震えると、もう立っていることもままならずに崩れ落ちてしまいそうになる。

　後ろからたくましい腕に身体を支えられていても、膣壁を抉られる凄まじい喜悦に頭がクラクラして、円香は鏡に縋りつくように手をついた。

「ふっ、あぁん、あっ、はぁっ」

　前を向くと、口を開けっぱなしで喘ぐなんとも濫りがましい己の姿があった。うっとりと目を細めて興奮で顔を紅潮させている、それは愛する男に抱かれて悦ぶ女の顔だった。直樹がこんな風に乱れる円香の姿を見てどう思っているかと考えると、とても平静ではいられない。

　根元まで呑み込まれた怒張が引き抜かれると、結合部からは大量の愛液が飛び散った。

　その淫猥な光景から目を逸らしたいのに、恥ずかしくて堪らないのに、なぜか見入ってしまう。

「指で触った時……ここ擦ると可愛い声あげてたよな。気持ちいい？」

　ヌルッと引き抜かれた陰茎が角度を変えて、奥まった場所を突いてくる。

「あぁぁっ……そ、こ……ダメっ、んんっ」

　敏感な濡れ襞をトントンと軽く突かれるだけで、目の前で火花が散り全身が戦慄いた。背中が波打ち、腰が震えて小さく達してしまう。

「……っ、中が痙攣してる……もしかしてイッた？」

「んんっ、やぁっ……今、動かしちゃ、っ……」

　容赦なく突き挿れられて、ずっと長く達しているような状態に頭がおかしくなりそうだ。

「あっ、あぁっ、も、やぁっ……！」

　ズチュズチュと激しい水音が立ち、弱い場所ばかりを穿たれると深い快感がとめどなく訪れる。

　太ももが抱え直されて、鏡に結合部が映しだされる。ヌルリと太いものが内側から出ていく感覚に肌が総毛立つ。粘り気のある愛液にまみれ、赤黒く血管が浮きでているそれは、あまりにも淫靡だった。

「……っ、締めつけるなよ」

「そんなの、知らなっ……」

　熱っぽい息を吐きだした直樹の声が耳元でして、肉茎を絞りとらんばかりに下肢がキュウっと蠢く。

「あっ、はっ、はぁっ、あぁぁん、んんっ」

　腰を打ちつけるスピードが速まると、肌が戦慄き、もう甘やかな声が止められない。

　引っ切りなしに嬌声が上がり、肌を打ちつける打擲音が響く。上から降り注ぐシャワーですら、敏感な肌に恐ろしいほどの快楽をもたらした。

　後ろから身体を揺さぶられて、ゴリゴリといい場所を擦られると、頭の芯が痺れて狂おしいほどに感じてしまう。

「ここも、してやるよ」

「いやぁぁっ……あぁん、そこ、しちゃ……ダメっ」

　前に回った手に、プツリと尖った胸の頂を引っ張り上げられて、身体中が焼けつくような激しい快感が押し寄せる。

　胸と下肢、両方を責められる凄烈な快感に、ますます滾った肉茎を締めつけてしまう。蜜襞がうねりより奥へと竿を誘い込もうとすると、抽送は激しさを増していく。

「はぁっ……円香……いい？」

　ヌルヌルと粘つく手のひらで乳房を揉みしだかれ、乳首を捏ねられる。痛いほどに強く抓られているのに、脳裏が真っ白になるほど気持ちがいい。

「う、んっ……気持ちいいっ、それ、もっと……っ」

　ズンズンと腰を突き挿れられると、深い陶酔が押し寄せて、自分でもなにを言っているのかわからなくなる。

　荒々しい行為が嬉しい。もっとひどくしてほしい。そんな風に思うなんて、円香はどこかおかしくなってしまったのだろうか。

　身体を重ねた分だけ、前よりも深く直樹を好きになる。

　愛してほしいと思ってしまう。

　まるで初めて恋をしたみたいに胸が弾んで、一緒にいられることに幸せを感じる。

　こんな風に誰かに愛されることを知らなかった。直樹の心も、自分のものであったならばどれほど嬉しいか。

　そんな贅沢なことを考えてはいけないだろうか。

「もうっ……あぁん、あっ、はっん……い、イッちゃ……っ」

　脈動する怒張が激しく跳ねて、腰を打ちつけるように最奥を穿たれる。

　硬く張った先端でゴリゴリと濡れ襞を擦り上げられると、切羽詰まった声が漏れる。もう限界だった。

「ダメ……ダメぇっ……も、イクっ！」

　頭の中が蕩けてしまいそうだ。背中を仰け反らせながら全身を震わせ絶頂に達すると、背後にいる直樹もまた腰を痙攣させた。中で膨れ上がった屹立がビクンと震え、飛沫を弾かせる。

「はぁ、はっ……はぁ、ん」

　意識が一瞬遠のいて、円香は恍惚としたまま短い呼吸を繰り返す。

　鏡越しに熱い眼差しで見つめられて、それだけでまた彼を失った空洞が物欲しそうにヒクついてしまう。

「あぁっ……はぁ……っ」

「円香、今日はもう無理させたくないから。そんな声出すな」

　無理なんてしていない。

　もっとしたいのは、円香の方だ。

　理性がなくなるほどに抱いてくれてもいいのに。

　さすがにそう言うことはできなくて、円香は振り返りざまに口づけた。

「ふっ……んん」

　荒くなった呼吸を呑み込むように、舌が絡めとられる。

　直樹の首に腕を回し、円香もおずおずと舌を差し入れた。口蓋や頬裏を舐められ、舌を強く吸われる。収まりのつかない身体は、口づけだけでふたたび火を灯した。

「な、おき……」

「もう一回だけ……していいか？」

　今度はベッドで──そんな風に求められることが、どれほど嬉しいか。

　円香が頷くと、彼もまた口元を緩ませる。

　この想いは貪欲で、コップから溢れた水のように、日々、増え続けることになるのだろう。







五







　年が明けて、初出勤日。

「奈木先生、去年の暮れあたりから、なんか変わりましたね」

　同僚の平沢に隣から声をかけられて、円香はハッと我に返った。今日の夜ご飯はなににしようかとぼんやり考えていたが、今は仕事中だ。

　授業中に気を抜くことはないが、放課後自分のデスクに戻るとつい気が抜ける。

　直樹とのこれからの生活を想像するだけで楽しく、次の日に使う授業のプリントを作りながら物思いに耽ってしまっていた。

　直樹との暮らしは順調すぎるほどだ。

　もともと気心の知れた仲であり、互いの踏み込んでいい境界線をよくわかっているからかもしれない。

　彼は円香が本気で嫌がることは絶対にしないし、逆も然りだ。まぁ、もともと直樹が怒っているところなど、今まで一度も見たことはないのだが。

　互いに仕事をしているため、円香が毎日食事を作っているわけではない。

　直樹の仕事は深夜にまで及ぶことは珍しくなく、そんな時は夕飯を作らず先に寝ている。それまで隣に住んでいても顔を合わせなかったはずだ、と直樹の生活リズムを見ていて思う。

　進学塾は、夏季冬季の講習がある時以外は、三時以降に授業が入れられる。授業時間は夜の十時までだ。その後雑務をしてから帰るのだから、深夜になるのは当然かと、今さらだが思い至った。だが、経営に関わってからは、朝に起きて夜に寝る日も増えたらしく、早く帰ってくることもあった。

　掃除は何日かに一度。寝室とリビングだけだ。休みの日に普段手が行き届かないところを二人で掃除すれば、広い部屋でもなんとかなるものだ。

　今日は早く帰れるらしいから、一緒に夕食を摂ろうと約束していた。円香が作った食事を美味しそうに食べてくれるのが嬉しくて、帰る時間が待ち遠しかったのだ。

　一緒に食事を摂りながら、その日あったことを話すだけであったが、直樹のそばにいられることをただただ幸せに感じる。

　恋は、相手を努力して好きになるものではなかった。

　おそらく、慶太相手にさえ、円香は本当の恋をしていなかったのだろう。

　気づいたら直樹のことばかり考えてしまう。

　とにかく一緒にいたくて、でも一緒にいると触れたくなってしまって、冷静でなどいられない。それは慶太に対して感じていた気持ちとはまったく違う。

「なにかいいことでもあったんですか？」

「いえ、まだお正月休み気分が抜けてないみたいです」

　平沢に聞かれて、ふふっと曖昧に誤魔化しながら忙しなく次回の授業で使うプリントをまとめた。ぼうっとしていたら仕事が終わらず残業になってしまう。

「そうだ。今日、仕事終わったらみんなで食事に行こうって言ってるんですけど、奈木先生もどうですか？」

「あ……ちょっと今日は予定があって、すみません」

「そうですか。じゃあ、またお誘いしますね」

　考える間もなく答えると、平沢はあっさりと引き下がってくれた。気安い態度だが、この平沢の距離感はありがたい。

　パソコンで資料作成をしていると、今年の新年会担当者から開催場所についてメールが届いた。

　件名を見て、思わずため息をつく。

（毎年、恒例だからなぁ。行くって言ったけど、面倒くさい）

　新年会は、全員が参加するわけではないが、幼稚部から高等部の教員まで集まる大規模なものだ。

　生徒たちがまだ冬休みだからこそ、この時期なのはわかる。

　だが、プライベートはゆっくりと過ごしたい──そう思うのは円香だけではないだろう。いやいや参加している女性教員も多い。

　友達と言える相手がいたのは小学部時代くらいで、中学高校は直樹以外の人とまともに話すこともなかった。大学に上がり、社会人になって様々な交友関係が増えたが、どちらかというと社交性が低い円香にはこの手の付きあいは面倒でしかなかった。

　おそらく、中学高校での出来事が尾を引いているのだろうが、他人とは一歩線を引いて付きあってしまうため、長い時間一緒にいると思いのほか疲れてしまう。

（行きたくはない、けど……）

　いくら最近は〝行きたくない飲み会は断ってもいい〟そんな風潮があるにせよ、一社会人である以上、避けては通れない。

　既婚者でもないのに何度も参加を断り続けていると、上からの評判はやはり悪くなる。

　学校だって、小さな会社のようなものだ。しかも上司のほとんどが、セクハラやパワハラが当たり前にあった時代に生きた人たちなのだ。

　円香はおとなしく見られがちだからか、酒の席で上司にセクハラめいた発言をされることが多い。事を大きくすれば、仕事にも影響が出るし働きにくくもなる。だからなるべく断っている。

（一年に一回だから、我慢！）

「奈木さん、明日の新年会行くんですか？」

　放課後の残務処理に追われていると、後ろからまた平沢が話しかけてきた。パソコンでメールを開いているのを見られたのだろう。

「ええ、行きますよ」

　事務的に答えただけなのに、平沢はパッと顔を輝かせた。

「本当ですかっ？　奈木先生、ほとんどそういう飲み会来ないって聞いてたんで、嬉しいです」

　平沢は「楽しみです」とだけ言って自分の仕事に戻った。気さくで押しつけがましくない態度だからか、平沢は人と距離を詰めるのが上手い。きっと友人がたくさんいるのだろうな、と円香は微笑み返した。

　新学期からのプリントをコピーするため席を立ち、残務処理を終わらせる。

　残りは明日でもいいだろう。

　円香は、職員室で「お先に失礼します」と声をかけて席を立った。

　今日はクラスの保護者から連絡もなく落ち着いていた。今日のように、六時前に帰れることは滅多にない。

　新学期が始まればまた数々の問い合わせに忙殺されるだろう。

　円香が相手をしているのは小学生の子どもたちだ。

　叩いた、叩かれた。悪口を言った、言われた、などいつもなにかしらのハプニングは起きる。教師の目が届かない場所では特に。

　言葉で上手く説明ができない時、手が出てしまうことも珍しくはない。その際、円香は両者の話を聞いて、それでもなにが起こったかわからない時は、見ていた周りの生徒たちにも話を聞いている。

　誰か悪かった、と犯人探しをするのではなく、どうしたらよかったかを生徒たちに考えさせるようにしていた。

　担当しているのは三年生だ。一年生の時よりもしっかりしてきた分、異質だと思った子を排除しようとする傾向が出てくる年頃で、子どもたちの変化を見逃さないようにしなければならない、と日々思う。

　円香自身も排除されてきたからこそだ。

　中学高校時代の辛い経験がなかったら、教員になっていなかった。

　もし直樹がいなかったら、不登校になっていたかもしれない。話し相手がいて、勉強を教えてくれて、困った時には頼っていいと言ってくれた。辛くはあったが、直樹がいたから、友達のいない学校に毎日通えた。

　状況は違っても、円香と同じように辛い思いをしている子がいたら、どうにか助けたいと思う。

　ナースシューズからパンプスに履き替えて更衣室を出ると、ちょうど帰るところだったのか、同じように更衣室から出てきた平沢やほかの同僚と会った。これから食事に行くと言っていたから、皆、残業せずに出てきたのだろう。

「お疲れ様です」

　円香は会釈をして通り過ぎようかと思っていたが、駅近くの和食処に行くらしく、途中まで一緒にという流れになった。

「いつもこれくらい早く帰れるといいですよね」

「そうですね。なかなか」

　平沢たちと学校を出ると、門から数メートル先の木陰に、見覚えのあるシルエットを見つけた。そして円香が思わず足を止めると、待っていたとばかりにその人物がこちらを見て近づいてきた。

「三嶋くん……」

　そこには、円香を裏切り、二股をかけた挙句に相手を妊娠させた元婚約者──三嶋慶太の姿がある。

「円香、話があるんだ」

　今さらなんの話があるというのだろう。だが、こんな場所で過去付きあっていたことをばらされても困る。いずれにしても、学校の前でできる話ではないはずだ。

「奈木先生？　あれ……」

　同僚の一人が、以前に学校によく来ていた慶太に気づき目を瞬かせた。

「申し訳ありません。私はここで失礼します。お疲れ様でした」

「ええ……お疲れ様でした」

　矢継ぎ早に言うと、同僚たちには聞こえないように「来て」と慶太の腕を掴み、人気のない場所へと急ぐ。駅から反対方向に歩けば、部活動帰りの生徒や教員と会う可能性は低くなる。円香は門から離れた場所で立ち止まり、慶太に向き直った。

「円香」

　なぜか満足げに微笑まれて、円香は不信感を露わにした。

「言っておくけど。私はもう話なんてない。学校まで来るのはちょっと非常識じゃない？　三嶋くんの顔を知っている人もいるんだし」

「こうでもしないと、会ってくれないと思った」

　当たり前だ。自分がしたことを忘れたのだろうか。

　円香はあの日を境に、二度と会うつもりはなかった。

（今日は、早く帰ってご飯作りたいのに）

　真向かいに立った慶太の顔を見つめる。彼の顔を見ても、不思議なほど感情が動かされることはなかった。

（私の中で……とっくに終わってたんだ……）

　好きだと思っていたのに、今は慶太を迷惑だとしか思えない。むしろ日々の楽しさに今日まで紛れて忘れていたくらいだ。元気かどうかすら気にしなかった。

　妊娠させてしまった相手とはどうなったのだろう。いろいろあったにせよ、これから子どもが産まれるのだから、二人で幸せになってほしい。今はそう思える。

「なんの用で来たの？」

　早く終わらせて家に帰りたい。話の内容は予想もできないが、職場に来るという非常識な行いまでした以上、彼にとっては大切なことなのだろう。

　珍しく、慶太は緊張しているようだった。キツく握られた手には血管が浮き出ている。

「俺、やっぱり……円香のことが、忘れられなくて」

　意を決したように、はっきりとした口調で彼は言った。

　予想だにしていなかった言葉に唖然として円香は表情をなくす。

　この人はいったいなにを言っているのだろう。

　妊娠させた女性とはどういう話し合いがあったのか。それを知る術はないが、産むにせよ、産まないにせよ、今、彼がこんなところで円香によりを戻したいなどと言っている状況ではないのは歴然としている。

「円香……俺……」

「私は、もう忘れたから」

　曖昧にしておいていい話ではない。

　ハッキリと断らなくては。そう思って口に出すと、慶太はなおも言い募ってくる。

「浮気したことは謝るよ……でも、やっぱり円香も悪いだろ。だって、付きあって半年も経つのに、エッチしないとかさ。あり得ない。幼馴染みとのこと、誤解してたのは悪かったけど、円香だって俺と結婚したいって言ってくれたよな。彼女にはちゃんと話して納得してもらう。あいつの妊娠のせいで、俺と円香が別れなきゃならないっておかしいだろ？」

「え？」

　妊娠のせい、ではなくて、自分のせいだろう。

「だから、そのうち彼女とは別れるから。幼馴染みとしか酒は飲まないとか聞いて、円香が浮気してるんだって思い込んで、悔しくて……ついさ、魔が差しただけなんだ」

　たしかに円香にも原因があった。

　直樹とのことを誤解されるような言動をしていたのだろうし、今ならわかるが慶太に身体を許してもいいと思えるほど本気にはなれなかった。

　だが、もう終わったことだ。

　もし慶太が浮気相手と別れたとしても、あの頃には戻れない。円香が好きなのは、直樹だけだ。

「悪いけど、三嶋くんとのことは、私の中ではもう終わってる」

「なんでだよっ！　お前だって、俺のこと好きだっただろ？」

　縋るように言われても、円香は頷けない。

　好きだと思っていた。誠実な慶太のことが。

「ごめんなさい。私、ほかに好きな人がいるの。もう学校には来ないで」

　まだなにか言い足りなそうにしている慶太を置いて、円香はその場を早歩きで立ち去った。

　深いため息が漏れる。たった十分程度のことなのに、ひどく疲れていた。

　追いかけてくるのではないかと不安もあったが、振り返ると慶太はその場で呆然と佇んでいた。

（どうしよう……慶太に会ったこと、言った方がいいかな……でも、なにかされたわけでもないし……）

　忙しい直樹を煩わせたくはない。

　言えば心配させてしまうのは明らかだった。

　直樹は昔から変わらずに優しい。

　同情とか放っておけないとか、心配だとか。そんなことで、恋人になって一緒に暮らしてしまうのだ。中学高校時代、円香を心配してずっと一緒にいてくれたように。







　円香が鼻歌を歌いながら野菜を炒めていると、炊飯器から炊飯完了の音が聞こえてきた。

　時刻はすでに八時を過ぎている。

　今日は早く帰れると言っていたが、直樹からの連絡はまだない。もしかしたら、急な仕事で遅くなるのかもしれない。ただ、そういう時は連絡を欠かさない人だ。

（珍しいな……事故とか巻き込まれてるんじゃないよね……）

　連絡がないというだけで、不安が押し寄せてくる。電車が遅延して連絡するのを忘れているだけかもしれないし、急な会議などが入って連絡ができない状態なのかもしれない。

　円香はテーブルに食事を並べて、先に風呂に入ることにした。

　風呂から出てドライヤーで髪を乾かしながら、何度も時計を見てしまう。九時を回っても、連絡はない。

　仕方なく食事を先に済ませた。

　自分が食べた分の皿を洗って、明日の仕事の準備をしていると、あっという間に寝る時間だ。寝室のベッドに入り目を瞑るが、眠気はやってこなかった。

　一時間ほどそうしていただろうか。玄関の開く音がして、円香は瞑っていた目を開けた。急いで飛び起きると、パタパタと廊下を走り玄関に急ぐ。

「おかえり！　今日、遅かったね」

「ああ……まだ起きてたのか。ちょっとな」

　帰ってきた直樹は疲れた様子でネクタイを緩めると、円香と視線も合わせずに、着替えるため寝室へと入っていく。

（どうしたんだろ……機嫌が悪いのかな？　仕事でなにかあった？）

　仕事で疲れているのかもしれない。とりあえず円香はテーブルに置いたままの夕飯を温め直すことにした。

「あ、直……っ」

　電子レンジの温め完了の音が聞こえていないはずもないのに、直樹はキッチンを素通りしてバスルームへと行ってしまう。

（ご飯、食べちゃったのかな）

　円香は直樹を追いかけて洗面所へ行くと、ノックをして外から声をかけた。

「直樹、ご飯どうする？」

「悪い。食べるからテーブルに置いておいて。円香はもう遅いから先に寝てろ」

　中からは衣擦れの音が聞こえてきた。ドアは開けてはもらえなかった。

　やはり、なにかあったのだろうか。言葉はいつも通りなのに、彼の声はどこか尖っているように聞こえる。

「うん……明日は遅くていいの？」

「ああ、昼頃に出る」

「そっか、じゃあおやすみ」

　バスルームの扉が閉まった音がする。円香の声は聞こえなかったのか「おやすみ」とは返されなかった。

　円香はキッチンに戻り、温めた食事を並べて寝室へと戻った。明日は遅くまで寝ていられるのなら、円香は自分の部屋で寝たほうがいいかもしれない。朝ゴソゴソしていたら彼を起こしてしまうだろう。

　直樹の部屋を出て、円香は自室のベッドへと潜り込んだ。

　この部屋に越してきてから一度も使っていない自分のベッドは、慣れた匂いのはずなのに違和感があった。

　シーツがやたらと冷たいのは、自分の体温しかないせいだろう。直樹と一緒に寝ていると熱いくらいで、いつのまにか円香はすっかり彼の体温に慣れきってしまっていたらしい。

　ようやく冷えた身体が温まって、円香はいつしか眠りに落ちていた。

　翌朝、いつもより三十分遅く目が覚めた。

　昨夜遅かったからか、なかなか朝起きられなかった。急がないと遅刻してしまう。

　円香が洗面所で身支度をしていると、背後から直樹が顔を覗かせる。

「おはよう、今日は昼でいいんじゃないの？　顔色悪いけど、ゆっくり休めた？」

　円香が聞くと、直樹は寝不足で不機嫌そうな顔のまま、髪をグシャリとかき上げた。

「円香……お前」

「あっ！　直樹、ごめん。昨日言い忘れてたんだけど、私今日遅くなる」

「なんで？」

　直樹は訝しげに聞いてくる。

　仕事でなにかあったのか、どうにも昨夜から直樹の機嫌が悪いような気がする。感情を荒立てる人ではないから珍しい。

　どうしたのかと聞きたいが、もう時間があまりない。

　帰ってきたら、話ができるだろうか。

「学校の新年会なの。三時間ぐらいだから夜九時には終わるかな。遅くとも十時前には帰ってこれると思うけど、直樹は今日昼からなら、もっと遅い？」

「ちょうど同じぐらいの時間になると思うから、迎えに行く」

「えぇっ、いいよ！　直樹電車でしょ？」

　直樹の働く進学塾は駅前にある。周囲に顔が知られているため、車通勤も可能だと言われているが、いつもは電車で通勤していた。都心の道路の混雑状況を鑑みると、電車通勤の方が時間短縮になるそうだ。

「今日は車で行くから」

「え、でも……疲れてるのに、いいの？」

「あぁ。近くで車停めて待ってる」

「わかった。ありがと。あとで店の場所連絡するね」

　内心でデートだと心躍らせていると、それが伝わったのか、直樹の顔が幾分か穏やかになる。クシャクシャとせっかくセットした髪を乱されて、円香は唇を尖らせた。

「もう、せっかく梳かしたのに」

「昨日の飯、うまかった。ありがとう」

「どういたしまして。ごめん！　私もう行くね！」

　直樹の腕から逃れて、円香は玄関へと急いだ。

　行ってらっしゃいと手を振る直樹が、いつもと変わらない顔を見せていたことに安堵する。







六







　新年会は、駅から近い場所にある和風居酒屋を貸し切りにして行われた。

　幼稚部から高等部までの総勢百人ほどの教員が参加していて、学部で固まって座っているのだが、小学部は女性が少ない。

　前と横を男性三人に囲まれて、円香はこじんまりと座りながら少しずつビールを飲んだ。頼りにしていた女性音楽教師は今日に限って不参加だった。

　円香は皿に取った料理を食べることに専念し、グラスには口をつける程度だ。

　直樹にも言われているし、肩肘張って飲む酒は悪酔いしてしまうため、特に気をつけるようにしている。

（早く帰りたいな……）

　皿に載せられたサラダを食べながら、男性に囲まれた席で話半分に相槌を打つ。

「奈木さん、あんまり飲んでないね。飲み放題だしさ、今日は無礼講なんだからグイッといこうよ」

　こういうのが嫌だから、あまり飲み会には出たくない。正直、時代錯誤も甚だしいと思うが、円香の職場はいまだ男性教員へのお酌は新人女性の仕事と割り振られている。

　仕事で関わる分には女性蔑視とした発言はほとんどないし、働きやすい職場だ。しかし、酒の席での先ほどのような発言は珍しくない。

　円香はおとなしく見られがちだ。なんでもいうことを聞きそうで、強引に出れば断らないと思われているらしい。

　酒を飲めと勧めてくる上司にため息をこらえて、なんとか取り繕った笑みを浮かべる。どう断ろうかと考えていると、右隣に座っていた四十代の男性教員がすかさず言った。

「最近ではそれもパワハラらしいですよ！　気をつけないと訴えられちゃいますから」

「単なる会話の一つなのに、最近はすぐセクハラだのパワハラだの問題になるよなぁ」

「奈木さんは小学部の癒し系なんですから虐めないでくださいよ～」

　小学部の癒し系、とは初めて聞いた。新年会の度に、プライベートに関する質問を笑って聞きながしていたから、そういうニックネームにでもなったのだろうか。

「奈木さんって酒弱かったっけ？　酔ったらどうなる感じ？」

「すみません。私、あまりお酒は飲めないので……」

　円香はビールを注ごうとする上司に断りを入れて、グラスを手で塞いだ。飲めない、と言っておいた方が面倒は少ない。上司は嫌な顔をするわけでもなくビール瓶をテーブルに置いたが、右隣に座った同僚が余計なことばかり言ってくる。

「ちょっと、部下を酔わせて持ち帰ろうとしないでくださいよ！」

「えっ、お持ち帰りダメ？」

「ダメに決まってるでしょ～」

　彼らにとってこれは冗談の範疇なのだ。それはわかっているのだが、円香にとって楽しめる会話ではない。

「大丈夫ですか？　俺、こういう感じだって知らなかったけど、気分悪くなりません？」

　左隣に座った平沢が小さな声で聞いてきた。

　表立って庇ってくれるわけではないがありがたい。体育会系だと思っていたが、意外にも好青年だ。円香を軽んじる発言に思うところがあったらしい。

　だが「腹が立ちます」と返すわけにもいかず頷くだけに止めて、ビールを煽った。むしゃくしゃして、飲めばいいんでしょう、という気持ちもあったのかもしれない。

（直樹に飲むなって言われてるのに……）

　さすがにビール一杯くらいでは酔わないが、この空気だけで悪酔いしそうだ。

　さりげなく席を変わるということもできそうになく、早くこの場が終わってくれるのを祈るだけだった。

（六時から九時までだから、そろそろだと思うんだけどな……）

　ちょうど壁にかかった時計を見ると、九時五分前だ。すでに飲み放題のラストオーダーは終わっている。店員が声をかければ幹事も気づくだろう。

　すでに金は支払っているし、トイレにでも立つフリをして先に外に出ていよう。連絡はまだないが、もしかしたら直樹がすでに着いているかもしれない。

　円香がコートを手に居酒屋の外に出ると、フッと人影が目の前を横切った。

「きゃ……ごめんなさい！」

　とっさに避けようとしたが、相手がぶつかるような勢いでこちらに向かってきたため、円香は倒れそうになってしまった。

　円香、と声が聞こえて、腰を引き寄せられた。下腹部に回った手にギョッとするが、同時に聞き覚えのある声に前を向くと、想像通りの人物の姿がある。

「三嶋、くん」

　どうしてここにいるのだろう。

　そう考えて背筋がゾッとした。偶然、こんな住宅街近くの居酒屋に現れるはずがない。

　昨日といい今日といい、まるでストーカーのようではないか。

「円香」

　名前を呼ばれて、下腹部に回された手に背中を撫でられた。

「やっ、やめて！」

　慶太の異常さに肌が戦慄く。

　どうしようかとパニックになりそうな頭で考えて、慌てて店の中に戻った。中には上司や同僚がいる。さすがに、衆人環視の中でおかしな行動はしないだろう。直樹が来てくれるまで、店の中で待っていればいい。

　円香は肩で息をしながら、店内へと戻った。怖くて後ろは振り返れなかった。

　暑くもないのに額が汗ばんできて、頭の中に自分の心臓の音がうるさいくらいに鳴り響く。

「あ、奈木さん戻ってきた。席空いてるみたいだから、時間過ぎてるけどいいって。なにか追加頼む？」

「いえ……私は大丈夫です」

　見知った同僚に囲まれて、円香はようやく安堵の息をついた。すでに九時を過ぎているが、直樹からの連絡はまだない。円香から連絡したいが、今は人がたくさんいる場所にいたい。

　もしかしたら店の前にまだいるかも。そう考えると外に出る勇気もなく、直樹が来てくれるのを待つしかなかった。

「奈木さんはさ、浮いた話聞かないけど、彼氏とかいないの？」

　隣に座った男性教諭が聞いてきた。すると、後ろの席にいた高等部の教員も話に加わってくる。

「奈木さんって地味だけどエロい感じですもんね～男の征服欲をかき立てられるっていうか。ほら、あのグラビアアイドルに似てません？」

　後ろに座った男性は、どうやら完全に酔っ払っているようで、顔も目も真っ赤だ。

　おそらく彼らは友達と喋る延長でこういった話をしているのだろう。円香も酒は好きだし、酔っ払って直樹に迷惑をかけているから、人のことはあれこれとは言えない。

「あっ、似てる似てる！　あの胸のでかい子でしょ？」

　向かいに座った上司は頷きながら円香を見つめる。

　普段は嫌だが、今の円香にはありがたかった。会話の内容は耳を素通りするが、喧騒の中にいるのは落ち着く。ともすれば震えそうになる手に誰も気がつかない。

「そうそう！　あのアイドル男関係派手らしいですよ。おとなしい見た目の女ほど遊んでるって話聞きますよね」

　そう言って円香に視線を走らせる高等部の男性教諭は、下卑た笑みを浮かべた。

　隣に座っていた平沢は思いっきり眉根を寄せて、男性教諭を睨んでいる。この程度でセクハラだと訴えるつもりはないが『この程度』だと思ってしまうくらいには、円香はもう慣れてしまっているのだろう。

（酒癖悪いって言われたけど……まさか、私もこうだったりして……？）

　記憶にない自分の行動が不安になってくる。

　普段は、後ろで笑っている高等部の教員とも挨拶程度の会話しかしない。男性優位の社会ではあるが、上司や同僚も生真面目そうな人が多い。だからこそ平沢も驚いたのだろう。

（こんな感じだったら、最悪じゃない……）

　直樹はよく素面の状態で円香の酒に付きあっていたものだ。

　向かいに座った上司の視線が円香の胸元あたりに集中する。今はもう、ただただ早く直樹が来てくれるのを待つばかりだ。自分を落ち着かせるようにビールを一気に飲み干そうとすると、後ろからグラスをひょいと取られた。

「円香はずっと俺だけだよな？」

　聞こえてきた声に円香は肩の力を抜いた。

「直樹……」

「お前九時って言ったのに来ないから迎えにきた。俺の前で以外、飲むなって言ったよな？」

　ビールの入ったグラスがテーブルに戻される。

　いつのまにか店内は静まり返っていて、百数名の視線が座敷の入り口に立った直樹に注がれていた。

「奈木さん、この人」

　全員の気持ちを代弁するかのように平沢が聞いた。

　どう説明すればいいかと円香が迷っていると、直樹が代わりに口を開く。

「いつも彼女がお世話になっております」

　しっかりと円香の肩を抱きよせて言うものだから、円香としてはたまったものではない。

「彼女？　っていうか、もしかして、神城直樹……さん？」

　平沢が聞くと、女性教員の悲鳴のような歓声が上がった。

　直樹の講義を受けたい学生たちは今でも全国で数千人に上るという。学生が殺到してしまい予約が取れないとクレームになり、ウェブでの講義に絞ったのだと言っていた。

　そんなテレビにも引っ張りだこだった直樹を知っているのは、おかしいことではない。特に今年の新任の教員なんかは目を輝かせているから、直樹が働く塾に通っていた生徒だった可能性もある。

「ええ、今はテレビの仕事はしていないのですが、覚えていただけて光栄です」

「彼女って、付きあってるってことですか？」

「ええ、私はすぐにでも結婚したいと思ってるんですけどね」

（結婚……っ？）

　どうしてそんなことをと直樹を見るが、彼とは視線が合わない。円香はあやふやな笑みを浮かべてごまかした。

　答えられない円香に変わって、直樹がスラスラと淀みなく話してくれるのだが、教鞭を執る以外でこれだけ注目を浴びたことのない円香は、直樹の隣で小さくなるしかない。

「婚約中ってことですか。へぇ～知らなかったなぁ。いつ頃からのお付きあいなんですか？」

「円香とは小学校からの幼馴染みなんです」

「奈木さんがねぇ。すごいな」

「彼女のこと、いじめないでやってくださいね。おとなしく見えますけど、実は怒らせるとかなり怖いので」

　おそらく直樹は、先ほどまでの会話をすべて聞いていたのだろう。口元には笑みが浮かんでいるのに、目だけは鋭く険を帯びている。

「いやいや……いじめるなんて、そんな……ははは」

　冷静になり自分たちの会話が頭を過ったのか、上司たちの顔に苦笑が浮かんだ。

「奈木先生、せっかく迎えに来てくださったんだし、今日はもう帰りなさい。神城先生をお待たせするのも悪いし」

「ああ、申し訳なかったですね。つい彼女が心配になって迎えにきてしまって。あまりに可愛いでしょう？　昔から放っておけなくて」

　いたたまれなさに頬が熱くなる。

　円香の上司に対しての社交辞令だと頭ではわかっているが、直樹からの〝可愛い〟は破壊力がありすぎた。

「ほら、すぐ赤くなる」

　真っ赤になった頬をぷにっと指で押される。これ以上からかわないでと上目遣いで直樹を睨むと、テレビの中で見たような作り物の笑顔を返される。

（どうか、したのかな？）

　気にはなったものの、この場で聞けるはずもない。たぶん、円香の同僚がいたから、社交的な笑みを浮かべていただけだろう。

　円香は立ち上がり、周囲の上司や同僚に頭を下げる。

「すみません。お先に失礼します」

　円香の鞄は直樹が手に持っていた。店の外に出て周囲を窺うが、慶太の姿はとうにない。思わず安堵の息を漏らす。

　直樹が店の中まで迎えにきてくれるのを待っていたとはいえ、とんだ騒ぎになってしまった。直樹が来たら、そっと席を外そうと思っていたのに。

「ごめんね、目立ってたけど……よかったの？」

「ああ」

　直樹の顔からは、店にいた時のような柔らかい笑みはすっかり消えていた。それどころか、射抜くように冷たい視線を向けられて、円香はヒュッと息を呑んだ。

　飲むなと言われていたのに、酒を飲んだからだろうか。先を歩く彼に「待って」と手を伸ばす。

「怒ってる……？」

　直樹はなにも言ってはくれない。嘆息だけがやたらと大きく耳に届く。

　諦めたような彼の表情は、どうしてだかすべてを拒絶しているように感じた。指先だけが触れた手のひらがスルリと離れていく。

「直樹……あの、私」

　円香はとっさに直樹の手を握りしめた。

　なにかを言わないと、とそればかり考えた。直樹がこのままどこかへ行ってしまうのではないかと怖かった。

「ま、待って！」

「なんだよ」

「あのね……あの、迎えにきてくれて、ありがとう」

「べつに。約束したから」

　いつもの素っ気なさとは違う、突き放すような物言いだった。

　一緒に暮らしているのだ。帰れば二人で話す時間も取れるのに、今、なんとかしないと彼はもう二度と円香を見てくれないような、そんな嫌な予感がする。

　自分がなにをして彼を怒らせたのかわからない。どうすればいいのかも。

　円香には、直樹を自分に繋ぎ留めておける手段などない。

　もし、嫌いだと言われたら。

　やはり好きにはなれなかった、と言われたら。

　円香にはどうすることもできない。

（どうすることも……？　一つだけ、あるじゃない）

　誰かの代わりだって構わない。円香を通して誰かに想いを馳せていたっていい。

　思わず自虐的な笑みが漏れた。

　円香は繋いだ手のひらをくすぐるように撫でる。ツッと人差し指の腹で擦るように動かすと、前を歩く直樹の手がピクリと震えた。

「……したいの」

　身体を使ってでも自分を見てほしいだなんて、浅ましいだろうか。

　心まで欲しいなんて贅沢はもう言わない。

　どんな理由でもいい。彼がそばにいてくれるのなら。

「へぇ、誘ってるのか？」

　そう聞かれ、円香は唇を噛み締めながら頷いた。

　直樹はなにも答えず、円香の手を引いてきた。いつもは歩幅を合わせてくれるのに、円香が小走りをしなければついていけない。

　人気のない地下駐車場に停められた車の後部座席に押し込まれて、扉が閉まったと同時に性急な動作で口づけられる。

「ふっ……ん、んっ、なお……っ」

　こんな場所でなどと言うつもりはない。円香がそうしてほしいと望んだのだから。

　ただ、車を汚してはしまわないかと気になり、腕で彼の肩をトンと叩く。

「なんだよ？」

「ホテル、とか……」

「したいって言ったのはお前だろ。ここでいい」

　いつもよりも冷ややかな直樹の声。彼の目は獰猛な光を宿していて、触れた唇からはまるで温もりを感じられない。

　怖いと思うのに、口づけられてしまうと、快感に慣らされた円香の身体はあっという間に追い詰められていく。

「はぁ……ん、ふっ」

　着ているコートを脱がされ、フラットにした後部座席に身体を横たえられた。

　唇が塞がれて、口腔内を舐めまわされる。頭の中に霞みがかって、なにも考えられなくなっていく。

　チュクチュクと音を立てて舌を啜られると、ジンと腰が甘く痺れる。夢中になって舌を絡ませながら、円香は直樹の髪をかき乱すように手を差し入れた。

「んん、むっ……はぁっ、ん」

　離れがたくて、口の周りが唾液でベトつくのも構わずに唇を寄せる。溢れる唾液を吸われて、代わりに直樹の唾液が流れ込んできた。コクリと喉を鳴らして飲み込むと、唇が離される。粘ついた銀糸が互いの口から繋がった。

「直樹……っ、もっと」

　身体を起き上がらせて、もう一度口づけが欲しいとねだる。

「あぁっ、んんっ……ふぅっ」

　噛みつくようなキスでジュッと舌先が強く吸われ、息苦しいほどの激しさで口腔内を蹂躙された。

　中心が燃え上がるように熱くなって、はしたない蜜が流れでる。

　すでにショーツは湿っていた。

　直樹の足に擦りつけるように腰が浮き上がる。パンツのボタンが外されて、手が中に差し入れられると、ぬるっと指先が滑り羞恥に涙が浮かぶ。

　ただキスをしていただけなのに、彼に触れられるだけで簡単に昂ってしまう。こんな風に乱れる円香を直樹はどう思っているのだろう。

「勝手だな…………んで、楽しいか？」

　嘲笑うような直樹の声が小さく聞こえる。

「な、に？」

　なにを言われたかわからず聞き返すが、目は合わなかった。すると、濡れた指先を見せつけるように舐められて、そのあまりの卑猥さに見ていられなくなる。

「もっと乱れろよ。やりたいんだろ？」

　そう言われ、引きだされたシャツの中に手が入り込んできて、ブラジャーのホックが外された。

「直樹……？」

「声、出すなよ」

　シャツの中で乳嘴が抓まれると、円香の敏感な身体はたちどころに快楽に溺れてしまう。

「はぁっ……ん」

「手で押さえろ」

　直樹に言われて両手のひらで口元を覆う。だが、乳首が指の腹で転がされるように抓まれただけで、いつもよりも深く感じてしまう。

　声を我慢しなければならないという状況が、より円香を昂らせたのかもしれない。足の間に感じるぬるつきも、いっそうひどくなっていく。

「ふっ、ん、んっ～」

　ふたたびショーツの中に差し込まれた手が上下に揺らされる。ぬるぬると秘裂をなぞられて、自然に腰が浮き、足が開いてしまう。

　クチュクチュと濡れた水音が車内に響き、頭の中が煮えたぎるように熱くなっていく。

　だが、指で濡れた秘裂をなぞられるばかりで、深い快感は与えてはもらえない。空っぽの膣襞はキュウキュウとうねり、もっと強い刺激を待っている。

「ん、んっ……はぁ」

　もどかしくて腰が揺れる。どうにか深い快感を得たくて、直樹の指に花芯を擦りつけるように腰をくねらせてしまう。涙に濡れた瞳を向けると、彼の喉が上下に動いた。

　冷たい瞳の中に、ほのかな劣情が灯る。

　もっと強い快感が欲しい。

　円香は躊躇いもなく、ショーツごと、パンツを太もものあたりまでずり下ろした。

「お願い、触って」

「指ですぐイケるくらい、いやらしい身体になったもんな」

　ハッと浅い息を吐いた直樹の身体も円香と同じくらい熱くなっている。

　円香は、直樹の下肢に手を伸ばし昂りに触れた。すると、手が取られて、両腕を上で一つに掴まれる。

「な……っ、んで」

　一緒に気持ちよくなりたかった。どうしたら、こちらを見てくれるのだろう。円香が目に涙を滲ませても、直樹は顔色一つ変えない。

　うっすらと開けた目に映ったのは、情欲を灯しながらもひどく冷たい顔をした直樹の顔だ。拒絶するような彼の目には円香は映っていない。

　身体だけ追い詰められる、気持ちの伴わない行為。

　頭が混乱して、なんで、どうして、と思うのに、口を開けば発せられるのは嬌声ばかり。

「あぁぁっ、や、待って」

　チュプっと人差し指が沈み込んで、第一関節までをゆるゆると動かされる。もどかしいのに、浅い場所を弄られているだけで、身体は深い官能を得ようと自分自身を高めていく。

「俺じゃなくても、いいんだろ」

　卑しい者を見るような目で直樹が言った。

　円香のなにがここまで彼を失望させてしまったのかがわからず、涙が頬を伝い落ちる。

　その間も休むことなく指は動かされ続けている。ゆっくりとつま先から広がってくる愉悦は、ジワジワと侵食するように頭の中を支配していった。

　チュクチュクと淫靡な音が立つ。濡れ襞を刮げるように抜き差しされ、収縮した隘路が切なく疼いた。

　もっと奥深くを擦ってほしくて、円香は自ら腰を揺らしていた。すると、ようやく指の根本まで突き挿れられ、待ちわびた快感に否応なしに身体が反応してしまう。

「やぁぁっ……ダメっ、おねが、直樹っ……聞いて」

「声、外に聞こえる」

「……っ」

　蜜の溢れた陰道を焦らすようにゆっくりかき回される。

　同時にシャツの中に手が入り込み、乳首を指で転がされた。ゾクゾクと甘く感じる刺激は、緩やかに円香を追い詰める。

　決定的な強い刺激を与えられていないにもかかわらず、深い愉悦が腰から湧き上がり脳髄を突き抜ける。

「ふっ、う、んん、はぁっ」

　尖った乳嘴を指の腹で強く捏ねられる。

　ジンジンと胸が痺れて、あまりの心地よさに腰が揺れるのを止められない。

「んんん～っ！」

　髪が乱れるのも構わずに、頭を左右に振った。腰をしならせて、ゆっくりと全身を震わせ、絶頂の波を感じる。

　下肢が濡れて、ビクビクと腰を跳ねさせる。浮き上がらせた身体が脱力し、シートに埋まると全身に気怠さがやってきた。

　ぼんやりと車の天井を見上げる。

　直樹に向かって手を伸ばすが、指が引き抜かれた後すぐ身体が離された。円香の伸ばした手は宙をかき、パタリと落ちる。

　こちらを見ることもなく後ろを向いた彼は、ハッキリと怒りを露わにしていた。

「もう満足しただろ。家まで送る。俺はまだ仕事が残ってるから」

　直樹はそう言って、運転席に乗り込んだ。円香が服を着込んでいる間に車は発進してしまう。仕方なく円香は、後部座席に座りシートベルトを締めた。

「あ、あの……ご飯は？」

　円香の言葉に返事はなかった。

　どうしていいのかわからなかった。なにを言っても、今の直樹には伝わらない気がした。

（もう、私のこと……いらないのかな……）

　嗚咽が漏れそうになり、唇を噛みしめる。

　思えば、昨夜からおかしかった。どうして昨日聞かなかったのか。今朝だって、少しくらい話す時間はあったはずだ。

　このままでは直樹といられなくなるのではないか。それが、なによりも怖い。

　どうすることもできないまま、家に帰って、無言で背を向ける直樹を見送った。




　次の日の朝、部屋に直樹の姿はなかった。

　掃除をして朝食を作って一人で食べた。昼食の時間になっても彼は帰ってこない。連絡の一つさえなかった。

　電話をしても出ない。メッセージを入れても、既読にならない。

　もしかしたら、ついにその時がきてしまったのかもしれない。

　恋人になって一緒に暮らしてみたが、やはり直樹は円香を好きにはなれなかったのではないか。触れられることを厭うくらいだ。円香のなにかがダメだったのだろう。

「じゃあ、なんで……結婚なんて、言ったの？」

　円香は、スマートフォンを手にしたまま膝を抱える。頬を伝った涙が、膝の上にポタポタと落ちて、スカートの色を変えた。

　好きな人がいるのなら、期待させるようなことを言わないでほしい。

　直樹の気持ちがわからなくて苦しい。

　好きな人に想われないのは辛い。相手が自分を見てくれないのは辛い。

　話すべきなのだろう。円香から。

　もう無理はしなくていい。直樹に守ってもらわなくても大丈夫だからと。

　それなのに、まだ彼と一緒にいたい気持ちがある。

「別れたくない……やだぁっ」

　一度幸せを知ってしまった分、失うのは辛い。

　振られても、みっともなく縋りつきたくて、彼を失いたくない。

　ほかの人を好きでもいいから。代わりでもいいから。

　愛してほしいとも望まない。だからお願い、彼を奪わないで。
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　新年会から一週間。

　直樹とは一度も顔を合わせていない。彼は、家に帰ってきたり来なかったりだ。円香が寝ている間に帰ってきて、シャワーを浴びて着替えると、また出ていってしまう。

　玄関のドアの音でそれを知る。

　仕事場に泊まっているのか、どこにいるのかすら知らされていない。

　ちゃんと話をしなければ、そう思うのに、別れ話になるのではないかと思うと怖くなり、玄関を出る彼を追いかけることもできない。

　慶太の存在にもビクビクしていて、円香は毎日、仕事以外でのストレスに晒されていた。それに──。

「はぁ……」

　円香は更衣室で着替えを終えると、生徒の前では決して見せない荒々しさでロッカーを閉めた。

　わかっていたことだ。人の口には戸が立てられないと。

　新年会の夜のことは、あっという間に広まった。教員だけではなく生徒にまで。

　テレビに出ていたのはもう数年前のことなのに〝あの神城直樹〟の婚約者として、円香は学校中で有名人になってしまった。

　普段関わりのない高等部の生徒までもが、円香のことを知っているのだからいただけない。

（べつに私と知り合ったからって、直樹に会えるわけでもないのに……）

　今、直樹に会いたいと思っているのは、ほかの誰でもない円香だ。あんな風に上司や同僚の前で結婚をほのめかすようなことを言えば、噂になるのは当然だ。直樹がそれを少しも考えなかったとは思えない。

（ちゃんと、話さないと……別れたいって言われるかもしれないけど……）

　恋人じゃなくてもいい。たまに顔を見るだけでも構わない。直樹との繋がりが切れてしまうのだけは嫌だ。

　話がしたい。直樹がなにを考えているのか知りたい。それなのに、電話をしても出てはもらえず、メッセージを入れても既読にはならない。

　その日は、着実に自分に迫ってきているような気がする。

　もしかしたら、直樹は家に帰られない間に、円香に出ていってほしいと思っているのかもしれない。そんな考えばかりが脳裏に浮かぶ。

　いったいなにに後悔していいのかもわからず、直樹の温もりのないベッドでただ泣くしかない。

　この一週間、やはり何度か慶太の姿を門の外で見かけたが、高等部の部活帰りの生徒たちが頻繁に円香に話しかけてくるおかげで、彼は近寄っては来ずことなきを得た。

　夜七時を過ぎて一人で校門を出ると、スポーツバッグを抱えた男子生徒が円香に気づき手を振ってきた。

「あ、円香ちゃん！　バイバーイ！」

「さようなら」

　同学年だと思われてるんじゃ──そう勘繰りたくなってしまうほどに気安い。しかし、聞くところによると彼は学年トップの成績で、部活動でも結果を出している生徒らしい。

　背が高く大人びた顔つきをしているが、ブンブンと千切れるのではないかと思うほど激しく手を振って、笑うと顔をくしゃくしゃにさせるところは子どもっぽい。

　制服を着崩すのが好きではないのか、一緒に歩くほかの生徒とは違いボタンもネクタイもキッチリと留められている。

（直樹みたい……）

　昔の直樹もあんな感じだったかなと考えて、苦笑しながらもヒラヒラと手を振り返すと、あどけない笑みを返された。

　友人たちと楽しそうに肩を並べ談笑している。彼らを見送りながら門を出ると、そこには、こちらを睨みつけるようにして立っている慶太の姿があり、円香は息を呑んだ。

「もう……いい加減にしてよ」

　聞こえるわけもないのだが、そう言わずにはいられなかった。

　この間から、連絡一つせず円香を待ち伏せる彼の行動は、どこか異常だ。

　虚ろな目をして立つ慶太が不気味に思えて逃げだしたくなるが、こんな状態がずっと続く方が嫌だ。彼が納得してくれるまで話をしなければならない。やむを得ず、円香は木に隠れるようにして立つ慶太に近づいた。

「この間から……なに？　どうして、あそこにいたの？」

　円香が聞くと、慶太は口元に喜色を滲ませた。

「学校で待ってたら、教師たちが新年会だって話をしながら歩いてたから、後を尾けただけだ」

「後をって……なんのために」

「円香に会うために決まってる。俺は、やっぱり円香がいいんだ」

　仄暗い目を向けられてゾッとする。

　一刻も早くこの場から立ち去りたい思いに駆られる。

　だが、このままでは問題の解決にはならない。

「ちょっと、ここじゃ……人の目もあるから」

　仕方なく駅に向かって歩きだすと、慶太も隣を歩いた。こうして肩を並べて歩くのは随分と久しぶりのことだ。以前はそれが楽しかったし、好きだとも感じた。

　けれど、今は彼の隣にいることが恐怖でしかない。どうしたら、円香の気持ちをわかってもらえるのか正直、八方塞がりだ。

「この間、言ったけど……私」

　円香が歩きながら説明しようとすると、被せるようにして慶太が口を出す。

「やり直そう。離れてみてわかったんだ。やっぱり、俺は円香が好きだ。彼女の妊娠ならなんとかするから」

　ギュッと手を握られて、振り払おうとしても動かせなかった。

「は、放して」

「俺の話を聞けよ！　どうして逃げようとするんだ！」

　急に大声を上げられて肩が震える。

　細い指先が軋むほど強い力で掴まれて、力では敵わないのだと知らしめられているようで、ただただ怖い。付きあっていた時は穏やかで優しい人だったのに。

「好きな人がいるって言ったでしょ？　私、恋人がいるの」

　そう言いながらも、今の直樹を恋人だと思っていいのかは円香にはわからない。

「どうせ嘘だろっ。円香は俺が好きだっただろ？」

　あまりの声の大きさに足が竦みそうになる。住宅街は人通りもなく、シンと静まり返っていた。それがよけいに恐怖を増幅させる。だが今は、慶太を刺激しない方がいい気がした。

「三嶋くんのこと、好きだったよ」

　円香の言葉に安堵したのか、慶太の手を掴む力が少し緩んだ。円香はその隙に、振り払うように手を離した。

　近くを歩いていたくなくて、慶太と距離を開けて、小走りで駅へと向かう。

「でも、もう終わったことなの。たった一度でも裏切られたら、私はもう無理なの。そもそも別れようって言ったのは、三嶋くんじゃない」

　ようやく駅が近づいてきて、人が多くなったことに安堵する。

「そうするしかないと思った！　でも、身体の関係があっただけの女と結婚するなんてやっぱり無理だった！　毎日、顔を見てるとうんざりする！　俺が好きなのは、円香しかいない！」

　身体の関係があるだけの女──それはまるで直樹にとっての円香のことではないか。毎日顔を見ているとうんざりする、直樹も同じように思ったのではないだろうか。

（もう、身体の関係すらなくなっちゃったけど……）

　慶太の言葉が、刃のように円香の胸に深く刺さり棘を残す。

　自分の欲深さが怖い。身体の関係だけだったとしても、直樹がいい。いつのまにか、こんなにも離れがたくなってしまっている。

「勝手だね」

　発した声は震えている。勝手なのは誰だろう。自分が誰に対してそう思ったのか、わからなかった。

　円香が寒さで粟立つ腕を摩っていると、グイッと強い力でふたたび腕を引っ張られて、抱き寄せられる。

「やめてっ！」

　腕を必死に張って距離を取ろうとしても、それ以上に強い力で身体を掴まれてしまう。

「ちょっと、あんた！　うちの先生になにしてんだよ！」

　急に身体が解放されて誰と顔を上げると、先程学校の門で会った男子生徒が眉を寄せて慶太の腕を後ろでひとまとめに掴んでいた。

「放せ！」

　慶太は思いっきり彼の身体を押すと、舌打ちをして逃げるように駅の改札へと向かっていった。

「先生……大丈夫？」

　ドッドッドと激しく心臓の音が聞こえる。

　今さら、足が震えるほどの恐怖がやってきた。円香は自分の身体を抱きしめるように両手を前で組むと、唇を震わせながら頷いた。

「ご、ごめんね……ありがとう。助かりました……あの」

　なんとか声は発することができたが、教師として「大丈夫だから、帰りなさい」とは口に出せなかった。生徒でもいいから、知っている人にそばにいてほしかった。

　ただ、円香は男子生徒の名前も知らない。礼だけ伝えると、男子生徒は円香を安心させるように微笑んで言った。

「俺、二年の桐生きりゅう尚なお貴きです。先生の彼氏と同じ名前でしょ？」

　ことさら明るい声で彼は言った。たぶん、慰めてくれようとしているのだろう。

　昔の直樹に雰囲気が似ていると思ったが、名前まで一緒だったとは。

　円香も弱々しい笑みを浮かべて、そうだねと返した。立っていられずに座り込んでしまいたかったが、さすがに生徒の前でそれはできない。

「あの、桐生くん。私はもう大丈夫だから……」

　情けないところは見せたくないし、やはり、これ以上生徒を頼ることもできない。

「いや大丈夫じゃないでしょ。あんなことがあって大丈夫な女の人いないと思うよ。それにさっきの人、まだ駅にいるかもしれないし。尾けられでもしたらどうすんの」

　まだいるかもしれない──そう考えると、一人で電車に乗れる気がしない。

　直樹のことが頭に浮かんだが、連絡したところでメッセージは返ってこない。それに、直樹は円香に会いたくないだろう。家にも帰ってこないのだから。

　すると、しばらく考え込んでいた桐生が「そうだ」と手を叩く。

「俺、これから塾に行くところだったんだけど。先生一緒に行こうよ。ほら、先生の彼氏が講師してるとこだから。いるんじゃないの？　一緒に帰ってもらうか、彼氏の仕事が終わるまで待たせてもらればいいじゃん」

　いい考えでしょ、と桐生が笑うのを見て、円香は逡巡する。桐生と一緒に行けば直樹に会える。職場に行くなんて常識がないとわかっていても、会いたい。声が聞きたかった。

　もう神経がすり減り過ぎて、疲れてしまった。夜もよく眠れず、食欲もない。部屋で音がすると、いるはずもないのに慶太がきたのではないかと怖くなる。そして、直樹でもないことに落胆するのだ。

　これ以上は一人でどうにかできる気がしない。

　一人で家に帰るのも、電車に乗るのも、怖くて堪らなかった。桐生がこの場にいなかったら、泣き崩れていたかもしれない。

「ごめんね」

　円香がそう言うと、桐生は「俺も一応男だから」と笑顔で言った。

　ふと、昔の直樹を思い出して、この子もモテるんだろうななんてことを考えてしまう。速かった心臓の音がようやく正常に戻ってきて、心が落ち着きを取り戻す。

　会えたら直樹とちゃんと話そう。自分の気持ちも、慶太のことも。

「ちょっとは元気でた？」

　円香の手を見て、震えが止まったことに気づいたのか、心配そうな顔を見せていた桐生も安堵したように言った。

「うん……ありがとう。桐生くんはしっかりしてるね」

「よく言われる」

　改札を通りちょうどホームに来た電車に乗った。

　空いている席があり、円香を手招きした桐生が「座って」と座席を指差した。

　そういえば直樹も、こんな風に電車では円香を座らせて、自分はつり革に掴まっていた。混雑し座れないときは、円香を守るように両手で周りを塞ぐようにして立っていた。

　直樹はいつだって円香を守ってくれていた。そんなことを思い出すだけで、泣きたくなる。今も昔も、円香の中には彼とも思い出がたくさんあった。

「打算もあるからね。先生送っていけば、お礼に神城先生の講義受けられるかもって。人気があり過ぎて、今、オンライン授業の予約も取れないんだ」

　桐生が悪戯っぽく瞳を輝かせる。

　やはり円香に声をかけたのは、直樹のことを知ったからなのだろう。けれど、打算だと素直に言える桐生にはむしろ好感が持てた。

「私が頼めることじゃないよ。それに、俺がいつまでも出しゃばってたら後進が育たないだろとか言ってたし」

「会えたら自分で頼むから平気。俺、ファンなんだ。かっこいいんだよなぁ。見た目もそうだけど、東大でながらも塾の講師になった理由がさ。勉強の苦手な幼馴染みが喜んでくれたから、なんだって！　そういう生き方かっこよくない？　って、そんなの円香ちゃんのがよく知ってるか」

「そうなの？」

「知らないのっ？」

　勉強の苦手な幼馴染み、と言えば円香のこと以外ないだろう。

　まさか、そんな理由で直樹があの塾への就職を決めたとは思いもしなかった。てっきり、人に教えるのが好きだからだと思っていたのだ。

「そういえば円香ちゃんも幼馴染みなんだっけ？」

「う、うん」

「まさかその幼馴染みって円香ちゃんのこと？」

　いたたまれなくて、つい黙り込んでしまう。もう肯定しているようなものだ。

　目の前に立った桐生も驚愕してこちらを見てくるから、余計に恥ずかしい。

「円香ちゃん、愛されてんね～」

　愛されているわけではなかったが、大事にはされていた。昔から心配ばかりかけていた。

　円香は、直樹の優しさに甘えてばかりだ。なにも返せてはいない。

　彼が円香に見切りをつけるのも、仕方がないのかもしれない。

　それでも、諦めるのだけは嫌だ。

　ちょうど電車が目的の駅について、桐生とともに降りた。

　円香は直樹の職場に行ったことはなかったから、桐生に案内してもらった。

「あれだよ」

　数十メートル先に見える、十階建てほどの大きいビルを指差して桐生が言った。コマーシャルでもよく見るし、名前はもちろん知っていたけれど、まさかこれほど大きい建物だとは思ってもみなかった。

「進学塾って、こんな大きいもの？」

「栄進ゼミナールは、通ってる生徒の数も半端ないからね、学校みたいなものだよ。円香ちゃん、学生服着てここにいてもバレなそうだよね」

「そんなことないわよ！」

「怒ってるところも可愛い！」

　十以上も歳下の子に〝可愛い〟と言われてしまうなんて、情けなさすぎる。

「顔、真っ赤だよ」

「わかってます」

　つい拗ねた口調で言ってしまう。

　大人気なかっただろうか。

　自動ドアを抜けると受付があった。そこで直樹を呼び出してもらえばいいだろうか。

「あ……ごめん、桐生くん。あとは大丈夫だから……」

　桐生だって暇なわけではないだろう。

　円香が声をかけると桐生は「本当に？」と心配そうな目を向けてくる。

「円香？」

　突然背後から声がかけられて、飛び上がりそうなほど驚いた。

　目の前にいた桐生の視線が円香の背後に向けられて、驚愕に見開かれる。まさか本当に会えるとは思っていなかったのだろう。

「な、おき……」

　久しぶりに会った彼は、疲れた表情をしていた。

　もしかしたら本当に家に帰れないほど仕事が忙しかったのかもしれない。

「どうしてここに？　君は……」

「はじめまして。俺、奈木先生と同じ学校の桐生と申します」

　先ほどまで「円香ちゃん」と呼んでいたとは思えない、丁寧な口調で桐生が告げた。慌てた様子もなく頭を下げる桐生の方が、円香より余程大人びて見える。

「あの、急に来てごめんなさい。どこかで話せる？」

　直樹の目が訝しげに細められる。

　なにか、ただ事ではない雰囲気を感じ取ったのだろう。

「なにがあった？」

　ここで話せることでもなく、円香が逡巡する様子を見せていると、直樹は桐生に視線を向けた。

「俺がちょうど部活が終わって帰る時、駅の近くで円香先生が男の人といたんです。何度か学校近くで見たことのある人で、心配だったので……」

「そうか。あとは本人から話を聞くから、ありがとう」

　入り口付近には学生たちが多くいる。直樹と話すチャンスを窺っている学生たちは、三人の話に耳を傾けていた。直樹もそれがわかったのか、桐生の話を途中で切り上げた。

「あの、今度、神城先生の講義を受けたいです！」

「考えておく。もう時間がないだろ。行きなさい」

　自分で頼むと言っていた通り、ここぞとばかりに手を挙げた桐生はその言葉に満足したのか、はにかみながら去っていった。

「あの……なお……」

「ここじゃ話せないんだろ？　ちょっと来い」

　直樹は、桐生に向けていた穏やかな表情をスッと消し、顎をしゃくった。

　足早に歩く直樹の後をついていき、エレベーターに乗った。

　職員専用のエレベーターなのか、直樹が十階のボタンを押すと一度も止まることなく上がっていく。

　専務取締役と書かれたドアが直樹に与えられている部屋らしい。ドアを開けると、応接セットや、進学塾らしくホワイトボートと本棚も置かれている。中央には、黒革の椅子と横に長い重厚感のある木製のデスクがあった。

　円香は先に通されて、部屋の真ん中で手持ち無沙汰に後ろを振り返る。

　ドアに鍵がかけられた。木製のデスクに腰かけた直樹は、疲れたように顔を両手で覆った。そして、怒りを鎮めるように深く息を吐く。

「あの……直樹……」

「話ってなんだよ？　ああ、別れ話か。俺が帰らなかったから、ここまで来たんだろ？」

　突然発せられた言葉に息を呑む。別れ話をしたいのは直樹の方ではないのか。

　ただ、直樹の纏う空気がピリピリしていて怖い。この間、居酒屋に迎えに来た時よりもずっと、重苦しい雰囲気が室内には漂っていた。

「お前が一緒にいたのは、結婚の約束してたっていう男か？」

　直樹の鋭い視線に取り繕うことさえできず、円香は頷いた。すると、ますます不機嫌そうに眉を顰めた直樹は、苛立ちを抑えきれない様子で言葉を続ける。

「で、なに？　会ったのは今日だけじゃないよな？　よりを戻したいとでも言われて、流されたか？　なぁ、俺の気持ちを弄んでそんなに楽しいか？　お前の気持ちが俺にないことはわかってたが、二股なんて器用なことできるタイプじゃないと思ってたよ。結局お前も、妊娠させたってその男と同じだろう！」

　会ったのは今日だけじゃない──どうして直樹がそれを知っているのか。

　それよりも、円香の気持ちが直樹にないとは。

「違うっ！」

「なにが違う？　その男と結婚したかったんだろ？　振られたって、あれほど泣いてたんだ。念願叶ってよかったな。もう俺もうんざりだよ。都合のいい幼馴染みの役目は終わりにする。結婚でもなんでもすればいいだろ。さっさと部屋から出ていってくれ」

「な、直樹こそっ！　私のことなんか好きじゃないくせに！　好きな人がいるくせに！　結婚したいなんて、嘘なんかつかなくていい！」

「はっ？　なにを言って……」

　円香が泣き叫ぶように言うと、外からノックの音が聞こえてきた。直樹が短く舌打ちをしてドアを開けに行く。

　円香が部屋にいるからか、廊下で立ち話をしているようだ。その隙に、円香は直樹の横を通り過ぎ、部屋を出た。

「円香っ！」

　焦ったような直樹の声が聞こえたけれど、振り返らなかった。

　ちゃんと話をしようと思っていたのにできなかった。

　どうして円香ばかりが責められなければならないのだろうか。円香ばかりがいけなかったのか。

　悔しくて、ボロボロと涙が溢れてきた。感情的になっているからか、先ほどまで感じていた恐怖すらすでにない。いっそのこと慶太に襲われでもすれば、直樹はまた心配してくれるのではないか、そんなバカなことを考えてしまう。

　小さい頃から知っている相手なのに、自分たちはケンカの一つもしたことがなかったのだと今さらながらに気づく。

　だが、これはケンカじゃない。決別だ。

（出ていけって……嫌われちゃった……）

　泣きながら歩いている円香に、周囲の人々の視線が突き刺さる。

　どうやって家に帰り着いたかも覚えていない。

　重い身体を引きずりながら玄関を開けて、靴を脱いだ。

「意味がわかんない。直樹の気持ちを弄ぶってなに？　出ていけって、私が、帰る場所……ここしかないのに。一緒に暮らそうって言ったの、直樹じゃない」

　ボロボロと涙をこぼしながら、覚束ない足取りでリビングのドアを開ける。ソファーに倒れ込んでしまいたかったが、円香はそのまま寝室へ行った。

　たった数週間で終わりが来るなんて思わなかった。

　いつかいつか、と彼との未来を夢見ていた。

（なんで、私が、慶太と結婚するのよ）

　いくら考えても、直樹がいったいなにに怒っていたのか判断がつかない。ただ、感情に任せて発せられた言葉が、彼の本心であることは間違いない。

　──都合のいい幼馴染みの役目は終わりにする。さっさと部屋から出ていってくれ。

　もう、話しあえる雰囲気ではなかった。

　彼は円香に見切りをつけたのだろう。だから帰ってこない。顔も見たくないと思っているのかもしれない。

　最初から恋人になどならなければよかった。

　そうすれば、幼馴染みのままで付かず離れずいられたかもしれないのに。

　幼馴染みでいられたら、こんなに苦しい思いをしなくて済んだ。

　嫌われなくて済んだ。

　直樹を頼って、直樹に甘えて、結果こんなことになるくらいなら。

「ふ……っ」

　止めようと思っても、涙はちっとも止まってくれない。

　頬を拭うたびに、手の甲が濡れる。何度も擦った目がヒリヒリと痛い。しゃくり上げるように泣き続ける自分の顔はひどいものだろう。

「私がいるから、直樹が帰ってこれないんだよね。実家に、戻ろうかな」

　直樹は疲れた顔をしていた。おそらく、あまり寝ていないに違いない。

　円香が出ていけば、直樹は帰ってこられるだろう。

　寝室のクローゼットを開けて、旅行用鞄に手を伸ばす。ノロノロと動作が鈍いのは、未練ばかりだからだ。

　鞄を床に下ろすと、なにかが引っかかっていたのか倒れるような音がして、小さな箱と紙袋が落ちてきた。

「なに、これ……」

　見覚えのある紙袋は、クリスマスイヴに二人で指輪を買いに行った店舗の物だ。その時の箱は円香の部屋に置いてある。

　紙袋を開けて中を見ると、ジュエリーケースが入っていた。ジュエリーケースの中で光る指輪は、クリスマスイヴに左手の薬指に彼が嵌めてくれたものだった。

　早く外したい、と言う円香に呆れたような顔を見せていた、あの日の指輪。

「なんで……」

　ますます頭が混乱する。

　好きな人がいると言っていた。時折、円香を見る目が切なげに揺れていた。

　まだ、その誰かを忘れられないのかとばかり思っていたが、もし違っているとしたら。

（直樹の好きな人……って）

　──俺の気持ちを弄んで楽しいか。お前の気持ちが俺にないことはわかっていた。

　彼の言葉が意味するのは。

　もしかしたら、直樹は、円香の気持ちがまだ慶太にあると思っていたのではないか。

　彼が怒っていたのは、円香が慶太に隠れて会っていると思っていたからだとしたら。

（私のこと、好きでいてくれたの？）

　もし、円香の考えが正解ならば、いったいどんな想いで彼は「恋人になろう」と言ったのだろう。ほかの男を忘れられずにいる女をどんな想いで抱いていたのだろう。

　その答えに辿り着くと、いろいろな景色が違って見えてくる。

　あの夜、円香が処女だと知って、彼は喜んではいなかったか。

　直樹が心配だからとしか言わなかったのは、まだ過去の恋を引きずる円香を思ってのことなのではないか。

「これ……私に、贈ってくれようとしたの……？」

「そうだよ」

　背後から声が聞こえて驚いて肩を揺らすと、寝室の入り口に息を荒くした直樹が立っていた。彼は慌てて帰ってきたのか、髪を乱して額には汗をかいている。

「直樹……」

「安物のペアリングなんかじゃなくて、本当はそれを贈りたかった。でも、俺の気持ちはあの時のお前にとっては重かっただろう？　だから、一年でも二年でも、俺を好きになってくれるまで、待ってるつもりだった」

「いつから」

　それだけ言葉を紡ぐのがやっとだった。

　声が震えて、後悔ばかりが押し寄せてくる。

「いつからなんてわからない。ずっとお前のことだけが好きだった。自覚したのは中学だと思う。でも、お前は俺と付きあってるって噂になるのを嫌がってたし、恋愛感情じゃなかっただろ」

「嫌がってなんてない！　私だって、直樹のこと中学から好きだった！　でも、直樹が『円香のことは好きでもなんでもない』って言ったから諦めた。振られて繋がりがなくなってしまうくらいなら、幼馴染みでいたかった。私が悪く言われてるの知って、心配してくれてるだけだって思うようにした！」

「好きでもなんでもないなんて……」

　直樹が自身の記憶を探るように頭を傾げて、その言葉に思い至ったのか目を瞬かせた。

「あれは、俺のせいで……お前だけが責められるのに我慢できなくなって、好きじゃないって言えば少しは周りを抑えられるかと思ったんだ！」

「そんなの、知らなかったよ！　私、必死に『ただの幼馴染み』でいるようにしてた。でも、ずっと忘れられなかった。だから、誰と付きあっても違和感があったんだと思う」

　好き──その言葉を告げるのに、どれだけ遠回りをして、どれだけ時間がかかったか。

　指輪を握りしめたまま、頬を伝う涙を手の甲で拭った。

　すると、床に座り込んだ円香の身体が引き寄せられて、直樹の腕の中に囚われる。彼に抱きしめてもらえる喜びに、次から次へと涙が溢れだして止まらなかった。

「今日、お前が来たのは？　抱きしめられたって、どういうことだ？」

「三嶋くんが……あの、前に付きあってた人が何度も学校に来たの。こないだは、新年会やってた店にまで来て……様子がおかしかった。今日は、強引に抱きしめられたから一人で帰るのが怖くて、そうしたら桐生くんが、心配だからって送ってくれただけ」

　直樹は顔色を青くして、自分の態度を悔いるように、強く円香を抱きしめてくる。

「一人にして、悪かった」

「え？」

「少し前、早く帰れた日に、学校近くまで車で迎えにいったんだ。その時、男と二人でいるのを見た。そのあと、迎えに行った飲み屋の前で抱き合ってるのも。店で結婚したいって言ったのは本心だ。でも、あのまま家に帰ったら、お前を詰ってしまいそうだった。一度逃げたら……円香から、別れるって言われるのが怖くて、帰れなくなった。メッセージも見られなかった。だから今日は、痺れを切らして、その婚約者とよりを戻すことになったって、伝えにきたと思ったんだ」

「そんなこと、するわけない」

　前に慶太と会っていたのを見られていたのか。

　新年会の日も、見ようによっては抱きしめられている風に見えたかもしれない。

　円香にとって直樹は、勉強もできて、人をまとめる力もあって、優しくて、完璧なスーパーマンみたいな人だ。

　だから、直樹が慶太相手に嫉妬心を抱いているだなんて思ってもみなかった。それほど好きでいてくれただなんて思わなかった。

「いつ別れを切り出されるかってずっと考えてたから、冷静になれなかった。ようやく手に入れたお前を、手放すことができなかった。ごめん。円香を一人で返すんじゃなかった。無事で、よかった」

　髪を撫でながら謝罪を口にする直樹が、どれほど後悔しているのかが伝わってきて、円香まで苦しくなる。

　円香は首を横に振った。

　直樹だけのせいではない。素直になれなかったのは円香も同じだ。

「あの人……私のことが忘れられないって。妊娠してる彼女のことはなんとかするからって言うの。何度言っても、話が通じなくて、怖かった」

「俺には言いたくなかったか？」

「直樹に心配かけたくなくて……それに、ちゃんと断ったから、もう来ないって思ってた」

「俺がお前を心配するのは、なんでも一人で抱え込みがちだからだ。昔、いろいろあった時も、限界まで言わなかっただろ。自分だけが我慢していればいいなんて、もう思わせたくない」

　直樹がそんな風に思っていたことを知らなかった。

　円香は直樹に感謝こそすれ、我慢などしていないのに。

「円香、明日休み取れるか？」

「あ、うん……大丈夫だと思うけど」

　唐突に言われて、なんだろうと首を傾げる。

「話し合いの場を持つから。今すぐ、その男に連絡を取れ。俺が出るから」

　直樹の言う通りにして慶太の番号に電話をかけると、ワンコール待たずに彼が出た。スマートフォンを奪われて、直樹が話す。

　電話を耳に当てたまま、寝室から出ていってしまい話の内容は聞こえてこない。数分も経たずに部屋に戻ってきた直樹にスマートフォンを返される。

「着信拒否にしといたから。メールも。明日、三嶋は来ると言っていたけど、怖くないか？」

「直樹がいてくれるんでしょ？　平気だよ。それより直樹は、仕事平気？」

「大した仕事はないから大丈夫だ」

「でも、顔色悪い。仕事が忙しいのは本当でしょ？」

　大した仕事はないだなんて、きっと嘘だ。

　そうでなければ、円香を避けていたにしても毎日あんなに遅いはずがない。

　役員としての仕事だけではなく、ネットでの公開授業の収録だってあるのだ。三十歳なんて、役員の中では若手で反発だって少なくないはず。自分よりも歳上の部下を持つのだから、気を張っているだろう。

「私だって、直樹の力になりたい。いつも仕事遅いし、無理しないでほしいって思ってるんだから。連絡もしないで帰って来なかったら心配する。心配で眠れなくなる。ちゃんとわかって」

「ごめん。もうしない。だから、この指輪、してくれるか？」

　直樹の指先が左手の薬指に触れた。それがなにを意味しているのかを察して、円香は頬を染め頷いた。

「うん」

　初めからそこにあるように嵌った指輪に、直樹の想いを感じる。

「これを買った時、一年後の誕生日までに、俺を好きになってくれますようにって、願掛けしたんだ。ようやく叶ったな」

「嬉しい、ありがとう」

　泣き笑いのような顔を向けると、直樹がふたたび円香の身体を強く引き寄せてきた。

「じゃあ、俺を好きって……もう一回言って」

「……っ」

　劣情めいた声が耳元で聞こえる。

　彼がなにを望んでいるかわかってしまって、ジワリと身体の奥が熱くなっていく。

　直樹の胸の中から顔を上げる。

　今まで、直樹の外見がどうと思ったことはなかったのに、真っ直ぐに見つめてくる瞳も、美しく弧を描く眉も、素っ気なく紡がれる言葉にさえ、魅了されていく。

「直樹が好き」

　吐く息が熱い。直樹の逞しい腕に抱きしめられたくて、身体の中心が切なく疼く。キスして、早くあなたのもので貫いて──そんな情欲が湧き上がってくる。

「ふっ……ん」

　座ったまま唇が塞がれる。

　直樹の舌が丁寧に下唇をなぞり、それだけで甘い痺れが腰から迫り上がる。触れあうキスだけで息が上がっていき、ざわめくような焦燥感に肌が戦慄いた。

　耐えきれずに円香が口を開き、直樹の舌を絡めとる。すると深く唇が重なり、息つく間もないほどに口腔を嬲られた。

「ンンッ、はぁ、はっ、ん」

　溢れた唾液が舌ごと啜られる。狂おしいほどに迫る劣情に煽られ、直樹のシャツを掴んだ指先に力がこもる。吐く息すら熱く、もうどうにかしてほしくて堪らない。

　好きな人と気持ちが通じて、触れあえることがどれほど嬉しいか。恋人たちが相手の体温を確かめあう気持ちが、今になってやっと理解できた。

　身体で感じる悦びだけではなく、言葉だけでは足りない愛情を伝えあう行為なのだと、円香にもやっとわかった。

　直樹とのキスだけで、円香はこんなにも多幸感に包まれてしまうのだから。

「直樹……早く」

　唇が離されると、直樹は円香の腕を引いて立ち上がらせる。ベッドに行くのかと思えば、彼は円香の身体をクローゼットに押しつけてきた。

「後ろ向いて。このまましよう」

「このままって」

　着ていたチェスターコートを脱がされる。

　シャツの裾から手が入れられて、後ろから首筋をキツく吸われた。性急な手つきでパンツの前ボタンが外されると、もう片方の手が下着の中に入れられた。

「あ……っ」

　ビクリと背中が震える。クローゼットに手をつき身体を支えなければ、足が崩れ落ちてしまいそうだった。

　うなじ、首、肩甲骨に唇が押し当てられる。そして、ずらされたブラジャーの隙間から手が差し入れられて、すでに硬さの増した乳首をコリコリと指の間で挟むように揉み込まれた。

「あぁっ……はっ、ん」

「立ったまま、したい」

　耳元でかけられた声は荒く、我慢できないと訴えていた。パンツが下ろされて床に落ちると、ショーツの中に入れられた手が谷間に沿うように揺れ動く。

　クチクチと耳を塞ぎたくなるほど卑猥な音が漏れ聞こえて、円香は羞恥でいやいやと首を振った。

「嫌か？」

「や……っ、じゃない……けど……」

　何度身体を重ねても、熱に浮かされてなにも考えられなくなるまでは、自分が我を忘れて乱れてしまうことが受け入れられない。

「けど？」

「直樹に触られてると……気持ちよくて、変になるからっ。恥ずかしい……っ」

　存在を主張する花芯をクリクリと弄られて、円香は息を詰めながら背中を仰け反らせる。トロリと蜜口から愛液が垂れて太ももを濡らした。

「俺の妄想の中では、お前もっとひどいことになってるぞ」

　どんな妄想をされているのだろう。

　円香が無言になったことで察したのか、直樹は胸元を弄っていた手を止めて聞いてくる。

「知りたいか？」

「し、知りたくないっ……」

「そういうなよ。教えてやる」

　直樹はいったん身体を離すと、円香の服をすべて脱がせた。明るい場所で自分だけが肌を晒すことに平静ではいられず、思わず背中を向けて前を隠す。

　彼は自分が脱ぐつもりはないのか、コートすら脱いでいない。

　そして直樹は、脱いだばかりのシャツを手に取り、円香の肩に羽織らせてボタンを留めていく。背後から覆い被さられて、逃さないとばかりにクローゼットに手が置かれた。

「え、あの……直樹？」

「俺の頭の中で、どんな風に乱されてるか……知りたいんだろ？」

　知りたいだなんて一度も言っていないが、彼はやめるつもりはないらしい。

　白のシャツは薄く、インナーもなにも着ていない状態だと、肌の色が透けて見えてしまう。弄られて硬くなった乳首がシャツを持ち上げていて、あまりに淫らな自分に目を逸らしたくなる。

　それに、裾が股をギリギリ隠すぐらいの長さで、尻の形がありありと浮き出ている。

「白いシャツって、やたらと妄想をかき立てられないか？」

　シャツの上から、身体のラインを辿るように手で撫でられる。

「し、知らなっ、あっ！　あ、ん……ん」

「ここもな、触って尖ってくるの想像すると、お前が着替えてるところ見てるだけで勃ちそうになる」

　キュッと薄いシャツの上から、勃ち上がった乳嘴までもを指で挟み抓まれる。

「んんっ……ダメ……そ、れ」

　グリグリと揉み込まれるように強く弄られて、シャツを押し上げプツリと腫れて存在を主張していた乳首が痛いほどに疼く。

　さして触れられてもいない蜜口からトロリと蜜が流れ落ちる。足を閉じて腰をくねらせると、触れあった腰から伝わる直樹の欲望もまた、はち切れんばかりに膨れ上がっていることに気づく。

　臀部に昂った怒張を押し当てられ、揺れ動かされる。荒い息遣いの直樹の声が切羽詰まっていて、それが嬉しいだなんておかしいだろうか。

「胸……ばっか、や……っ」

　もどかしい。もっと直接的な刺激が欲しくて堪らない。あられもない場所がはしたなく疼き、太ももを濡らしてしまうほどに蜜を溢れさせていた。

「どこを、どうしてほしい？」

　足の間を擦りあわせていると、尖った胸の先端を弄りながら囁かれる。

　誘うように腰を捩っても、触れてはもらえなかった。熱り勃つ肉茎を双丘に擦りつけられて、まるで挿れているかのような動きに耐えきれず陥落する。

「あぁっ、ん……それ、ダメっ」

　もどかしいのに、達してしまいそうになるほど気持ちがいい。

「ココ、弄ってほしい？」

　ツンと陰唇に直樹の指先が触れる。

　紅潮した表情のまま頷くと、直樹はコートとジャケットを脱ぎ捨てた。後ろからベルトを外す音がして、ヌルリと屹立が足の間に押し込まれる。

　期待で膣口がヒクヒクと蠢いている。丸い亀頭に秘裂を擦り上げられると、腰がブルリと震えて大量の愛液が床に飛び散る。

「も……挿れて、ほしっ……ひぁぁっ」

　尖った先端がヌルヌルと蜜壺を擦る。谷間を滑らせるように動かされて、張り詰めた尖りが淡い恥毛までもを濡らしていく。

「あっ、あぁん、はぁっ……やぁ……挿れて、も、挿れっ」

　腰を掴まれ、閉じた足の間で屹立が愛液をまとわりつかせながら動かされる。

　膝がガクガクと震えて、クローゼットに縋りつくように身体を預けていなければ崩れ落ちてしまいそうだった。

「まだ、ダメだ」

　焦らすことを楽しむような彼の言葉にショックを受けて、円香はひどいと恨みがましい視線を背後に向けた。

「これ、気持ちいいだろ？」

「ひぁぁっ、あぁん、はっ、んんっ……そこ、やぁっ」

　亀頭の先端で包皮をめくり上げるように動かされると、赤く腫れた芽が顔を出した。

　ゴリゴリと芯ばかりを狙って突き上げられて、全身が燃え立つように熱くなる。

「ダメっ、それ……すぐ、イッちゃ、うからっ」

　下肢がジンと痺れて、鋭い快感が背筋を通り頭の先まで駆け抜ける。全身が総毛立つほどに震えて、甘やかな声が止められない。

　太ももの間で滾った欲望が脈動する。太もものぬるつきがひどくなって、腰を動かされるたびに、ヌチュヌチュと耳を塞ぎたくなるほど卑猥な水音が立った。

　円香はもうダメだと髪を振り乱す。

　血管が浮きでるほどに強く手を握り、クローゼットに身体を預けた。それなのに、達する直前に足の間からあっさりと欲望が引き抜かれてしまう。

「やぁっ……な、んで……っ」

　高められて放置された身体は辛いばかりだ。円香は潤んだ瞳を向けて、懇願するように直樹のシャツを掴んだ。

「あとで、中にいっぱい挿れてやるから」

「あっ……はぁ……はぁ」

　ひょいと身体が持ち上げられて、ベッドに座らされる。ただそれだけで、もう限界を迎えていた身体は軽く達してしまい、粘着性のある蜜を溢れさせた。

「ああ、イッたのか」

　頭がぼうっとしてなにも考えられない。

　足を開かされても、熱に浮かされた瞳でぼんやりと宙を見つめてしまうだけで抗う気力もなかった。

「可愛いよ。見せて」

　今、可愛いなんて言うのはずるい。

　こんな風に愛されたら、全身がドロドロに溶けてなくなってしまいそうだ。

「あぁ……っ、今は、や……直樹……やめっ」

　直樹の顔が近づいてきて、濡れそぼった蜜口を舐められる。敏感な身体をさらに責められて、全身の肌が粟立った。

「やぁぁっ！　ダメェっ……それ、変になるっ」

「全部、舐めてやるから」

　喰らいつくように蜜口を啜られて、悲鳴じみた嬌声が漏れでてしまう。両足が押さえられて、舌が動かされるたびに唇に押しつけるように腰が揺れる。

「ふっ、あぁん、あっ、ん、も……」

　尖らせた舌がプツリと勃ち上がった花芯に触れると、激しく全身が昂りつま先がピンと張った。ビクンと腰をしならせて、蜜口から大量の愛液を弾けさせる。

　息も絶え絶えに身悶えながらも、次から次へと迫る絶頂の波に呑み込まれそうだ。

「そこっ、舐めちゃ……ひぁっ、んっ～！」

　激しい快感に身体が自分のものではないように打ち震える。

　達したあとの充足感よりも、奥に感じる疼きがよりひどくなった。空っぽの膣壁が収縮し、入り口がヒクついている。

「いっぱい出たな」

　円香は頬を真っ赤に染めて、蕩けた目を細めながらベッドに身体を投げだした。羞恥心をどこかに置き忘れてしまったかのように足は開いたままだ。その光景に、直樹が喉を鳴らした。

「円香……可愛い」

「ん……っ」

　ピクピクと痙攣するように揺れる足先に口づけられる。おかしくなってしまったみたいに、何度達しても治らない。

　直樹に触れられるだけで、また狂おしいほどの快感がやってくる。

　足を高く掲げられて、ふくらはぎに舌が這う。膝裏を舐められると、全身に感じる痺れがひどくなり、円香は腰を浮かせて身悶えた。

　足の間から顔を上げた直樹と目が合った。今まで見たこともないほどに飢えた目つきで見つめられて息を呑む。もういっそのこと、全部食べてほしい。

　直樹は汗ばんだ髪をかき上げて、シャツからネクタイを引き抜いた。そして、先走りを溢れさせた怒張に避妊具をかぶせると、性急な動作で蜜口に押し当ててくる。

「挿れるぞ」

「あぁっ……はっ、ふぅっ……」

　狭い蜜襞を拡げながら太いもので満たされていく感覚に、円香は陶然とした声を上げる。

　赤らんだ目を向けて告げると、噛みつくように唇が奪われた。

「直樹……好き……あっ、んんん～っ！」

　腰が一気に押し進められると、激しい興奮で目の前で火花が散った。

　最奥を穿たれて、泡立つ愛液をかき混ぜるように腰が突き動かされる。開いた足に力が入らず膝が震えるほどに揺さぶられて、声も絶え絶えになるほど本能のままに喘ぐしかない。

　柔らかく畝る襞を亀頭で擦り上げられると、無意識に彼のものを引き込もうと締めつけてしまう。

「あぁん、あっ、んっ……気持ち、いっ……あぁぁっ」

「円香……俺も……っ、好きだ。やっと、手に入れられた……っ」

　ヌチュヌチュと溢れる愛蜜をかき混ぜながら、熱に浮かされた声で告げられる。

　好きだと伝えあい、互いに気持ちを確認しあって抱きあうのが、これほどに心地いいとは思わなかった。気持ちの伴わないセックスが、どれほど切ないものなのかも身に染みてわかっている。

「ふっ、う……んんっ、好きっ……私も、好き、なのっ」

　ズルッと太い陰茎が引き抜かれると、離すまいと収縮する蜜襞が蠢いて、甘く感じ入ってしまう。甲高い嬌声を上げながら、円香は耐えきれず自ら腰を揺れ動かしていた。

「中……っ、キツいな……すぐ、持っていかれそうだ」

「はぁっ……すごいっ、ん……奥、キュってする……っ」

　猛烈な勢いで最奥を突かれるたびに、頭の芯が痺れて下肢の感覚が鋭敏になっていく。

　ドロドロに濡れた膣壁を硬い先端で擦られると、子宮口がキュンと疼く。蠢く濡れ襞が、無意識に屹立を締めあげる。

「……っ、ん、はぁ……もう、俺も……いい？」

　腰を捻るようにグリグリと押し回されて、膣壁の中で怒張が脈動し大きく膨れ上がる。

「あっ、あぁん、あっ、はぁっ……もっ、んんっ」

　なにがいいのかもよくわからずに頷いた。感じやすい奥ばかりを狙って穿たれると、頭の中が真っ白になって淫らに喘ぐことしかできない。

　四肢さえも溶けてなくなってしまいそうなほど、凄烈な快感が押し寄せてくる。

「あぁっ……気持ちいい……もうっ、ダメ、イクからぁ……っ」

　蜜口からはジュプジュプと淫らに愛液が弾け飛ぶ音が響く。背筋を仰け反らせながら喘ぐと、呼吸さえままならず開けっ放しになった口からは唾液が流れ落ちた。

「んんんっ……はぁっ、ん、むぅっ」

　唇ごと貪るように口づけられる。グゥッとさらに深くまで繋がる。子宮口を押し上げるような動きで突かれて、重なった唇の中で円香は本能のままに喘ぎ声を漏らす。

「ふぅっんんっ……んあっ……はぁっ、あぁぁっ！」

　結合部が円香の愛液でしとどに濡れていく。荒々しく腰を捻られて、激しく身を震わせて限界に達した。首を仰け反らせ、腰を震わせる。長く深い陶酔感に、意識が霞んでしまいそうだった。

「もう……っ、出そう……」

　囁かれる声は切羽詰まったものだ。

　小刻みに濡れ襞を擦られて、痙攣する膣がさらに直樹を締めつける。

「……っ、はぁ……」

　直樹が堪らないといった声を上げて胴震いすると、隘路の中で肉茎が脈動し皮膜越しに白濁を激しく弾けさせた。

「円香……好きだよ」

　結合部から円香自身の吐きだした愛液が流れ落ちて、シーツを濡らした。

　全身が弛緩して、頭が朦朧としてくる。背中に回した手が重力のままに落ちると、たくましい腕に背中を支えられた。

「直樹に……好きって言ってもらえるの、嬉しい」

「ああ、そうだな。俺もだ」

　互いに呼吸を整えながら口づけあう。円香が恍惚とした表情でうっとりと見上げると、同じように潤んだ瞳を向けられた。

「ちゃんと、好き？」

「当たり前だろ。何年片思いしてたと思ってる」

「じゃあ……」

　愛してる？　──さすがにそうは聞けなくて、円香が言い淀む。

　けれど、直樹は円香の質問の意図を明確に理解してくれていたらしい。

「円香のこと、愛してなきゃ……結婚したいなんて言わない」

　幼馴染みだから。

　優しいから。

　放っておけないから。

　心配だから。

　それらはすべて間違いではないだろうが、すべて〝愛しているから〟の一言で納得してしまえる。彼は優しくて心配性だからと、なにもかもをわかった気になっていたが、直樹の気持ちなど結局なにもわかっていなかった。

「それより……まだ足りない。話はあとな」

　いまだ円香は彼を受け入れたままだ。腰をゆるゆると動かされて、濡れた膣口からトロリと蜜が溢れだした。ゆるく抽送されるたびに、圧迫感が増していく。

「あっ……」

　達した余韻のままに口づけられて、硬くなった屹立でふたたび蜜襞をかき混ぜられる。

「ん……あっ……」

　中が直樹でいっぱいに埋め尽くされて、あまりの幸福感に涙が溢れそうになる。

　互いに想いあって身体を重ねられることが、幸せで嬉しい。

「愛してる」

　指の一本も上げられないほどに疲れているのに、もう一度とばかりに唇にキスが贈られると、また愛されたいと思ってしまう。

　円香は直樹の胸に顔を埋めて、小さく頷いた。







八







　翌日、円香たちが車で向かったのは都内にあるホテルだ。

　平日であっても予約が取りにくいラグジュアリーホテルで、値は張るが展望レストランやエステサロンのサービスなども受けられると雑誌に書いてあったのを読んだ覚えがある。

　慶太を呼びだしたとは聞いたが、まさかホテルだとは思ってもみなかった。待ち合わせは慶太の都合に合わせたのか十六時で、円香たちが着いたのはそれより十分早い時間だ。

「ここ……？　部屋でもとったの？」

「待ち合わせはラウンジだ」

　ラウンジはフロントを通った奥にあり、一面ガラス張りで外の景色が一望できる明るい造りになっていた。

　しかし、話の内容を考えると人の目があり過ぎるのではないだろうか。円香の疑問に答えるように直樹が口を開いた。

「人目がある方がいいだろ？　何度も学校に来てる時点で常軌を逸してる」

　たしかに慶太の行動はおかしいと円香も感じてはいたから、直樹の警戒は当然なのかもしれない。

　あらかじめ予約しておいたのか、直樹が名前を告げると、入り口から近い四人掛けの席に案内された。

（来るのかな……）

　直樹がなんと言って彼を呼びだしたのかはわからないが、慶太が呼びだしを無視する可能性もあるのではないだろうか。

　なにせ、円香の言い分など聞く耳を持たないといった態度だったのだ。円香の気持ちがいまだ慶太にあると疑いもしていなかった。

　そして十分ほど経った頃。

　円香がラウンジの入り口へと視線を向けると、直樹もそちらへと目を向けた。

　ビジネススーツに身を包んだ慶太がラウンジに向かって歩いてくる。その後ろにはゆったりとしたワンピースを着た女性がいた。まさか直樹が相手の女性も呼んだとは思わなかった。

「あれか」

「うん」

　慶太は、円香と目が合うと一瞬、嬉しそうに相好を崩す。これから深刻な話し合いをしようといった雰囲気はまるでない。

　そして小走りで追いかける女性を気遣う様子すらなく、足早にこちらへ向かって歩いてきた。

（あの人、妊娠してるんじゃないの？　もう少し気にかけてあげても……）

「お待たせしました」

　人の良さそうな笑みを浮かべて直樹に挨拶をした慶太は、円香と付きあっていた頃のように穏やかな口調で優しげだ。とても学校で待ち伏せていた人と同一人物とは思えない。

　慶太が迷うことなく円香の向かい側に座ると、女性は慶太の隣に腰を下ろした。

「とりあえず飲み物を頼みましょうか。円香はどうする？」

「オレンジジュースにしようかな」

「では、私たちはホットコーヒーで」

　慶太の言葉に、円香は思わず顔を上げ女性に視線を移す。直樹も気がついたのか、慶太の言葉を無視して、女性にメニュー表を見せると、どれがいいかと尋ねていた。

「あ、じゃあ……私もオレンジジュースを」

　飲み物が運ばれてきて、円香が飲み物に口をつけると、視界に入った斜め向かいの女性は怯えたように瞳を揺らしていた。

「今日、あなたを呼びだした理由、わかりますか？」

　直樹が一口飲んだコーヒーをソーサーに戻しながら、口火を切った。慶太に慌てた様子は微塵も感じられない。

「妻と私になにか用があると伺いましたが？」

「ええ、そうですね。奥様は、円香との関係をご存知なんですか？」

「以前に、私が円香と付きあっていたことは話しました。もう今は別れていて、連絡を取っていないことも。これから子どもも産まれますしね」

　慶太は、隣に座る女性に愛おしむような視線を送っていた。とても円香によりを戻したいと迫った人だとは思えない。

（どうして直樹は、彼女も呼んだんだろう……）

　妻、と慶太は言った。身体の関係があっただけの女と結婚するのは無理だ──彼はそう言っていたが、結局籍は入れたようだ。

（私を愛人にでもしたかったわけ？）

　あまりにも勝手ではないか。

　苛立つ気持ちはあるが、円香は家庭を壊すようなことはしたくない。慶太だって、奥さんの前で元婚約者に復縁を迫ったなどと言えはしないだろう。

　円香には、もう慶太とよりを戻すつもりはない。それをわかってくれたらいいだけなのだが。

（待ち伏せなんて知らないって言われたら、どうすればいいの？）

　学校で待ち伏せをされ、抱きしめられるといった被害はあったものの、なに一つ証拠はない。警戒してのことなのか、慶太は別れてからただの一度も円香の携帯に連絡を取ったこともなかった。

「円香が働く学校に来て、よりを戻すよう迫った記憶はないと？」

「冗談でしょう？　私から別れたいと言ったんです。ああ、もしかしてそれに納得できなかったから、そんな嘘を？」

「違うわ！」

　慶太の目が円香を捉え、嘲るような笑みが向けられた。

　べつに慶太になにを言われても、どう思われても構わない。だが、まだ慶太を好きだなんて直樹に誤解されたくはなかった。

「ははっ、おもしろいことを言いますね」

　隣に座る直樹は、なぜか心底愉快だと言いたげにクツクツと声を立てて笑った。そんな直樹に驚いたのは円香だけではなかったようで、真向かいに座っていた女性も、どうしたのかと言わんばかりに目を瞬かせている。

「いや、すみませんね。今は、便利な時代になったものだと思いまして」

「はっ？」

　慶太はここにきて初めて苛立ったように眉を寄せた。

「昨今、学校側がどれだけ危機管理に重きを置いているかくらいご存知でしょう？　不審者情報はその日のうちに保護者に連絡が行くようになっていますし、生徒たち自身が学校近くで見かけた変質者をＳＮＳにあげている場合もあるんですよ。個人情報の観点から褒められた行為ではありませんが」

「なっ」

　顔色を変えた慶太は、突然焦ったように膝を揺らし始める。

　直樹の言っていることは当然だ。教師たちにも保護者に伝えられた情報と同じものが共有される。

　話がどこに繋がるのかいまいちわからず、円香は首を傾げた。そんな円香の様子を見ていた直樹が、拳で軽く額を小突いてくる。

「鈍いな、お前は。この男が学校で待ち伏せしてるところは、何人もの生徒が目撃してる。教師もだ。ただ、円香と一緒にいるところも見られているから、今のところは通報されていない。ここに来る前、学校側に確認を取った」

　直樹は慶太にチラリと視線を走らせながら言った。学校に来ていない、待ち伏せなどしていない、と言っていたことが嘘だとバレた慶太は、目に見えて動揺する。

「それはっ、仕事で！　私は、教材の販売会社で働いていますから……学校に行ったっておかしくはないでしょう？」

「異動になったって言ってたじゃない」

「だから、また戻ったんだよっ！」

　唾を飛ばさん勢いで捲し立てられて、円香はため息をついた。これ以上、言い逃れできるとは思えないのだが。

　すると、今までずっと黙っていた彼の妻が、ここに来て初めて意志の強い瞳を向けて慶太を睨みつける。

「もう、嘘はやめたら？」

「はぁっ？　お前っ！」

　激昂した様子で慶太が立ち上がった。

　すると、ラウンジ内にいた客たちが何事かと一斉にこちらを見る。

「三嶋さん、ここをどこだと思ってるんですか？　言ったでしょう？　最近は、おかしな行動をすれば、すぐ個人情報を晒すような輩が大勢いるんですよ。しかも、自分で言うのもなんですが私はそこそこ有名人ですので」

「なにが、目的なんだよ」

　慶太は乱暴な動作で椅子に腰掛けた。先ほどまでの余裕めいた笑みはかけらも見当たらない。

「円香への付きまとい行為をやめてくだされば、それでけっこうです。二度と円香の前に現れないでいただきたい」

「……」

　慶太は、直樹を睨みつけながら唇を噛みしめる。

「万が一それが破られた場合は、学校周辺の防犯カメラを確認し、警察に被害届を出しますから」

「わかりましたよ！」

　投げやりな慶太には反省の色はまるでない。浮気したことも、妊娠させたことも、円香に復縁を迫ったことも、自分のせいではないと言いたげだ。

　慶太の態度に円香は苛立ちを募らせる。

　もちろん、妊娠するには男と女、どちらが欠けても無理だ。だが、慶太と彼女が身体だけの関係であったとしても、親になる者がその責任を放棄していいわけじゃない。

「私、三嶋くんと別れる時言ったわよね？　赤ちゃん大事にしないと許さないって。お幸せにって！　今、どれだけ彼女が傷ついてるか考えないのっ？」

「円香、もうあとは二人の問題だろ？」

　お前まで興奮してどうする、と直樹が肩を叩いてくるが、円香の気持ちは収まらない。

「だって、これから赤ちゃん生まれるんでしょう？　大変じゃない！　お父さんになるんだよ！　どうして、そんな他人事みたいな顔できるのよ……」

　興奮しすぎたせいか、円香の目からは涙がこぼれ落ちる。

　慶太に振られて悲しかったけれど、自分たちは縁がなかったのだと思おうとした。慶太が家庭を築くなら、邪魔をしたくはなかったからだ。

「今、何ヶ月かは知らないけど、妊娠中だって夫としてすることは山ほどあるでしょっ！　奥さんの代わりに買い物に行ったり、赤ちゃんの必要な物を揃えたり、名前を考えたり、体調を気遣ったり！　そうやって努力して家族になるのよ。ほんっとバカなんじゃないのっ！」

　一気に喋ったら息が切れて苦しくて堪らない。はぁはぁ、と肩で息をしていると、直樹に宥めるように髪を撫でられた。

　向かいに座った慶太は、あまりの円香の剣幕に呆然としていた。

「私、間違ってるっ？　父親としての責任って、そういうことでしょ！」

　生まれてくる子を愛してあげてほしい。家族になる女性と向きあってほしい。

　他人の家庭のことに口を出す権利などないとわかってはいるが、どうしても言わずにいられなかった。

　親に愛してもらえない子どもは家庭内に居場所がない。

　円香が働く学校でも、親に必要とされず助けを求めてくる子がたまにいる。理由は様々だ。父親や母親、兄弟姉妹とうまくいっていない、外部受験に失敗した、テストの点が悪かった、など。

　家庭内の問題に教師は口を挟めない。

　体罰が加えられていると判断した場合は対処のしようもあるが、心の傷はなかなか目に見えない分わかりにくい。円香はそれを痛いほどに知っている。

　それに、教師になってわかった。

　助けを求められなければ、手も伸ばせないのだと。

　中学の時、円香は周囲の悪意に耐えきれず、保健室に逃げ込んだ。保健医は円香を案じてくれていたけれど、事情は話せなかった。

　子どもの涙は見たくないのだ。

　お願いだから、そんな悲しい子にさせないでほしい。

　円香の気持ちが伝わったのかどうかはわからないが、直樹の前に座っている女性がなにかを決心したように目に光を灯した。そして「ありがとうございます」と円香に向けて礼を言った。

「すみません……私、偉そうなことを……」

　礼を言われることはしていない。途端に興奮した自分が恥ずかしくなってくる。円香が謝ると、女性は小さく首を振って笑っていた。

　むしろ、余計なお世話だと言われてもおかしくはないのに。

「私、この人に、責任を取ってほしいって思ってました。男は出して終わりなのに、どうして私ばかり辛い思いをしなきゃいけないのって。それに、こんな男でも父親だからいたほうがいいんじゃないかって。だから籍を入れるように迫ったんです。でも、もうやめます。何ヶ月経ってもこの人、あなたが言ってたようなことしてくれる気がしないもの。私、この子を一人で育てるわ」

　女性は、ずいぶんとさっぱりとした顔をしている。

　先ほどまで青白い顔をしていたのがまるで嘘のようだ。母は強し、という言葉が円香の脳裏に浮かんだ。

「今日、呼び出されて……あなたに、浮気したことを責められるんだろうなって覚悟してたんです。でも、私はこの子のことでいっぱいっぱいで、正直、面倒ごとは嫌だなって思ってました」

　女性は一度言葉を切って「それなのに」と続けた。

「まさか、赤ちゃん大事にしろって言われるとは思わなかった。妊娠してから、誰も喜んでくれなかった。親もこの人も迷惑そうだった。みんな、まるで要らないものみたいにこの子のことを扱った。でも、あなたのおかげで初めて、嬉しいって思えたんです。だから、ありがとう。それと、傷つけて、ごめんなさい」

「いや……そんな」

　円香は居心地が悪くなり、組んだ手をモジモジと擦りあわせた。

「それに、この男は妻って言ってたけど、まだ籍入れてないんです、私たち」

「そうなんですかっ？」

「婚姻届は書かせたけど、出してなかったみたい。さっきの話を聞いてる限りだと、あなたと結婚するつもりだったのかしら。でも、認知はしてもらうわ。きっちり養育費は請求しないとね」

　立ち上がった女性は、慶太を一瞥しそう告げた。

　小動物のように肩を小さくした慶太が、顔を引きつらせる。

「三嶋くん、責任を取るって意味、わかったわよね？」

　円香が低い声で続けて言うと、さらにビクリと肩を震わせた。なぜか直樹は「ほんと怒ると怖いよな、お前」などと言って笑っている。

　女性はふたたび直樹と円香に礼を言って、その場を後にした。

「俺たちも帰ろうか」

「うん」

　うなだれたままの慶太を放置し、直樹に差し出された手を取った。

　ラウンジを出る際、ホテルのスタッフには騒がしくしてしまったことを謝罪した。

「直樹、ありがとう。あの人も幸せになれればいいね」

　二人で手を繋ぎながら、エレベーターホールへと向かう。

「俺は……お前のそういうところが、昔から好きだよ」

「突然なに？」

「裏切られて傷つけられたのに、初めて会った女のために怒って泣ける、そんな円香が好きなんだよ。恨み言の一つも言いたいかと思って呼んだのに。お前は、本当に昔から変わってない」

「だって……いくらなんでもひどいって思って」

「さっきのことだけじゃない。中学の時のこともだ」

「中学？」

　直樹には相応しくないだの、似合わないだの言われたことだろうか。

「女から総スカンくらったろ。俺のせいで」

「だから、それは直樹のせいじゃないでしょ！」

　陰口を叩く方が悪いに決まっている。

　それに、円香が誰の意見にも惑わされず、直樹を好きだと自信を持って言えていたら、彼女たちとも仲良くなれていたかもしれない。

　自分が悪かったとは思わないが、もしかしたら違う結果もあったかもしれない。大人になった今だからこそ、そんな風に考えられる。

　たらればを言ったところでどうしようもないが、間違いないのは、直樹のお陰で円香は学校に行けていた、ということだ。

「そうそれ。昔も怒って同じこと言ってた」

「そうだっけ？」

　フッと笑みを浮かべながら、直樹は昔を懐かしむように目を細めた。

「ああ。だから、俺はお前の力になりたかったし、お前のこと、もっとちゃんと守れるようになりたかった」

「もう、たくさん守ってもらってるよ……って、あれ？　エレベーター下じゃないの？」

　エレベーターのボタンは上矢印が点灯している。間違えてるよ、と慌てて下を押そうとすると、その手が止められる。

「いや、これで合ってる」

　悪戯っぽい笑みを浮かべた直樹は、ジャケットの胸ポケットからカードキーを取りだして見せる。

「せっかくの休みだからな。部屋取った。二人でゆっくりしよう」

　エレベーターが停まったのは上層階で、フロアには部屋数が三部屋しかないようだ。スイートルームなのだろうか。

　ドアの横にあるセンサーにカードキーを翳すとロックが解除される。廊下を通った先がリビングになっているようだ。

「すごい部屋……」

　広々とした空間はスタイリッシュなデザインで統一されている。部屋は一面がガラス張りになっていて、リビングダイニングからの眺望に圧倒されてしまう。ベッドルームのほかにもゲストルームがあり、家族でも泊まれるようだ。

「これ、贅沢すぎない？」

　ガラスにへばりつくように景色を眺めながら聞くと、背後から抱きしめられて直樹の顔が窓に映った。昨夜気持ちが通じあったばかりだからか、鏡に映る自分たちの姿がいちゃついている恋人同士にしか見えなくて面映ゆい気分になる。

「気に入ったか？」

「うん。一生のうちに、こんな素敵なところに泊まれるなんて思ってなかった」

「一日遅れの、付きあった記念日な」

「付きあった記念って。クリスマスイヴじゃないの？」

「それじゃ、俺の誕生日とクリスマスと記念日が一緒になるだろ。ただでさえ、子どもの時から誕生日とクリスマスまとめられてきたんだ」

「もう、いくつよ」

「二十九だな。なに、嬉しくない？」

　円香の苦笑に、直樹は不安げな顔をした。

　飛び上がらんばかりに嬉しい。だが、少しばかり複雑な感情も芽生えるのは、おそらく直樹との恋愛経験の差かもしれない。

「嬉しいんだけど、なんか、手慣れてる感じがしてモヤモヤしちゃっただけ……ごめん」

　つい拗ねた口調で言ってしまう。

　円香だって、何人かの男性と付きあってきた。自分に直樹の過去の恋愛をどうこう言う権利なんてない。ただ、昔、後輩の塾講師と付きあっていると言っていたな、と思い出してしまった。

　後輩の塾講師にも同じようにしたのだろうか。そんな疑問が浮かんだ。ペアリングを贈って、記念日にはホテルを予約して。

（私、面倒くさすぎない……？）

　長らく処女を拗らせてしまったから、やたらと嫉妬深くなってしまうのだろうか。

　ここまでくるのに遠回りした円香がいけない。二十九歳にもなって、こんなことでふてくされるなんてあり得ないだろう。

　せっかく直樹が部屋を予約してくれたのだから、楽しめばいいはずだ。それなのに、一度気になり始めると、どうだったのかと考えてしまって止められない。

「手慣れてる？　それはお前に言われたくないぞ」

「私に言われたくないって、どういうこと？」

　呆れたような口調で直樹に言われて、円香はさらに唇を尖らせた。円香が手慣れているはずはない。直樹以外とホテルに来たことなんてないのだから。

「あのなぁ。幼馴染みとしか思われてないんだから仕方ないって、自分に言い聞かせてたのに、あの日、慣れた誘い方で『慰めてあげる』なんて言われた俺の気持ちを考えてみろよ。いつもこんなふうに男を誘ってるのかって失望した。それでも嫌いになれない、あわよくばって思ってる自分にも失望したんだ」

「あれは……直樹もたまには辛いことがあるなら吐きだせばって思っただけで」

「今はそれもわかってる。でも、ああ言われて、そう取る男はいない」

「う……すみません」

「あまりに長く好きでいたせいで、好きを通り越して憎らしかった」

「に、憎らしかったの？」

　そういえば、好きなのかどうなのかもよくわからない、とあの夜、直樹は言っていた。

「俺はずっと、お前がいつかは振り向いてくれるんじゃないかって期待してたからな。でもあの日、あの男と結婚するつもりだったって聞かされた。やっぱり俺の気持ちは叶わないのかって落ち込んだし、焦った。イヴだけは二人で過ごしてきたけど、お前が結婚したら、それすらなくなるんだって。だからいっそのこと、無理やりにでも奪ってしまえばいいと思った。それでもしお前に嫌われたら、諦めもつくかもってな」

　腕の力が強まり、すぐ近くで直樹のため息が聞こえた。

「私が直樹を嫌うなんてあり得ないよ。あの日、酔っ払ってたけど……後悔なんてしなかった。むしろ、嬉しかった。私も、直樹との恋は叶うわけないって諦めてたから」

「あの日、お前に触れたのは俺だけだって知って、どれだけ嬉しかったか」

「じゃあ、直樹は……？」

　直樹の唇が頬へと下りてくる、耳を甘噛みされてゾクゾクと腰が痺れるような感覚が走った。

「ん？」

「私は、直樹が初めて。直樹は……？」

　恋人いたじゃない、そう言うと直樹は気まずそうに頬をかいた。

　拘ってしまう自分がおかしいのかもしれない。彼の最初で最後がよかった、なんて夢を見過ぎだろう。いきすぎた独占欲だ。

「やっぱり、なんか、悔しい」

　だから、いつも直樹ばかり余裕なのだ。

　円香はキスをされているだけで、頭が真っ白になるほど気持ちよくて、抱かれたくて堪らなくなってしまうというのに。

「直樹」

　円香は振り返ると、直樹のワイシャツの袖を掴んで、熱を含んだ息を吐きだす。

「どうした？」

　円香が嫉妬しているのがわからないはずもないのに、彼はこんな時ばかり鈍いフリをする。いつも彼の手のひらの上で転がされているようだ。

（私のことで、頭がいっぱいになればいい）

　円香は背後に広がる壁一面のガラス窓に一度視線を向けて、コクリと唾を飲み込んだ。

　そして床に膝をつき、不器用な手つきで直樹のベルトを外してスラックスに手をかける。下着をずらすと、まだ柔らかいままの陰茎を手で包み込んだ。

「……っ、円香」

　直樹の手が伸びてきて髪を撫でられる。円香を呼ぶ声は掠れていて、彼がそれを期待しているのがわかる。ただ、知識としてはあるものの、いきなり行動に移すのはかなりの勇気が必要だった。

　ゆるく握った陰茎をそっと動かす。手の中の肉茎はすでに硬くなりつつあり、先端は先走りが滲んでいる。

　頭上から息を呑んだような声が聞こえたが、あまりの羞恥に直樹の顔を見ることはできなかった。

「なぁ……」

　髪を撫でていた手が、円香の顎を通り、唇に触れる。

「ここで、俺のこと、気持ちよくしてくれないか？」

　直樹の声は、すでに熱に浮かされ蕩けたように甘い。

　指先で下唇を突かれて、頬に熱が集まってくる。円香だって最初からそのつもりだった。あとほんの少し勇気が足りなかっただけで。

「この小さい口の中に挿れて、セックスしてる時みたいに動かしたい」

「んっ……ふ……っ、う」

　口の中に指が押し込まれて、唾液がかき混ぜられる。舐めろとでもいうように指を動かされ、円香はおずおずと舌を絡ませた。

　これで合っているのだろうか。視線だけで直樹を仰ぎ見ると、彼の喉が上下に動く。

「そう、舌を絡ませて。慣れてきたら、もっと奥まで咥えるんだ」

　直樹の太い指を二本咥えているだけで、口の中がいっぱいになってしまう。だらしなく開けっ放しの口からは、かき混ぜられた唾液がこぼれ落ちて、絨毯を濡らした。

「はぁっ……む、ん……っ」

　チュプチュプと淫靡な音を立て、指が抜き差しされる。指の腹で口蓋や頬裏を撫でられているだけで、彼のものを咥えているような気分になってしまい、舐めしゃぶることに夢中になった。

「く……っ、は」

　クチっと濡れた音がしてうっすらと目を開けると、直樹が円香の手のひらごと握りしめた陰茎を扱き始めた。興奮したように目を赤らめた直樹は、指を動かしながら同じタイミングで硬さの増した欲望を擦り上げる。

（いつも……こんなおっきいのが、入ってるんだ……）

　猛々しく天を仰いだ男性器の先端から先走りが溢れ、円香の手を濡らしている。彼の感じている顔を見られたことが嬉しい。円香が気持ちよくしてあげられたら、もっと嬉しいだろう。

「円香……できるか？」

　口の中に入っていた指を抜かれて、屹立が目の前に差し出される。

　円香は、手のひらで肉茎を包み込んだまま先端に唇を寄せていった。先走りを舌で舐めとると、口腔内に苦味が広がり、直樹の腰がビクリと震えた。

「……っ」

「やり方……わかんないけど……」

「口の中、挿れられるところまででいいから」

　直樹の口から、興奮したような荒々しい息が吐きだされた。

　濡れた先端がゆっくりと奥へと挿れられる。口を開けていると、唾液を嚥下しようとしても飲み込みにくく、口の端からこぼれ落ちてしまう。

「んんっ……」

「苦しくなったら離せよ」

　口腔をかき混ぜるように、一番太い雁首だけを抜き差しされて、チュプチュプとはしたない水音が立つ。

「舌で、ん……そこ、舐めて」

　言われるがままに口腔に含んだ亀頭の裏側に舌を這わせると、気持ちよさげな吐息が頭上から聞こえた。

　屹立は一段と大きく膨れ上がり、口腔内の圧迫感が増していく。粘ついた白濁が次から次へと溢れでて、彼が感じてくれているのだと知り嬉しくなる。

　もっと気持ちよくなってほしくて、喉の奥が苦しくなるほど口いっぱいに呑み込みながら陰茎の裏筋を舐め上げた。

「ま、どか……っ」

「はぁ……ん……っ、ん」

　ドクドクと脈動が伝わってくる。唾液を垂らしながら男の欲を頬張った自分の顔は、きっと可愛くなんてないし、それどころかはしたないほどに乱れているだろう。

　そんな姿を凝視され消え入りたいほど恥ずかしいのに、劣情に濡れた声で名前を呼ばれるだけで、下肢からは甘やかな疼きが生まれてしまう。

　円香は必死に肉茎を咥え込みながら、ピタリと閉じた太ももをモジモジと揺らす。息苦しさで目には涙が浮かび、開けた口元は唾液や先走りで濡れそぼっている。

「ブラウスのボタン外して……上、脱いで」

　腰を軽く揺らされ、より深くに彼のものを受け入れると、喉奥に先端が当たり嘔吐感が込み上げてくる。

　それになんとか耐えつつ、言われるがままにブラウスのボタンを上から外すと、いい子だとでもいうように髪を撫でられた。

「ブラジャーも取って」

　頭が陶然となって、直樹の言葉に抗えない。もっと、彼の望むままに乱されたくなる。

　背中に手を回してホックを外し、ブラジャーを絨毯の上に落とした。どうするのと見上げると、息を呑むほど魅惑的な微笑みを向けられる。

「自分で、弄ってみて」

「んんんっ」

　目を見開き彼を口腔に咥えたまま、それは無理だと言葉にならない声で言う。

　口でするのも円香にとっては冒険といえるものであったのに、自分で自分の胸を弄るだなんて想像するだけで羞恥に目眩がしてきそうだ。

「俺を、気持ちよくしてくれるんだろ？」

　円香が気持ちいい顔をしているところが見たい、などと艶めかしげな声で囁かれて、触れられてもいないのに足の間がキュンと疼く。わかったと答えを返す代わりに肉茎を強く吸うと、口の中のものがますます嵩を増す。

「ふっ……う、ん」

　おずおずと柔らかい乳房に手を伸ばし、両手で上下に揺らしてみる。直樹に触れられている時とは違って、自分で揉んでも気持ちよくはない。

「最初は……乳首、弄って」

　赤く色づいた尖りに触れると、ジンとした痺れが走った。気持ちいいいのかどうかはわからないが、鋭い感覚が胸の先端から駆け抜けてくる。

「ん……っ」

「そう、指の腹で擦って。たまに抓んで、引っ張って。円香は、痛いぐらいの方が気持ちいいだろ？」

　両方の胸の頂を人差し指で擦り上げる。柔らかかった乳首が徐々に硬さを増し、コロコロと転がるまでになってきた。彼のものを咥えているからよけいに息が苦しく、喘ぐような吐息が口の端から漏れる。

「はぁっ……はっ、ん……」

　指で抓んで引っ張り上げていると、徐々に腰を重くするほどの快感となって全身に広がっていく。すでにショーツはぐっしょりと濡れて、無意識に擦りあわせた太ももの間が汗ばんでしまう。

　円香が感じ始めると、口の中で揺らされている欲望が一段と大きく膨れ上がった。

「はぁっ……えっろ」

　普段の泰然とした態度が嘘のように、余裕のない彼の声が響いた。

　円香が脈打つ肉茎を咥えたまま視線だけを上に向けると、心を奪われたように円香の胸元へと視線を注ぐ彼の姿があった。

　髪に指が差し入れられて、喉奥までグゥッと陰茎を押し込まれる。喉の奥に触れられているような不快感にこみ上げる吐き気を堪えると、張り上がった先端ギリギリまで引き抜かれ、ふたたび容赦なく突き挿れられた。

「んんんっ……」

「いい、円香……っ」

　グジュグジュと口の中をかき回す音がする。

　抽送のスピードが速まり、頭上から聞こえる吐息はひどく荒い。唇を窄めて陰茎を扱きながら、円香はいつしか自身の快感を追うように乳首を捏ねまわしていた。

　彼が自分に夢中になってくれているのが嬉しい。

　はしたなく唾液がこぼれ落ちるのも構わずに、必死に舌を使い裏筋を舐め回した。ヌチヌチと唾液と先走りが泡立つ卑猥な音が響いて、円香も追い立てられていく。

「もう……出る……っ」

　口の中で一際大きく膨れ上がった肉茎が、突然引っ張りだされたかと思えば、顔近くで白濁が弾け飛ぶ。

　粘り気のある精が円香の口元や顎、それに胸にかけられて、彼の荒々しい息遣いがやたらと大きく聞こえた。

「ん……」

　口の中にある粘つきを喉を鳴らして飲み込むと、いまだ荒く息をつく直樹に身体を持ち上げられた。

「こっち」

「え、わっ……なに？」

　身体を横抱きにされて、ベッドの上に寝かされた。

　口や胸を拭かないとシーツが汚れてしまう。ティッシュを取るために起き上がろうとすると、直樹に横たえた身体を押さえつけられた。

「そのままでいい」

「え……？」

　顔だけをティッシュで拭われ、穿いていたスカートやショーツを脱がされた。

　されるがままになっておとなしくしていると、直樹も服を脱ぎベッドへと上がる。彼は円香の横で膝立ちになった。

　そして、まだ硬さを保ったままの屹立の先端が、白濁にまみれた乳首に擦りつけられる。

「中学の頃は絶対に言えなかったけど、頭の中では、ずっとこんなことばかり考えてた。幻滅したか？」

「するわけないじゃない」

「これは序の口だぞ」

「べつにいいってば。直樹がしたかったこと、全部、教えて」

　なにをされたところで、円香は直樹しか知らないのだから問題はない。

　愛してくれさえすれば大丈夫。円香がそう言うと「覚悟しとけよ」と呟かれて、グリグリと先端が擦られる。敏感な乳嘴は赤く色づき淫らなに勃ち上がっていく。

「んっ……はぁっ」

　円香が思わず声を漏らすと、乳首を擦る熱い欲望の滾りからヌルリとした先走りが流れでて、さらりに滑りがよくなった。

　白濁にまみれ血管の浮きでた赤黒い肉茎は、普段落ち着き払った直樹には似つかわしくないほどに獰猛で卑猥だ。それなのに興奮で顔を赤らめ荒々しく息を吐く直樹の姿にさえ、円香は魅了されてしまう。

　いやらしくて、はしたなくて、逃げだしたいほどに恥ずかしい行いが、自分にだけ見せてくれる彼の一面だと思えば、心が躍るほどの喜びだ。

「円香……っ、円香っ」

　彼は片手で肉塊を扱きながら、円香の名を呼んだ。

　まるで舌で舐め転がすかのように、笠の開いた先端で乳首に快感を与えられる。胸に垂れた白濁が新たに流れ落ちる先走りと混ざり、クチュクチュと室内に淫らな音が響いた。

「あぁ……ん、直樹、ここ……っ、つらい」

　いつまで経っても肝心の場所には触れてもらえないもどかしさで、円香は腰を捩る。ベッドの上で誘うように足を開き、しとどに濡れた陰唇を晒していた。

「すごいな……もうグッショリだ」

　熱に浮かされたような声で直樹が言った。ジッと注視するように見つめられても羞恥を覚えないほどに、焦燥感が駆け抜ける。

「触って……お願い」

　我慢できそうになかった。膣口はトロトロと蜜を流し、円香が腰を揺らすたびにシーツを濡らしていく。

　すると、直樹は円香の横に寝転がり、上半身だけを起こし下肢に顔を近づけていく。彼がなにをする気かを察して、期待に心臓がドクドクと早鐘を打つ。そこを舐められたら、自分がどれほどよがり乱れるかをもう知っている。

「あっ、それ、好きっ……あぁぁっ！」

　淡い茂みに鼻先を埋めた直樹は、濡れた陰唇に舌を這わせてくる。蜜を吐きだす陰唇を舐め回し、かと思えば、熱く熟れた花芯を舌先で突いてくる。そんなことをされたら、気持ちよくて頭の芯まで蕩けてなくなってしまう。

「ひぁぁっ、あっ、あぁぁんっ」

　凄絶な快感にあられもない声が止められない。

　収縮しヒクつく襞に舌を突き挿れられて、突然の衝撃に言葉にならないほど感じ入ってしまう。

「あっ、はぁん、あぁっ……ん、こんなのっ、すぐ、イッちゃ」

　円香がシーツの上で頭を振り乱しながら、下肢からせり上がってくる絶頂の波に耐えていると、滾った肉茎が乳房の上で揺れ動かされた。

「俺の……上に乗って」

　身体の上下を反転させられて、今度は直樹の顔に股間を押しつけているような体勢だ。真下から恥部を見上げられる格好に、これ以上ないほど全身が羞恥に染まる。

　けれど、なにをしてもいいと言ったのは自分自身で。期待と羞恥がないまぜになって、もうわけがわからない。

「やっ……こんなの……」

「一緒に、気持ちよくなればいい」

　ほら、と熱り勃った屹立を見せられて、円香はコクリと喉を鳴らした。直樹と一緒ならばと、淫らな行為さえ容易く受け入れてしまう。

　尻が鷲掴みにされて、直樹の顔へと引き寄せられる。円香は、直樹の腹部へと身体を預けるような体勢をとる。

「胸で、俺の挟んで……擦って」

「こ、こう？」

　どうすればいいかよくわからなかったが、両胸を中央に寄せてぬるついた陰茎を挟んでみる。

「そう……その感触だけで、イキそう。そのまま上下に擦って……」

「あっ、や……急に」

「ほら、続けろよ」

　言いながら蕩けた蜜口を啜られて、ビクビクと腰が震える。

　ヌルヌルと蠢く膣襞を舐められるあまりの心地よさに、直樹の顔に押しつけるように腰が揺れ動く。それでも必死に彼へ快感を与えるべく寄せた胸元で、脈動する昂りを擦り上げた。

「あぁぁっ……これ、辛いっ、ん、はぁん、やっ、はっ……ん」

　胸を揺らすたびに乳首が擦れて、それだけで甘い痺れが走る。片手で身体を支えているからか、腕がピクピクと痙攣してくる。

　舌でざらついた濡れ襞を擦られて、気持ちがいいのに、奥まった場所が痛いほどに疼き始める。

　焦らされているようなもどかしさに耐えられず、必死に胸を揺らしながらも、自分から敏感な花芽を舌に擦りつけてしまう。

「はぁん、あっ、ん、ここ……っが、いいっ」

「クリトリス、弄られる方が気持ちいいか？」

「んっ……」

　尖った舌先に硬く勃ち上がった花芯をヌルヌルと擦りつける。凄烈な快感が下肢から湧き上がってきて、焦らされていた身体はあっという間に絶頂へと駆け上がる。

「あぁぁっ！」

「すごいな……漏らしたみたいに、蜜が噴きだしてる……」

　興奮で掠れた直樹の声が震わせた足の間から聞こえる。

　意識さえ朦朧としそうなほど深く達してしまい、息をつくことさえままならない。ピシャッと愛液が噴きだし彼の顔を濡らしていることにも気づかなかった。

　フッと息が吹きかけられると、それが新たな官能の呼び水となり、円香は背中をしならせた。

　しかし身動きすることは許してはもらえず、直樹は噴きだす蜜を余すことなく舐め回してくる。クチュ、ジュプ、と耳を塞ぎたいほどの淫音が響き、円香は悲鳴じみた声を上げながら腰を震わせる。断続的にやってくる深い絶頂に終わりが見えない。

「やぁっ……また、イク、イクっ、あぁっ、も、ダメぇ……っ」

　背中を波打たせながら、次から次へと襲いくる興奮の極みに耐える。

　力の入らない四肢は使い物にならず、直樹に支えられていなければ崩れ落ちてしまいそうだ。

「エロくて、めちゃくちゃ可愛い」

　荒々しい息遣いの中、熱のこもった声で囁かれる。

　両胸を外側から寄せるように掴まれて、下から腰が突き上げられた。ヌチヌチと卑猥な音を響かせながら、腰の抽送が速まっていく。

「俺も、出そう……っ」

　胴震いした直樹の下肢に上半身を預けると、またもや顔の近くで飛沫が弾ける。顔も胸も体液で汚れているが、達した後の余韻は心地よくこのまま眠ってしまいたいほどだ。

　だが、さすがにシャワーくらい浴びないと、このままでは寝るに寝られない。

「風呂行くか」

「ん……」

　直樹が濡れた口元を手で拭いながら言った。それが自分の愛液だと考えるだけで、いてもたってもいられなくなる。

　今さらながらに、どうしようもないほど羞恥心が芽生えてきて、直樹の顔が見られない。

「円香？　どうした？」

「恥ずかしいだけだから……っ。お願い、見ないで」

　両手で顔を覆うと、手が外されて顔を覗き込まれた。

　睨んだところで意に介さず、フッと短く息をついて笑われる。そして、先ほどの行為を窺わせるように唇に触れられた。

「俺の方がよほど恥ずかしいだろ。言ったよな？　中学からずっとこういうことばかり考えてたって。この可愛い口で咥えてほしいとか、胸に挟まれてみたいとか。念願叶ったよ。実はまだあるけど、これくらいで音を上げてたら無理だぞ」

「ひぇっ……」

　円香の顔は耳まで真っ赤に染まる。

　鷹揚に構えているかと思えば、話している直樹もまた恥ずかしげに頬を染めている。しかし、無理と言われると、どんなことがしたかったのかと気になってしまうもので。

「まだあるって、なに？」

「耳貸して」

　ちょいと手招きされる。

　少し聞くのが怖い気もしたが、好奇心には抗えずおずおずと直樹に近づいていく。

　直樹は、円香の顔近くまで唇を寄せて、誰に聞かれる心配もないのに耳元に手を当ててきた。

「結婚しよう」

　ボソリと呟かれた一言は、幻聴でもなんでもない。だが、その前のやりとりもあって、もしかしたら冗談で言われたのかもしれないと考える。

　真意を窺うように直樹の顔を見つめるが、彼はふざける様子もなく真っ直ぐに円香を見つめて頷いた。

「円香が好きだから、一緒にいたい。この先もずっと」

　円香の誕生日まで待てない──直樹はそう言って、円香の左手の薬指に光る指輪に触れた。

「私も、直樹とずっと一緒にいたい」

　直樹は、恭しげに円香の左手を取ったまま、泣き笑いのような顔で左手の薬指に口づけた。







　円香は、バスタブに浸かりながら、窓から一望できる東京の夜景に何度目かわからない感嘆の息をついた。

　バスタブは二人でも入れる真四角の造りで、洗い場だけでも二畳ほどはあるだろうか。横に長いダブルシンクの洗面所とガラスドア一枚で隔てられている。

「そんなに夜景が珍しいか？」

　円香の身体を後ろから抱えた直樹が、幾分か呆れたように言う。それはそうだろう。バスルームに入ってからずっと窓の外を見てはうっとりとしていたら、いい加減慣れろと言いたくなるのもわかる。

「景色に見惚れてるだけじゃないの。雰囲気に酔ってるの」

　大好きな人と素敵なホテルの一室にいて、つい先ほどプロポーズを受けたばかりだ。しかも自分はそれを了承した。つまりは、このままいけば直樹と結婚することになるのだ。

　窓の外に視線を向けるフリをして、ニマニマと指輪を見てしまうのは仕方がないではないか。

「俺を見てほしいって、待ってるんだけどな」

　背後から耳朶を食まれて、ピクリと肩が震える。バスタブに張った湯が波打ち、円香の口からは艶めかしい吐息が漏れる。

「んっ……さっき、いっぱいしたじゃない」

「お前の中ではイッてない」

「中でって」

　頬に熱が集まってくる。言葉通りの意味ではないとわかっていても、それを期待されているようで落ち着かない。いずれは彼と家族になって、そうするんだろうなどと想像してしまう。

「早く、子ども欲しいな。円香は？」

「ま、まだ入籍すらしてないじゃない」

「じゃあ籍は明日にでも入れよう」

「明日って！」

「片思い中、妄想する時間がたっぷりあったからな。早く、お前と本物の結婚生活を送りたいんだよ。待てないって言っただろ？」

　円香だって想いは同じだ。

　直樹との子どもかと考えて、円香も妄想に浸る。

「ふふっ、直樹は教育パパになりそう」

「いや、俺はダメだろ。とことん甘やかす」

　そうかなぁ、と首を傾げながら、ふと思いついたままに口にした。

「ほしいな、直樹の子」

「……妊娠中にウェディングドレス、着ることになってもいいか？」

　そう尋ねてくる直樹の声はやはり真面目そのものだった。

　思わず笑ってしまう。妊娠できるかどうかもわからないのに。

「いいよ」

　円香がそう言うなり、彼の手が前に回ってくる。

「ふっ……う……んっ」

　後ろから顎を掴まれ、荒々しく唇が塞がれる。やがてバスタブの縁に座らされて、身体を窓ガラスに押しつけられた。湯で熱いくらいだった背中が窓ガラスで冷やされ、気持ちがいい。

「縛るのも、妄想してたことあったな」

「え……っ」

　バスタブに足をつけたまま立ち上がった直樹に、頭の上で腕を一括りにされた。そしてふたたび唇が塞がれる。

「んんっ」

　口腔内を激しく舐め回され、溢れる唾液ごと舌を吸われた。先ほどまでの痴戯で十分焦らされていた身体はあっという間に熱を持ち始める。

　片手で両手を括られ、もう片方の手で胸の膨らみを揉みしだかれる。下からすくい上げるように揺らされて、彼の手のひらで擦られた乳輪が鮮やかに色づいた。

「んっ……んん、はぁっ、あぁっ」

　思わず唇を放し、腰をくねらせる。

　性急な手つきで硬くなった乳嘴を抓まれ、指の腹で転がされるだけで、全身が沸騰したかのように熱くなってくる。腰を捩り快感から逃れようとするたびに、腹部にあたる屹立した直樹のものを思いがけずに擦ってしまう。

「腰が揺れてる。そんなに欲しいのか？」

　抑えがたい情欲に、円香は首を縦に振る。すると直樹が腕を放し、円香の足を持ち上げた。

「自分で膝を持って」

　バスタブの縁に座り、膝を左右に広げるように言われる。円香は言われるがまま、太ももの裏に手を入れて膝を開いていく。

「恥ずかしい……からっ、早くして」

「円香がいやらしい格好してるところが見たい。大丈夫、すぐなにも考えられなくさせてやる」

　漲った肉茎が、すでに蜜を垂れ流す蜜口に押し当てられた。ヌルリと陰唇を滑らされるだけで、円香の下腹部は痛いほどに疼いた。

「あっ、あぁっ……」

「ここ、こうして突くと、先端に吸いついてくる」

　直樹の口から感に堪えないといった声が上がる。

　丸みを帯びた亀頭で淫穴をつつかれると、クチクチと粘ついた音が立ち、陰茎と恥部の間に白い糸のようなものが張っている。そのあまりに卑猥な光景に喉が鳴る。

　谷間に沿うように愛液を絡めながら動かされて、バスルームに響く淫音が激しさを増していく。

「あぁぁっ」

　焦らされているかのような動きに我慢ができない。開いた膝はガクガクと震え、入口はどれだけ淫らに口を開けているかと想像するだけで、消え入りたいほどの羞恥に襲われる。

「お願い……っ、も……」

　チュポチュポと濡れた音がひどくなる。膣口はヒクついて、奥へ吸い込むような動きを見せているのに、陰唇を擦るばかりの行為がもどかしくて堪らない。

「あぁっ……あぁん、ふっ、はぁ」

「ぬるぬるで、ほら……もう入りそうだ」

　亀頭がヌルリと中へ押し込まれる。

　ああ、やっとだと期待に打ち震えた直後に引き抜かれ、また数センチほど挿れられる。どうしてこんな意地悪をするのだろう。涙に滲んだ目をうっすらと開けると、彼もまた同じくらい追い立てられたような顔をして円香を見つめていた。

「はぁん、あっ、も、ん……それ……やなのっ」

「どうしてほしい？　言ってみて」

「ほしいのっ、それ……挿れて、我慢、できなっ」

　焦燥感はさらに増し、自分から屹立を誘い込むように腰を浮き上がらせてしまう。この太い肉茎で濡れ襞を擦られたくて堪らない。

　グチュグチュと中をかき回して、奥を突き上げてほしい。

　頭の中にある淫らな妄想は、直樹が抱く妄想とどちらがより卑猥だろう。自分だって、そう変わらないのではないか。

「直樹……っ、なお、おねが……やぁっ」

　悲鳴じみた声で懇願すると、熱り勃った楔を一気に奥へと押し込まれた。焦らされた身体は隘路が目一杯満たされただけで達してしまう。

「あぁっ！」

「挿れただけでイッたのか……中、ビクビクしてる」

　滾った肉茎を軽く揺すられるだけで、凄まじい快感が脳髄までもを痺れさせる。硬い先端の尖りで、柔襞を刮げられる感覚が鋭敏な肌を粟立たせた。

「あっ、あ……ま、待って」

　手が震え、太ももを掴んでいられずに離すと、直樹が足を抱え上げ腰を打ちつけてくる。淡い叢が直樹の下腹部に密着し、ツンと尖った花芯までもを擦り上げられて、達した直後の身体はあっという間にふたたび高みへと押し上げられる。

「ひぁっ……あぁん、やっ、それっ、ダメぇっ」

　何度も最奥を穿たれて、円香の腰がビクビクと波打った。熱い塊が中で脈動しているのがありありと感じられる。

　円香は、直樹の身体にしがみつきながら、髪を振り乱しあられもない声を上げる。

「やぁっ、動かしちゃ……あぁっ、はぁっ、ん」

「お前の中に出したい、全部、いい？」

　結合部から溢れた蜜が流れ落ち、大理石の縁が湯とは違うもので濡れていく。

　短く息を吐いた直樹に耳元で囁かれると、まるで早くとでもいうように、収縮する濡れ襞が肉棒に絡みつき締め上げる。

「……っ、く」

　直樹の口からも熱情に掠れた呻き声が発せられて、もう互いに快感を得ることしか考えられなくなる。

「あっ……ダメ……んんっ！」

　ズルッと太い陰茎が引き抜かれて、また勢いよく押し込まれる。抜き差しのたびにグチュグチュと愛液が泡立った音が聞こえ、彼のものがいっそう大きく膨れ上がる。

　快感が深まり腰を震わせると、また違った角度で穿たれる。キュッと中の締めつけが強くなると、そこばかりを狙ってグリグリと硬く張った先端が押し込まれた。

「ここが好きか？」

「あぁっ、それっ……気持ち、いっ」

　円香はもうわけもわからず本能のままに喘いだ。トロトロと愛液を垂れ流す膣口は、美味しそうに欲望の楔をしゃぶり続ける。

　繋がった場所がジンジンと疼いて、柔襞をかき混ぜられるのが気持ちよくて堪らない。円香は離すまいとばかりに彼の腰に足を巻きつけた。

「あ、はっ、あっ、も……だめっ！　あぁぁっ」

　鼓動が速まり、甲高い喘ぎ声が途切れがちになる。頭の中が陶然としてきて、何度目かの深い絶頂に意識が朦朧とする。

　円香が恍惚とした表情で全身を震わせると、中で直樹の欲望がドクドクと脈動しより大きく形を変えた。

「はぁ、ふっ、はぁっ……はぁ」

　陶酔感に身を任せるままに身体の力を抜くと、臀部を掴んだ直樹に円香の腰ごと激しく揺さぶられた。肌と肌を打ちつけるような腰の動きに、悲鳴のような甲高い嬌声が漏れた。

「ひぁぁっ……い、ま……やぁっ、ダメ……ん、動いちゃ……っ」

「やめられるわけないだろ……っ」

　お構いなしに膣壁を刮げるように穿たれて、ビクビクと腰が跳ね上がる。頭の中がおかしくなってしまいそうなほど、狂おしい快感に呑み込まれてしまう。

　痙攣するように蠢く濡れ襞をゴリゴリと擦られると、達したばかりなのにまた熱い疼きが下肢からせり上がってくる。

「あぁんっ、あっ……ん、強いっ、それ……あぁぁっ」

　獣じみた凄絶な抽送で脳裏が真っ白になり、全身が激しく戦慄いた。

　ジュプジュプと濡れ襞をかき回されて、頭を振り乱しながら身悶える。

「なかっ……変に、なっちゃっ……はぁっん」

「はっ……」

　張り詰めた怒張が最奥で脈動するのを感じると、中で熱い迸りが噴き上がった。吐精は長く続き、じんわりと下腹部に熱が広がっていく。

　余すところなく注ぎ込まれて、四肢から力が抜ける。結合部から白濁が溢れて大理石の縁を濡らした。

「溢れてきてる」

　足を持ち上げられて、繋がった場所をマジマジと見つめられる。抗おうにもまったく身体に力が入らない。

「なお、きっ……やっ、出てきちゃ」

　トロリと股からなにかが漏れた感触に太ももを閉じようともがくが、直樹によって足を掴まれて軽々と持ち上げられてしまう。バスタブの中という不安定さに思わず、彼の首に手を回してしがみついた。

「円香、自分でしてみろよ」

「えっ？」

　くるりと身体を持ち上げられた状態で、直樹がバスタブに座った。円香は直樹に跨る体勢を取らされている。中に彼のものを受け入れたまま下からズンと突き上げられると、グジュっと卑猥な音を立てて白濁がかき混ぜられ、結合部からこぼれ落ちる。

「んん……そ、れっ……深いっ」

「円香、奥好きだろ？　こうして突かれるの。ほら、自分で動いて」

　焦らすように浅い場所ばかりを擦られて、円香は息を深く吐きだした。

　入口付近で、ヌチュヌチュと愛液をかき出すような動きで陰茎を抜き差しされると、限界はすぐにやってくる。

「あぁっ、んっ、奥、好き」

　円香はおずおずと腰を深く落として、また持ち上げる。ズルリと太いものが抜け出る感覚が、気持ちよくて堪らない。

　何度もそれを繰り返しているうちに、興奮しきったような直樹の目が円香を通り越してどこかを見ていた。背後には鏡があり、彼の目は鏡の中の円香にあると気づく。

「はぁっ……あ、は、んんっ、出ちゃ……っ」

「俺のが呑み込まれるたびに、漏らしてるみたいに、やらしい蜜が垂れてきてる。中、とろっとろで……すぐ持っていかれそうだ」

　劣情に掠れきった声が響いた。蕩けたようにうっとりと目を細めた直樹は、円香の臀部を鷲掴み、淫らに濡れる場所を両手で開き、鏡に映った姿を見つめた。

　生唾を飲み込む音がやたらと大きく聞こえて、それだけで彼の興奮が伝わってきた。

「あぁっ、これ、いい」

　もっと見てとでもいうように、ズルリと肉茎をギリギリまで引き抜き、自分の感じるままに腰を振り立てる。臀部を撫でる直樹の手がいやらしく動き、重苦しいほどの快感がとめどなくやってくる。

「あぁ……円香、すごくエッチで可愛い」

　抜き差しのたびに蜜口から白濁と愛液が流れ落ち、直樹の叢さえも濡らしてしまう。羞恥で全身が真っ赤に染まりながらも、彼の荒くなっていく呼吸を聞いていると悦びが芽生えてくる。

「いいっ、あぁぁっん……これ、気持ちい……っの……」

　はしたなく蜜をこぼしている場所を見られていると思うと、より深く感じてしまう。灼熱の塊を引き抜きながら、円香は見せつけるように腰をくねらせる。

　直樹の額には玉のような汗が浮かび、頬は興奮で赤らんでいる。鏡越しに、キュッと膣口が窄まる様をなんとも妖艶な目で見つめられる。

「直樹の……出ちゃう、あぁっ……また中、いっぱい、出してっ」

　腰を落とすスピードが速まっていく。白濁が溢れ、グチュリと泡立った音を立てる。

　頭の芯が溶けてしまいそうなほど全身が昂り、逼迫した声ばかりが上がってしまう。凄まじい愉悦が身体の中で膨れ上がってくる。

　もう耐えられないと首を仰け反らせ身悶えると、直樹は円香の腰を掴み、自らを追い立てるように感じやすい場所を突き上げてきた。

「はぁぁっ、あっ、んんっ……もう、イク、イクっ……あぁぁっ！」

　ブルリと腰を震わせ、全身が総毛立つほどの深い絶頂に達してしまう。

　繋がったまま上半身を痙攣させると、開きっぱなしの唇から唾液がこぼれ落ち、直樹の腹部を濡らした。

「出すぞ……っ」

　深い場所で陰茎が脈動し弾ける。下腹部にある彼のものが中でビクビクと震え、収まりきらなかった飛沫が太ももを濡らし流れ落ちた。

　もう自分の身体さえ支えていられずに、直樹の胸に倒れこむ。

　汗ばんだ肌に頬を擦り寄せ、円香は愛しさのあまり胸元に口づけた。チュッチュ、と音を立てながら唇を寄せると、彼の速い鼓動が触れた場所から伝わってくる。

「直樹……好き」

　おそらく、円香の心臓も同じ速度で音を奏ででいることだろう。

　急に思い立って、直樹の胸元に強く吸いついてみたのだが、残念ながら痕は残らなかった。

「つかない」

「ふっ、下手くそ」

「じゃあ、直樹がやって」

　悔しくなって言い返すと、噛みつくように首筋を強く吸われる。チリっとした痛みに顔をしかめると、啄ばむように唇にキスが贈られた。

「こうやるんだよ」

「ん……っ、やっぱり、直樹ばっかり慣れててずるい。私は、直樹が初めてなのに」

　軽く唇を触れあわせながら、たくましい胸に抱きしめられる。

「俺も、お前が初めてだよ」

　思ってもみなかった言葉に、ついキュッと下肢を締めつけてしまい、直樹の口から息を詰めたような声が聞こえる。

「……っ、こら、やっと収まってきたんだから、あんま煽るなよ」

「え、いや……だって……嘘」

　初めての人がこんなに慣れているわけないと、疑心に満ちた目を向けるが、直樹はおもしろそうに笑うばかりだ。

「嘘じゃない。そのうち、教えてやるよ」

　腰を抱え込まれて、ふたたび下から突き上げられる。どういうことかと叫びだしたい思いに駆られながらも、円香は果てしない快感の波にふたたび呑み込まれていった。







九







　十一月十一日。

　大安吉日、天気は晴れ。

　すっきりと澄んだ空気の中、厳かに式は進められた。

　円香は、バージンロードを歩きながら、神父の前に立つ直樹を見ただけで、感極まり涙が止まらなくなった。

　誓いのキスは触れるだけのものではなくて、参列客からクスクスと笑い声が漏れるほどの濃さだった。

　同僚たちへの牽制だと直樹は言ったけれど、円香もまた直樹の同僚に見せつけたい思いもあったからお互い様だろう。

　妊娠中ではあったが、まだ腹も目立つほど膨らんでおらず、安定期に入ったばかりだ。婚姻届はとっくに提出済みである。

　そして、披露宴の進行を決めたのは二人のはずなのに、なぜか円香たちの知らない映像がたくさん用意されていた。犯人はわかりきっている。円香たち二人を幼い頃から見守り続けてきてくれた両家の親たちだ。

「ねぇ、直樹……これ覚えてる？」

「ああ、なんとなくな。俺たちの小学部入学祝いだろ。ほら、ランドセルがある」

　プロジェクターには、実家でケーキを食べながら、口の周りを生クリームだらけにしている幼い円香が映っている。

　真新しいランドセルを嬉しそうに抱えているから、直樹の言うとおり小学校への入学祝いをしてもらっているようだ。

『円香ちゃん、大人になったらなにになりたい～？』

　この声は直樹の母親のものだ。

　円香の隣には、正座をしておとなしくケーキを食べている直樹の姿もある。

『円香ねぇ……大きくなったら直樹くんと結婚するの』

　記憶にない自分のセリフに、手にしていたグラスを落としそうになる。

（なにこれぇ……っ）

　この時のことはまったく覚えていない。

　だが、円香と違い、どうやら直樹は記憶があるらしい。

　プロジェクターに視線を注いでいる直樹の口元が、フッと嬉しそうに綻んだ。

『直樹のこと好きなの？　円香ちゃんがお嫁に来てくれたら嬉しいわ～』

『うん！　だーいすき！』

『直樹～！　よかったわね～大好きですって！』

『ねぇねぇ、直樹くん。円香のことお嫁さんにしてくれる？』

『ん。いいよ』

『じゃあ、ふーふは誓いのチューするんだよ。はい、どうぞ！』

　ピンク色の頬を直樹に向けながら、はいと両手を広げた円香に近づいて、直樹が唇を重ねた。

　チュッと触れるだけのキスだったけれど、唇と唇が重なった。

　映像の中で母たちの歓声が記録されている。

（なにこれ、なにこれ……っ？）

　小さい頃のあれやこれやを披露宴で流されるのは、なんとも言えず恥ずかしい。

　しかも、堂々と親の前でキスしてるとか。

『円香、約束な』

　小指を差しだされて絡ませると、指切りげんまんと円香の歌声が響いた。

『うん！　約束！』

　小さな頃の約束。

　誰も本当になるなどとは思っていなかっただろう。

「円香」

「ん……？」

　招待客の視線はプロジェクターに注がれたままだ。

　名前を呼ばれて隣を見ると、愛しい人と視線が絡みあう。

「ファーストキスも、俺だっただろ？」

　耳元で告げられて、そっと唇が重なった。

　──私の初めては、全部、あなただけ。







エピローグ







　直樹には、中学の頃から片想い中の幼馴染みがいる。

　奈木円香は、小さい頃から周囲の女子より頭ひとつ分背が高く、色白で地味な女の子だった。友達も多くはないし、真面目そうに見えて実は勉強が不得意というギャップはあるものの、クラスにいたら埋もれてしまうような存在感のなさだ。

　だが、楚々とした佇まいにひっそりと想いを寄せていた男子も多かった。

　実は直樹自身もその一人だ。

　家が近く毎日登下校を一緒にしていたから、ほかの男子よりも近い場所にはいるだろう。円香は慣れている相手にはよく喋る。笑顔を見せてもくれる。それが自分だけの特権であるような気がして心が浮き立った。

　独占欲だとは気づいていなかったけれど、自分から率先して円香を構い、周囲を牽制していたのだから、ガキの恋愛にしては頑張っていた方だと思う。

　しかし、思春期真っ盛りの中学生男子が素直に告白などできるはずもなく、同時期に円香を巻き込み直樹を巡っての騒ぎがあったため、とても付きあおうなどと言える状況ではなくなってしまったのだ。

　直樹が近くにいたせいで、円香が女子たちの嫉妬のやり玉に上げられ「もう学校に来たくない」とまで言わせてしまった。

　クラスの女子からは避けられ、グループメッセージに円香は入れられていない。直樹もすぐに抜けてしまったが、そこでどういう会話が繰り広げられていたのかは想像に難くない。

　何度も言われた。自分のことを大して知りもしない女子から「円香じゃ、神城くんには相応しくない」「幼馴染みだからって、あまり近くにいると誤解されるよ」などと。

　余計なお世話だ。直樹は、円香に振り向いてほしくて近くにいたのだ。どうして周りに邪魔をされなければならないのか。

　円香は、誰になにを言われても平静を装っていた。

　直樹を責めることもせず、ただ耐える姿がいじらしくて、どうにか自分が守ってやりたいと思った。だから周囲には「円香は恋人じゃない」「恋愛感情はない」と言い続けた。だが、直樹の思惑とは裏腹に円香はますます孤立した。

　いつか落ち着いたら、気持ちを打ち明けよう。おそらく円香も、自分を憎からず思っているはずだ。そんな期待は、高校三年の初めに無残にも打ち砕かれた。

　円香に恋人ができたのだ。

　突然、当たり前の顔をして円香の隣に立つ同級生の姿に、嫉妬や焦りが生まれ、それでもどうすることもできない自分が歯痒かった。

　皮肉なことに、直樹と付きあっているという噂はたちまち消えて、円香を悪く言う女子がいなくなった。

　行動を起こさなかった自分が悪い。好きだとも言えなかった自分が遅かっただけだ。

　後悔したところで、過去には戻れない。

　もともと大学は外部を受験するつもりだった。

　もう円香とも会わなくなる。そんな寂しさはあったものの、大学に入っても細い繋がりは切れずに続いた。

　二十歳になっても、円香とクリスマスイブを一緒に過ごす習慣は変わらなかった。

「ねぇ、直樹。私ね……大学卒業したら、先生になろうと思って」

　ずいぶんと久しぶりに会った円香は、直樹の家のリビングでそう将来の展望を話した。

　この日いつもと違っていたのは、ダイニングテーブルを挟んで向かいに座る円香の手に、ここに来る前に買ってきたと思われるシャンパンがあったことだ。

　勉強嫌いの円香が教師になるなどと、昔の教師陣が聞いたら驚くだろう。

　直樹は、大学に通いながら塾の講師のアルバイトをしていた。以前、円香に「直樹が先生だったらよかったのに」そう言われ、勉強を教える仕事に興味を持ったからだ。

　円香が教師になるのならこのまま就職してもいいかもしれない。同業者ならば、社会人になっても相談に乗れることもあるだろう。そんな考えがなかったとは言わない。

「どうして教師になろうと思ったんだ？」

「直樹が、私に勉強の楽しさを教えてくれたんでしょ？　それに、私を助けてくれた。辛い時、そばにいてくれた。子どもたちにとって私もそういう存在になりたいの」

　男だと思われていない。それはわかっていたけれど、自分の存在が円香に少しは影響を与えているのだと知って嬉しかった。

「円香ならなれるだろ。実は俺も、アルバイト先の塾にそのまま講師として来ないかって言われてる」

「直樹も先生になるの？　一緒だね」

「ああ、そうだな」

　円香はシャンパンを注いだグラスを傾けながら、ダイニングテーブルの上にビール、カクテル、日本酒といった酒を並べる。二人でどれだけ飲むつもりだと文句を言いながらも、浮かれているのは否定できない。

　ここ数年、クリスマスイヴになると両親たちが旅行に行くのは、おそらく直樹に気を利かせているつもりなのだと気づいた。

　小さい頃から、円香を嫁にとうるさいくらいに言っていた両親だったが、まだ諦めてはいなかったらしい。

「美味しいね、これ。やっと二十歳になったことだし、直樹と二人でお酒飲んでみたかったの。せっかくのイヴだし、奮発しちゃった」

　毎年、プレゼントがない代わりにと、円香がケーキを買ってきてくれているが、直樹は円香の誕生日になにもしたことはない。メールくらいはと考えはするのだが、今恋人と一緒に祝っているのではないかという思いが頭を過るからだ。

「俺の誕生日に金かけてると、明日、彼氏と使う分なくなるぞ」

　直樹が言うと、円香は形のいい唇を尖らせて拗ねたように口を開いた。

「恋人はいませんから大丈夫です。ご心配なさらず」

「あいつ……あの高三の時から付きあってた奴はどうしたんだよ」

　別れたとは聞いていなかったから、まだ付きあっているとばかり思っていた。

　たしかその男は大学も内部進学で円香と同じだったはずだ。ここ最近も円香の会話の中でもちょこちょこ出てきていたし、まさか別れていたとは思わなかったのだ。

「ん、ダメだった」

　淡々とそう言う円香の表情には、落ち込んでいる様子は感じられない。

　その男のなにがダメで、どんなところがよかったのだろう。

　直樹のなにがダメで、どうしたら幼馴染みとしてではない円香の特別になれるのだろう。答えの出ない問いを、もう何度となく考えている。

　何杯目かのシャンパンを呷って、コンビニのケーキを二人でつついた。

　円香はいたく初めて飲む酒がお気に召したらしく、今度はカクテルの缶を開けた。頬は赤く染まり、徐々に目が虚になっているのを見てようやく円香が酒を飲みすぎていることに気づいた。

「円香、もうやめとけ」

　直樹は缶を持とうとする円香の手を止める。テーブルにはすでに空になった缶が何本か置いてあったからだ。

　一年に数度しかない二人きりの時間に浮かれていたようだ。円香がどれだけ飲んでいるかに気づかなかった。もしかしたら、直樹もかなり酔っているのかもしれない。

「ん～まだ飲むの」

　円香は、意外に酒癖が悪いようだ。直樹の手をパシリと叩きカクテルをグラスに注ぐ。美味しそうにコクコクと飲み干している様は、あどけなさが消え大人の色気を感じさせた。

「甘いの、美味しいねぇ」

　円香は濡れた唇を手の甲で拭う。開けた唇の隙間から赤い舌が覗き見えて、直樹は息を呑んだ。まるで身体が沸騰したように熱くなってくる。覚えのある熱が下肢に集まり始めていることに、気がつかないはずもない。

「ま、どか」

「なぁに？」

　直樹を見る円香の目は、完全に据わっている。傍から見れば誘っていると勘違いされてもおかしくないほど。

　甘いカクテルが口の周りをべとつかせるのが嫌なのか、円香は赤い舌先でペロペロと口の周りを舐める。

　円香の瞳はとろんと潤み、肉厚の唇が半開きになっている。ふたたびグラスに口をつけると、飲んでいたカクテルが唇の端から流れ落ちた。

　ポタポタと顎を伝う様が、艶めかしくて目が離せない。はしたなくも見えそうな円香の所作が、己の身には焼きつくほどの焦燥感をもたらした。

（俺も、酔ってるんだろうな……）

　向かい側に座る円香に顔を近づけると、直樹は啄ばむように円香の唇を舐めた。一秒にも満たない時間の口づけは、何年にも渡る片思いへの決着の瞬間だ。

　別れたなら、今度こそ自分を見てくれないかと心の中で懇願する。だが、酔って起こした自分の行動に動揺もあった。

（終わったな）

　隠し続けた恋心が知られてしまった。

　もう二度と幼馴染みには戻れない。直樹を受け入れてくれないのなら、二人きりになるのも、今年が最後だ。

「ごめん」

　顔を話して直樹が謝罪を口にすると、円香はまったく気にも留めない様子で、グラスを傾けていた。困惑する直樹をよそに、円香は唐突に話題を変えてくる。

「直樹はさ。今、彼女いるの？」

　円香の目がトロンと溶けたように涙に滲む。

　どうやら眠いらしい。テーブルに伏せた円香は、腕の上に顔を置いたまま直樹を見ると、ゆっくりとした瞬きを繰り返した。

　鼻にかかった甘い声は、直樹の劣情を煽るには十分だった。

「ねぇってば……好きな人、いるの？」

　もう片方の手が伸びてきて、パシパシと腕を軽く叩かれる。

（円香にとっては、たかがキスってことか……？）

　直樹がキスしたことに気づいていないはずがないのに、円香はなにも触れてこない。自分のキスなどまるでなかったかのようだ。

　ドロドロとした苛立ちが胸の内に燻る。

　どうにか、彼女の感情を乱してやりたい。もう限界だった。いっそひどいことをして、直樹の想いをわからせてやろうか。そんな気さえ湧き起こる。

「いる。俺の好きな相手、お前だし」

「私？」

「そう、お前のことがずっと、好きだった」

　円香はなんと返すだろう。驚いて、気まずそうに断ってくるだろうか。

　それとも、直樹を受け入れる余地はあるのだろうか。

　もし無理だと言われたら、幼馴染みとして会うのもこれっきりだ。好きでもない男にキスされて喜べる女ではないから、おそらく円香もそれを望むだろう。

「ふふっ、直樹に好かれるなんて、幸せだね～私」

　直樹の告白に、円香はピンク色の頬をさらに赤く染めて、嬉しいと口に出した。

　もしかしてと期待が芽生え、どうしようもないほどの喜びで心が浮き足立つ。

「本当に、そう思うのか？」

　そう聞いた直樹の声は酒のせいか、緊張のせいか掠れ切っていた。テーブルの上で握った手の甲に血管が浮きでている。

「当たり前でしょ？」

「お前が、俺を好きになってくれたら、もっと幸せにする」

「うん。してして～」

　直樹の堅い声とは裏腹に、円香はなんとも呑気な声で笑う。

　円香の顎を持ち上げて、顔を近づけていった。すると、察したように円香のまぶたが閉じられる。先ほどよりも少し長めに唇を触れあわせると、離れた瞬間に円香の目がパッチリと開けられた。

「チューするの好き。なんで、私にチューするの？」

　あははと楽しそうに円香は笑う。

　直樹は唇が震えるほどに緊張しているというのに、円香にはそんな様子は見られない。おそらく、別れた恋人と何度もこういうことをしていたのだろう。

　もしかしたら、直樹のキスは冗談だと受け取られているのかもしれない。それとも、酔い過ぎて衝動的にスイッチが入っただけか。

（冗談で、キスなんかしない）

　酔いが覚めて我に返って慌てればいい。

　そして今後直樹とどうしていきたいか、選ぶのは円香だ。

「円香が好きだから。キスしたいし、触りたい」

　知らないのはお前だけだ──酔いに任せて溢れた恋情が、口を軽くする。

「明日の朝、ちゃんと覚えておけよ」

「朝になにがあるの？」

「さぁな」

　なにがあるのだろう。

　直樹の手を取ってくれるのか、それとも、拒絶されるのか。今まで、幼馴染みとしか思っていなかった相手にキスされたのだ。きっと朝起きた円香の動揺は相当だろう。

「直樹とキスするの、気持ちいい」

　円香は、なにも知らずにそんなことを言っている。

　こんなにも恋愛が難しいなんて、思ってもみなかった。彼女との幼馴染みとしての縁を切りたくなくて、怖くて、告白もできない。

　何年も何年も引きずり続けた恋心に終止符を打つ要因が、まさか酒だなんて思わなかった。だが酔いでもしなかったら、いまだに円香に触れることさえ叶わなかっただろう。

「じゃあ、もう一回するか？」

「ん……いいよ」

　円香は頬を赤く染めて、潤んだ目を直樹に向けてくる。

　そっと瞳が閉じたのを確認してから、誘われるままに円香と唇を重ねた。啄ばむように下唇を甘噛みすると、円香の口から鼻にかかった甘い声が漏れる。

　これ以上はまずいと理性と本能がせめぎ合い、気づけば思うままに唇を貪っていた。

「ふっ……ん、直樹……」

　円香が口にした名前が己のものでよかった。円香は酔っているが、直樹を誰かと間違えているわけではないようだ。なぜかはわからないが、直樹とキスすることを受け入れている。

　チュッと唇に強く吸いつくと、向かいに座る円香の肩が震えた。

「円香、こっち来て」

「なぁに」

　ふふっと照れたように笑いながら、円香がふらついた足でこちらへと来る。

　ダイニングの椅子に座ったまま両手を広げると、円香が胸の中に倒れ込んできた。直樹は円香を抱きとめて髪に口づける。

「ずっと、こうしたかった」

　円香の細い腰に腕を回す。髪の毛に顔を埋めると、花のようなシャンプーの香りがふわりと香った。

「いつでもしていいよ」

「明日、同じセリフが聞けたらいいけど」

　円香は意味がわからないと首を傾げて、胸に額をグリグリとくっつけてくる。

　普段酒が入っていない時、彼女はこんなにあざとい真似をするタイプではない。もしかしたら恋人にはこうして甘えているのかもしれないが。

　慣れた様子の彼女に心が逸る。それなのに、円香のあざとささえ可愛く思えてしまう自分がいて、本当にどうしようもない。

「もう一回、キスさせて」

　直樹の腕の中で、円香が顔を上げた。潤んだ目を瞑って、キスを待っているような顔をする。

　軽く唇を触れあわせると、薄く開けた唇を舌でこじ開けて、酒の香りがする甘い唾液を啜る。先程よりも大きく円香の背中が震えて、甘ったるい声が唇の隙間から漏れ聞こえてくる。

　円香の腰をグッと近くに引き寄せると、下肢が痛いほどに張り詰めてきた。

「んんっ……ふぅ、ん、はぁ……気持ち、い」

　彼女は熱に浮かされた顔をして、誘うように舌先を出した。

（足りない……もっと、だ）

　夢中になって円香の口腔を貪る。

　細く頼りない腰を撫でながら、手を下ろしていく。椅子に片方の膝を乗せて直樹にもたれかかってくるため、彼女の乳房が胸に押し当てられる。

　ドクドクと速い心臓の音はどちらのものなのだろうか。

「ん、んっ、ふぅっ」

　円香の声に煽られ抑えが利かなくなる。

　完全に芯を持ち、ズボンの中で勃ち上がった陰茎は、おそらく下着さえも濡らしているだろう。

　腰を撫でるだけでは耐えきれず、円香の太ももをスカートの上から撫であげる。すると、気持ちよさそうに細められた目が薄く開いて、もっとというように手を重ねてきた。

「あぁっ、あ、足……撫でるの、気持ちい」

　膝上五センチほどの短いスカートを手で捲り上げると、なにも身につけていない太ももがあらわになる。

「はぁ、ん……もっと、触って」

　太ももの外側から手を這わせていく。形のいい臀部を撫でると、気持ちいいのか円香の艶めかしい声が上がる。その声に煽られないはずがなかった。

「円香……っ」

　直樹の膝の上に跨った円香の下肢が、屹立にあたった。円香が身を捩るたびに昂ったものが擦られて、それだけの刺激で達しそうになってしまう。

　耐えきれず下着の上から隠された秘裂に触れると、すでにしっとりと濡れた感触があった。

「ふっ、あっ……そこ、触っちゃ、や」

「下着の上から触っても、ヌルヌルなんだけど」

　今の円香の『イヤ』は『もっと触って』の同義語に聞こえる。誘うように甘い声で嫌だと言われても、やめられる男はいないだろう。

　ただ、自分の中でここから先に進むことへの躊躇いが生まれた。酔った勢いで身体を奪って、円香が傷つかないはずはない。けれど、これ以上はダメだとそう思うのに、劣情に煽られ気持ちが揺らぐ。

「円香……もっと触ってほしい？」

　結局、判断を円香に委ねることにした。

「円香？」

　円香は、直樹の問いかけに答えずに、肩に顔を埋めている。先ほどよりも重く感じるのは、円香が身体から力を抜いているからだろう。

　直樹の口から、耐えきれず安堵の息が漏れる。

　耳元で円香の規則正しい寝息が聞こえてきたことで、熱を持った欲望が急激に萎んでいった。

　直樹は円香の母親に電話をして、このまま部屋に泊めることにした。

　二軒先なのだから、抱きかかえたまま運んでもよかったが、朝まで一緒にいたいという欲求が勝った。

　十年以上の付きあいのある直樹への、円香の両親からの信頼は厚かった。

　一も二もなく了解を得られて、自分の部屋に円香を寝かすために、起こさないようにそっと細い身体を持ち上げる。

　律儀にベッドの下に自分の布団を敷いて、円香の寝息を聞きながら直樹は眠れない一夜を過ごす。

　きっと朝方喉が乾くだろうからと、ペットボトルの水を枕元に用意しておく。

　真っ暗の部屋で、直樹は自分の手のひらをずっと見ていた。円香と重なっていた唇にそっと触れると、ふたたび下肢が熱くなってくる。

　さすがに円香のいる部屋で自慰に耽るわけにもいかず、悶々としながら目を瞑った。

　朝起きた円香はどんな反応をするだろう。

　悲しみか喜びか。審判の時はもうすぐだ。

　ようやく太陽で部屋が明らんできた頃、寝返りの衣擦れの音と、小さく呻くように発せられた声で直樹は瞑っていた目を開けた。

「おはよう」

「あれ……直樹。私……ここで寝たの？」

　円香は身体を起き上がらせることができないほどに、頭痛がひどいらしい。両手のひらで頭を押さえながら、首だけを直樹の方に傾けた。

「昨日のこと、覚えてないか？　お前、飲みすぎてそのまま寝たんだよ」

　直樹は、布団から身体を起こしてそう言った。

　なるべく平静を保ちながら発した声は震えてはいなかっただろうか。

　円香はしばらく考えていたが、考えるよりも具合の悪さが勝ったらしく、もうダメと枕に顔を埋めてしまった。

「う～なんだっけ……あ、直樹の誕生日だ。おめでとう」

　枕に埋めたままくぐもった声で告げられる。

　どうやら、彼女は直樹とキスしたことさえ覚えていないらしい。思わず、強張っていた肩から力が抜けた。

「ありがとう。でも、終わってるけどな」

「ごめん～迷惑かけちゃって。あ、お母さんに連絡……」

「したに決まってるだろ」

「だよね。ありがと」

「もう少し寝ておけよ。その様子じゃ今日一日動けないだろ？　ほら、水」

「ん～」

　円香の背中を支えながら上半身を起こして、ペットボトルを渡した。喉が渇いていたのか、円香はペットボトルの水をほとんど飲み干すと、またベッドに入って目を瞑った。

　水で濡れた唇が目に入る。直樹は昨夜の円香の痴態を思い出し、そっと喉を鳴らす。

「なぁ、お前さ。昨日初めて酒飲んだだろ？」

「うん……最初は絶対、直樹と飲もうって思って。でも二日酔いがこんなにしんどいとは思わなかった。しばらくお酒はいいや」

「飲み過ぎたら毒になるに決まってるだろ。それよりお前は、俺の前で以外絶対に飲むな」

　瞑っていた目を開けた円香は、キョトンとした顔で「どうして」と聞き返してきた。

「お前、かなり酒癖悪いから」

　直樹の言葉に青ざめた円香は「私、なにしたの……」と不安そうな表情になる。なにかしたのは自分の方だ、とはとても言えない。

「飲むなって言ってんのに飲み続けるわ。暴れるわ……まぁ、彼氏の前で飲んだら振られるのは間違いない」

　酒を飲んで、あんな風に可愛く男を誘われたらたまったものじゃない。

　それに、万が一外で飲んで酔っ払いでもしたら危ない。

「嘘でしょっ？」

　嘘はついていない。酒を止めようとしたらぺチッと叩かれた。可愛くはあれ、痛くも痒くもなかったが。

　しかし円香は、直樹の表情を見てどう思ったのか、項垂れショックを受けているようだった。告白もキスもなかったことにされて、ショックなのはこちらの方だ。だが、まだ幼馴染みでいられると心のどこかで安堵している自分もいる。

「わかったか？　俺以外の男の前では絶対に飲むな」

「そうだね。これからはそうする。直樹と一緒だったら寝ちゃっても安心だし」

　円香は眉尻を下げてふわりと笑った。

　その信頼こそを、直樹が裏切っただなんて、円香は気づいてもいない。

「なにかあったら言えよ。お前には、頼り甲斐のある幼馴染みがいるんだから」

「そうだね、ありがとう」

「円香」

「なに？」

　──好きだ。

　そのたった一言が出てこない。

　卑怯で弱い自分は、酔った時にしか好きな相手に気持ちを告げることもできない。

「いや、悪い。なんでもない」

　それからしばらくして、円香にはまた恋人ができた。

　今度は社会人の男だという。

　やはり、あの時は別れた直後かなにかで人恋しくなっていただけなのだろう。

　だが、覚えてないとはいえ、直樹の告白をあんなに嬉しそうに聞いていたのに。

　ほんの少しも直樹の気持ちは届かないのだろうか。

　そんな円香に、憎らしささえ芽生えてくる。

　数ヶ月後、直樹はアルバイトで来ている塾の講師から告白された。

　彼女に多少なりとも好意があったとか、そういうわけではなかった。円香に恋人ができたと聞いて、多少は辛さを紛らわすことができるかと考えただけだ。

「神城先生って、誕生日いつですか？」

　憧れと恋が混ざったような潤んだ瞳を向けて、彼女が聞いてくる。

　付きあって三ヶ月、早くも彼女に対してなんの感情も動かされないことに気づいてしまっていた。

　円香はそんな風に媚びを売るような顔をしないとか、あえて胸を強調するＶネックのシャツを着たりもしないと、どうでもいい違いを見つけては落胆している自分がいる。

　しかし、円香に媚びを売られたとしても、円香がＶネックのシャツを着たとしても直樹は落胆しないだろう。

（やっぱり、ダメか……）

　比べる相手がいると、より強く円香を想ってしまうらしい。

　自分の気持ちが重過ぎて怖いほどだ。

「誕生日？」

　忘れられるものなら、忘れたかった。

　それなのに、どうして円香じゃないとダメなのか。

　自分でもよくわからなかった。

「十二月二十四日」

　そう答えて、頭に浮かぶのは昨年の冬、円香と初めてキスした時のことだ。もう一度だけでもいい。あの肌に触れて、口づけて、すべてを自分のものにしてしまいたい。そんな欲求に駆られた。

　隣を歩く彼女を見つめて、円香と似ている部分を必死に探した。しかし見つけられずに、ため息が漏れそうになる。

「え～神城先生、イヴが誕生日なんだ!?　もうすぐじゃないですかっ？　じゃあ、一緒にお祝いしましょうね！　二人でする初めてのクリスマスだから豪華に！」

「そうだな」

　彼女の手のひらが触れた。手を繋いでほしいのだと察するのは簡単なのに、その手を握ることは直樹にとってひどく苦痛だった。

「どっか予約します？」

「今からじゃ遅いかもしれないけど、どっか予約しておくよ」

「わーい、やった！」

　大好き、そう言って指に絡められた手が円香のものであったら、どんなに嬉しいか。

　そう思わずにはいられなかった。

　そして、十二月二十四日。

　誕生日を初めて円香以外の女性と過ごした。

　カップルだらけのレストランで食事をして、ケーキを食べた。イルミネーションを見て、クリスマスツリーの前で写真を撮った。

　ただそれは、思っていたよりもずっと虚しくて、円香の代わりなどどこにもいないことを思い知らされただけだった。

　美味しい食事もケーキも味気なく感じる。

　円香と誕生日に食べたケーキは、コンビニで買ったものでも、あれほど美味しく感じるのに。

「なんか、元気ないですね？　具合でも悪いんですか？」

　そう聞いてくる彼女はいい子だと思う。

　学生とは思えないほど大人びた子だ。直樹が忙しいと言えば、月に二度のデートでも我慢してくれる。

　けれど、恋人同士がするようなことを真似てみても、結局、頭の中に浮かぶのは、円香の姿ばかりだ。

「あの……明日休みだし……もう少し、一緒にいちゃ、ダメですかね？」

　彼女がおずおずと腕を絡ませて聞いてきた。

「ダ、ダメならいいんですけどっ」

　だが、このまま流されてしまえば楽になれるかもしれない、と悪魔の囁きが聞こえる。

　円香の代わりに彼女を抱いて、ほんのひと時だけでも寂しさを紛らわすことができれば。

「いいよ」

　そう答えると、彼女は頬を染めて嬉しそうに笑った。

　しかし、ちょうどその時、ポケットに入れたスマートフォンからメッセージの着信音が鳴る。

『まだ帰ってない？　ケーキとお酒買ってきたよ』

　円香からのいつもと変わらないメッセージに、愛しさが溢れて、不覚にも涙が出そうだった。

　会いたくて、会いたくて、堪らなかった。

　返されない気持ちが辛いのに、それでもそばにいたい。

　自分は、円香しか好きにはなれないのだと、ようやく気づく。

「ごめん……やっぱり、君とは付きあえない」

「え……？」

　聞き返されても、彼女の声は耳に入ってはいなかった。

　家までの帰り道。人混みの中をバカみたいに走った。

　息が切れて、胸が痛くて、どうしようもない。

　膝を震わせながら、ようやく自宅が見えてくる。

　そこには、寒そうに手を擦り合わせて立っている円香がいた。手には、重そうなコンビニの袋がある。

　忘れられるはずがなかった。

　今さら、この恋を諦められるはずがなかった。ほかの誰かじゃ代わりになんてなれない。

　どんなに辛くとも、苦しくとも、自分には円香しかいないと、知らしめられた。

「円香っ！」

　所在なさげに立つ、円香のもとへ走りだす。

　直樹を見て、安心したように円香が笑って手を振ってくる。

　ビニール袋を掲げた円香から、誕生日おめでとうと数秒後には聞くだろう。

　きっとまた、明日の朝、円香の記憶はないはずだ。

　それでもいい。

　何年かかったって、彼女が自ら手の中に落ちてくるまでは待っている。

　円香は、何度目のキスで直樹の気持ちに気づいてくれるだろうか。

　ファーストキスだけじゃない。実は、二度目も三度目も、キスの相手は君だけだと。

　きっといつか、全部、円香が初めてなのだと、笑って話せる日がくればいい。





〈了〉
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